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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　　口絵・本文イラスト　なかじまゆか







　contents








伴ばん藤どう美び衣い乃のの特殊な事情

プロモーションビデオを撮ろう！

ファミリー・アフェア

五頭会談（焼鳥屋『さべーじ』にて）





　あとがき











　伴ばん藤どう美び衣い乃のの特とく殊しゆな事情







「いつもすまないねえ、美衣乃」

　ぺらっぺらの煎せん餅べい布ぶ団とんに横たわり、伴藤美衣乃の父親は言った。

「父さんがもっと丈じよう夫ぶだったら、おまえにこんな苦労はかけないのに……」

「お父さん、それは言わない約束でしょ？　ほら、お粥かゆができたから」

　美衣乃は優やさしくほほえんだ。

　作りたてのお粥を布団の横に置き、せき込む父を助け起こす。

　甘あま城ぎ市のはずれにある築三〇年の安アパート──窓からすきま風の吹ふき込む居間は、姿勢を変えるだけで床ゆかがギシギシと音をたてる。畳たたみは古く、すえた臭においを放ち、天てん井じようには陰いん気きな染しみがあった。

　半年前に引ひっ越こしてきた部屋だ。ろくな家具もない。台所のコンロは片方が壊こわれてしまい、湯ゆ沸わかし器は最初から沈ちん黙もくしている。

「きょうは近所でとれた茄な子すを分けてもらったの。柔やわらかく煮に込こんだから、おいしく食べてね？」

「うーん……すまない。すまないな、美衣乃」

　やせ細った手でスプーンを握にぎり、美衣乃の父はお粥をすすった。

　弱々しい仕草だ。指が震ふるえている。

　かつては。かつてはウォール街の投資会社を切り盛りし、一日数億ドルを動かして、ビジネスジェットで世界中を飛び回りながら、『売れ』だの『買え』だのと言っていたあの父。無知な顧こ客きやくから大金をむしり取り、貧びん乏ぼう人を山ほど泣かせ、セントラル・パークに面した超ちよう高級アパートの高層階に居を構え、毎週末には何十人という客とパーティーを開き、数十万ドルのフェラーリを我が物顔で走らせていたあの父が！

　こんなに弱り切って、時代劇の貧乏長屋みたいなこの部屋で、寝ねたきりになって自分に頼たよっている！

　刻んで煮込んだ茄子入りのお粥をすすっている！

　そしてため息混じりに、こうつぶやいているのだ！

「ああ……。おいしい……」

　ほろりと父の目め尻じりから涙なみだがこぼれる。人情もののドラマもかくやといった光景であった。こんな涙をこぼす男は、そう滅めつ多たにはいないだろう。少なくとも、ウォール街には絶無のはずだ。

　嗚あ呼あ、人間の幸せとは何なのか。

　深遠な問題に思いを馳はせつつ、伴藤美衣乃は部屋の時計を見た。

「あっ、大変。もうバイトに行かなくちゃ」

「そうか……そうか……喫きつ茶さ店の仕事にはもう慣れたかい？」

「喫茶店なら、クビになったの」

「ああ、そうだったか……いまはハンバーガー屋だったな」

「ハンバーガー屋もクビになったよ」

「ええと……じゃあ、どこだったかな。そう……新聞配達だ」

「そこもクビ」

　ファミレスにコンビニ、弁当工場、ピザの宅配、すべてクビになっている。美衣乃なりに頑がん張ばったのだが、どれも長くは続かなかった。

　でも、落ち込んでなどいられない。

　しっかり働いて稼かせぎながら、なんとか高校を卒業して就職し、立派に家族を支えていかなければ！

　……まあ、母親は男を作って逃にげていったし、兄は鉄格子の付いた病院に入院中で、弟は遠い親しん戚せきに預けられているのだけど。

「すまないなあ、美衣乃……。父さん、おまえがどこで働いているのかも分からなくなってしまったよ……」

「気にしないで、お父さん。いちおう言っておくと、いまあたし、遊園地で働いてるの」

「遊園地かー」

「うん。甘城ブリリアントパーク！　いきなり面接から迷めい惑わくをかけちゃったけど、ちゃんと雇やとってくれたよ？　すごくいい人たちだから、安心して！」

「うん。うん……」

「きょうもその遊園地でお仕事なの。お昼ごはんとお水は枕まくら元もとにあるから。それじゃあ、行ってくるね！」

　明るい笑え顔がおでそう告げると、美衣乃は安アパートの部屋を出て行った。

　ぎしぎしと音をたてる階段を降りたところで、大家さんに出会った。齢よわい八〇のおばあさんだが、背筋はしゃきっとしている。

「伴藤さん」

「あ、大家さん……おはようございます！」

　だが大家さんは彼女の前に立ちふさがり、目を細め、唇くちびるをゆがめてこう言ってきた。

「挨あい拶さつなんかよりも、先月のお家賃がまだですよね？」

「え？　でも、お家賃は毎月きちんとお支し払はらいしているはずですけど……」

「んまあ───、この子ったら！　よくも平気でそんな噓うそが吐つけるわね!?　言っておきますけどね、あたしゃ、あなたが思っているよりはしっかりしてますよ？　年寄りだからごまかせるとでも思ってるのかい？」

「いえ、あの。きっちりお支払いしてます。あ……そうです。ここに先週いただいた領収書が……」

　あわてて鞄かばんの奥に眠ねむっていた領収書を取り出すと、大家さんはそれをむしり取り、目の前でびりびりと破いてしまった。

「あっ……」

「こんなの、作りものに決まってるわ！」

　大家さんは口から泡あわを飛ばして怒ど鳴なり散らした。

「大家さん、困ります！」

　半年前に越してきたときは、優しくてしっかりした人だったのに。美衣乃の家の事情を聞いて、涙まで流してくれた。家賃は少し遅おくれたこともあったが、その時だって『大だい丈じよう夫ぶよ、美衣乃ちゃん。どうせこんなボロアパート、半分は空き部屋なんですからね』とか笑ってくれてたのに。

　ここ最近で、大家さんの態度は急に厳しくなってきた。期日までに家賃を納めても、ぶすっとして何も言ってくれない。それどころか、こうして『支払いはまだか』と責めてくる。

「こ、困ったなあ。大家さん、落ち着いてください。なにかの勘かん違ちがいじゃないかと……」

「そうやってあたしを騙だまそうって魂こん胆たんだね？　そうだ、そうに決まってるよ！　最初はいい子だと思ったのに……とんだ女め狐ぎつねだよ！　あたしの旦だん那なや息子むすこたちも、陰かげでたぶらかしているだろう!?」

「いえ、とんでもないです！　っていうか、息子さんなんて会ったことないです！」

「噓をお言い！　あたしゃわかるんだ！　はきはきして爽さわやかな顔してるけどね……あんたはみんなを騙してるんだ。ヘラヘラしたってごまかされないよ!?」

「ちがいます。あたしは……」

　そこで美衣乃は腕うで時計を見た。裕ゆう福ふくだった時代に、父から買ってもらったエルメスの腕時計。いまの自分には過ぎた物だが、これだけは質しち屋やに持って行きたくなかった。

「ああっ、大変。このままじゃ遅ち刻こくしちゃいます。家賃の件は、また後ほど！」

「待ちなさい！」

「すみません！　それではっ！」

　つかみかかる大家さんの手から逃のがれて、美衣乃は自分の原付バイクへと走った。一〇年もののヤマハのビーノ。ほとんどただ同然で譲ゆずり受けたが、愛犬のような存在だった。愛あい嬌きようのある曲面構成のデザイン。

　跳ちよう躍やく、搭とう乗じよう。発進する。

「待ちなさい、伴藤さんっ!?」

　大家さんの叫さけび声を背に、美衣乃はビーノを加速させた。

　あの声が聞こえないところまで、一刻も早く走り去りたかった。そしてあの職場まで行けば、こんな毎日のことはきっと忘れられる。

　たとえそれがほんのひとときでも──




　土曜の朝の可か児に江え西せい也やは、パークに自転車で通勤する。

　パークの通用口までは、長い、長ーい都道の坂を上っていくので、それは大層くたびれる。

　仮にも支配人代行──実質的な『甘城ブリリアントパーク』のトップである自分が、チャリでヒイヒイ言いながら通勤しているのは、なんだか収まりが悪いような気もするのだが、できればバスは使いたくない。

　なにしろ自分のギャラは時給で八五〇円だ。

　東京都の最低賃金だ。

　しかも見なし残業だ。

　どこの世界に自分の給料をこんな調子に定める経営者がいるのやら……なんて思ったりもするのだが、なにしろパークは経営難だし、一円だって無む駄だにしたくない。それに自分のギャラをこうしておけば、ほかのキャスト連中だって、薄はつ給きゆうに文句が言いづらい。

　だからチャリ通で正しいのだ！

「ぜえ……ぜえ……」

　従業員用のゲートをくぐり、事務棟ビル脇わきの自転車置き場に駐ちゆう輪りんする。チェーンロックをかけたところで、背後で大きなブレーキ音と衝しよう突とつ音がした。

「!?」

　振ふり返ると、搬はん入にゆう車両のトラックが、一台の原付バイクを巻き込む事故を起こしていた。

　トラックの運ちゃんが、血相を変えて降りてくる。路上に横たわった無人のバイク。そして少し離はなれたところに、バイクの運転手がうつぶせになって倒たおれていた。

「おい、大丈夫か!?」

　あたふたしているトラックの運ちゃんよりも先に、西也が駆かけつけて言った。

「う、うーん……。すみません。すみません……」

　バイクの運転手は身を起こし、もたもたとヘルメットを外した。

　伴藤美衣乃だ。四月に面接して採用した、新人のアルバイト。彼女は西也を見上げると、大きな瞳ひとみをぱちくりとさせた。

「あ、おはようございます、可児江さん」

「え？　ああ」

「ちょ……ちょっと不注意だったみたいで……。あの、大丈夫ですから！　あたし、なんともありませんから！」

「だ、だが……。おもいきり流血してるようなのだが……」

　ヘルメットを突つき破ったなにかの部品があったのだろう。どくどくとこめかみから血を流しながら、伴藤美衣乃はにっこりとほほえんでいる。

　西也の指し摘てきを受けて、美衣乃はようやく自分の出血に気付いたようだった。

「え？　あれ？　あっ……すみません！　でも、乾かわきますから！　大した怪け我がじゃないですし、すぐ乾きます！」

「いや、乾く乾かないの問題では──」

「とにかく平気ですから！　それより遅刻したら大変です！　ば、バイクはちゃんと後で片づけますから、まずは職場に行きますんで！」

「いや、救急車を──」

「いりません！　ほんと、ご迷惑おかけしました！　では、では……」

　よろめきながら、美衣乃は歩き出す。アスファルトには、生々しい血けつ痕こんがまき散らされる。止めるべきか見送るべきか。困惑している西也とトラック運転手の前で、彼女は四歩、五歩と歩いていき──

「が……がはっ……」

　ぱたりと倒れた。

「ああっ……！　だから言わんことではない！　救急車を……」

「や、やめてください……。もう何回もお世話になってますし、パークに迷惑が……」

　血染めの指先をふるわせ、美衣乃が言った。

「だったらせめて医務室だ！　ほら、しっかりしろ！」

「すみません……すみません……」

　トラックの運ちゃんと二人がかりで、西也は彼女を助け起こした。
















　朝にそんな事件があったというのに、昼前には伴藤美衣乃は職場に復帰していた。

　ちょっとドン引きするレベルの出血だったというのに、タフな娘むすめである。本来ならきちんとした医い療りよう機関に送りつけて、頭の精密検査もすべきところではあったのだが、彼女はその勧すすめをかたくなに拒こばんで職務に邁まい進しんしていた。

「頭の怪我は怖こわいのよ？」

　事情を聞いた西也の秘書──千せん斗といすずが言った。

　これから抜ぬき打ちの視察をする予定なので、西也もいすずも私服姿だ。いまは地下通路からオンステージに向かっているところだった。

「くも膜まく下か出血とか。今夜あたりに、急に自宅で気分が悪くなって倒れたりして、その後に遺族から『なぜすぐに病院に連れて行かなかった!?』とか訴そ訟しようされたらそれこそ大変だわ」

「まあ……その通りなのだが。妙みような迫はく力りよくに気け圧おされて……」

「…………。前から思っていたけど、なぜかあなたは伴藤さんに弱気な対応ね」

　西也の横顔をうかがうように、いすずが言った。嫉しつ妬とだの勘かんぐりだのといった感情は見受けられない。純じゆん粋すいに彼の美衣乃への扱あつかいを、不思議に思っている風だった。

「いや、別に弱気というわけでは……いや、そうなのかもしれんが。うーん……。なんというのかだな、あいつはだな……」

　歯切れの悪い調子で西也は言った。

　伴藤美衣乃のバイトへの採用を最終的に決めたのは、他ほかならぬ西也なのだが、いまはすこし後こう悔かいしている。

　いまでも、よく知った人物ではない。

　同じ甘城市の女子高生（西也とは別の学校だが）。はきはきとした明るい性格で、仕事への熱意も人一倍。実際、お客ゲストへの対応も見事なものだ。同い年の西也が『支配人代行』などといういかがわしい立場にあることにも、まるで異論を挟はさまない。パークのキャストたちが『魔ま法ほうの国』から来た本物の妖よう精せいだという件についても、大して抵てい抗こうなく受け入れて、しかもそれを吹ふい聴ちようしない。

　ルックスもいい。スタイルも上々。

　人々をひきつける魅み力りよくのオーラも持っている。それも単なる男子向けではなく、もっとお茶の間向けの──そう、女性や子供もひきつける何かだ。パークの売り込み要素として、アイドル的な戦力に組み込むことも検討したいくらいである。

　はっきり言って、掘ほり出し物件と評してもいいくらいの少女なのだ。

　なのだが、しかし──

「流血事件が、多すぎる！」

「ああ。なるほど……」

　妙に合点がいった様子で、いすずはこくりとうなずいた。

「面接初日から大量出血だったし、その後も開いた傷のままオリエンテーションに来たり、アトラクションで刃にん傷じよう沙ざ汰たがおきたり……。どうも。なんだか。距きよ離りを置きたい感じがして仕方がないのだ！」

「でも可児江くん。人間、誰だれしも欠点はあるわ」

「そんな欠点は限度外だ」

「それにいまのところおゲ客ス様トに負傷者は出ていないし」

「出てからでは遅おそいだろう!?」

「でもとにかく、保留でいいのね？」

「ああ、うん。まあ……そうだな」

　そうだった。バイト一人だけに頭を悩なやませている余よ裕ゆうなど、西也にはない。なにより大事なのは、このパークへの客入りなのだ。

　彼はＡ３出口の扉とびらをくぐった。五つあるエリアの一つにあたる、『ソーサラーズ・ヒル』への従業員用出入り口である。

　きょうは土曜日。時刻は昼ごろ。

　オンステージに出てぱっと見えるゲストの数は──うん、悪くなかった。いや、それどころか、思っていたよりずいぶんといい。

　パークに流れる陽気な音楽。行き交かうゲストの顔も明るい。ここから見えるいくつかのアトラクションのうちいくつかには、なんと！　行列さえ出来ている。

「いい感じだと思うわ」

　彼と一いつ緒しよに視察に来ていたいすずの声も、わずかに弾はずんでいた。

　相次ぐテコ入れのおかげで、客足はかなり伸のびている。アトラクションのリニューアルはもちろんだったが、ゴールデンウイークから始めたライブショーも大好評だ。

　特にライブショー。

　モッフルたちキャストのがんばりも大したものだが、やはり話題は悪役として登場する赤せき竜りゆうルブルムについてだった。なにしろ立体映像や巨きよ大だいプロップということでは、どう考えても説明がつかない大迫力である。

　子供が泣く泣く。親が怒おこる怒る。

　とはいえ大半の客は、大喜びで悲鳴をあげる。ゴールデンウイークの終しゆう盤ばんから、口コミ効果がみるみる現れてきた。海外の特とく殊しゆ効果スタジオから問い合わせまで来ているくらいだ。

　魔法の国メープルランドからは『竜の出演とか、あまり大っぴらにやってくれるな』だのとクレームが来ているそうなのだが、そんなのは知ったことではない。使えるものはフル活用である。

　動員数については、ここ一ヶ月のみの数字で見ると、前年比でおよそ三五〇パーセントだ。

　三・五倍である！

　まあ、去年の数字が悲ひ惨さんすぎただけで、このペースでも目標の年間動員数──三〇〇万人は夢のまた夢なのだが。

「週ごとで見ると、確実に動員数が上がっているわ。五月の第二週が約三万人で第三週が約三万五千人。そして第四週が約四万二千人。この上じよう昇しよう率をグラフにすると……」

　いすずはタブレットＰＣを操作して、簡単なグラフの曲線を示した。

「来年の三月には一週間で約一億人がこのパークにやってくる計算になるわ」

「なんだその数字は。殺人ウィルスのパンデミックか？」

　ゾンビ映画のゾンビの数だって、もうちょっと控ひかえめな増え方をするだろうに。

「もちろん単純計算だけど。すこしは気分も明るくなるでしょう？」

　いすずなりの励はげましなのかもしれなかったが、動員数のことを考えるとどうしても気分が暗くなる。

　確かに動員数は上昇傾けい向こうだ。いや、上昇『傾向』などといったものではなく、明らかに上昇している。ぐんぐん伸びている。西也自身もちょっと驚おどろいているくらいだ（いや、もちろんこうなるつもりでいたのだが）。

　もしかしたら、例年の年間動員数だったら夏休み明けくらいに達成できてしまうかもしれない。

　だがそれでも、三〇〇万人には全然足りないのだった。

「……。考え込むのは後にしましょう。まずは視察よ」

「ん。ああ……そうだったな」

　西也は気分を入れ替かえて、ゲストで賑にぎわう『ソーサラーズ・ヒル』を歩いていった。

　支配人代行として、西也は不定期で抜き打ち視察をしている。

　キャストの接客に問題点はないか？

　安全面などで見落としはないか？

　清せい掃そうの行き届いてない場所はないか？

　そうした細かいところを、それこそ昼ドラに出てくる意地の悪い姑しゆうとめみたいにネチネチ、ネチネチとチェックするのである。

「なにか問題はあった？」

　一通り見て回ると、いすずが聞いてきた。西也は考え込む。

「うーむ……」

　実は、ない。

　ここ三ヶ月、口を酸すっぱくしてキャストたちに『ああしろ、こうしろ』と言ってきたおかげか、もはや大きな難点はほとんど見あたらなくなっていた。大変けっこうなことなのだが、何も言わないと仕事をした気にならないので気分が悪い。

　そんな西也の気持ちを察しているのかいないのか、いすずはすまし顔で言った。

「みんな、よくやっていると思うわ」

「ん……まあ、そうだな」

　彼はしぶしぶと認めた。わざわざケチをつけても始まらない。機会があったら連中を誉ほめてやる必要があるだろう。

「あとは各アトラクションね。チェックしておく？」

「そうだな。見ておくか……」




　二人は最近リニューアルしたばかりの『モッフルのお菓か子しハウス』に向かった。

　モッフルの強い主張を受け入れて、『期間限定』というふれこみでメルヘンな世界からアクション・ホラーに切り替えたわけなのだが、これが予想外に大好評だった。

　邪じや悪あくで好戦的ないたずらネズミたち。迎むかえ撃うつ武器はバリエーション豊富で、リアルな質感と重量感。音おん響きようや照明の効果にも工く夫ふうを重ね、ゲーム性も毎日のようにアップグレードしている。

　しかも上うわっ面つらのホラーではなく、ガチのハード路線である。未就学児ならトラウマ級の迫力だし、若者にとっては文句なしのスリリングさだ。これがことのほかウケている。

　すでに話題沸ふつ騰とう中で、時に行列は一時間待ちまでのびることもあるほどだった。

「どうふも？　どうふも？」

　モッフルが接客の合間に、ニヤニヤしながら西也たちに近づいてきた。

　以前はパティシエ風の装しよう束ぞくだったのだが、いまは防ぼう弾だんベストや弾帯をつけた野戦指揮官スタイルである。

「リニューアルは大成功ふも。見たよね、あのおゲ客ス様トの列！　いやー、だれか反対してたふもねー、このリニューアル。だれだったかなあ。だれだったかなあ……？」

「ぐぐっ……」

　もちろん反対したのは西也だ。とはいえ最終的には支配人代行としてＯＫを出したのだから、ちょっとは感謝としていてもらいたいものである。それを、このクソネズミは……！

「……好評なのは結構だが」

　ここで乱らん闘とうを始めても仕方がない。西也は押し殺した声で言った。

「そろそろゲストの回転率を考えねばならん。七月になったら、一時間の行列では済まなくなるだろうからな。じっくりと撃ち合いを楽しんでもらうのは難しくなるぞ？」

「もっふ……それは……うーん。確かにそうふもね……。検討するふも」

　優ゆう越えつ感を楽しむのをやめて、モッフルは腕うで組ぐみして考え込む。こういうところは妙みように真ま面じ目めな奴やつである。

「来週の会議までに対策案を考えておけ。いいな？」

「了りよう解かいふも」

『モッフルさん！　Ｂグループのおゲ客ス様トがあと一分で『ハンバーガー・ホール』に入ります。準備お願いします！』

　控え室のスピーカーから中ちゆう城じよう椎しい菜なの声がした。モッフルのアシスタントを務めるアルバイトである。

「了解ふも」

　もうすぐアトラクションの終盤に来たゲストのグループが、最後の部屋『ハンバーガー・ホール』で激戦に突とつ入にゆうする。モッフルはそこに颯さつ爽そうと現れ、いたずらネズミたちを次々に掃そう討とうし、ゲストたちを鼓こ舞ぶしてラスボスの『いたずらネズミ・オーバーロード』と戦う手はずだった。

　もうなにがなんだか、という感じなのだが、これがまたなぜかウケている。

「……そもそも、お菓子ハウスなのに、なぜ『ハンバーガー・ホール』なのだ？」

「ぼくが考えた設定ふも。歴戦の兵士たちが『この部屋は俺たちをミンチにする』という意味で名付けたの。リアリティ重視ふも」

「悪あく趣しゆ味みだな、おい」

「ふん、お子ちゃまにはわからないかなあ？　渋しぶくてカッコいいふも」

「そうなのか……？」

「じゃあ行くよ。きょう一〇回目のオーバーロードとの決戦ふも」

　なんだかやたらとごっつい重機き関かん銃じゆう（たぶんＭ２）を担かつぎ上げ、モッフルは控え室を出て行った。

「ゲストに怪け我が人が出ないといいのだがな……」

　西也がぼやくと、それまで黙だまっていたいすずが口を開いた。

「あれでも一応、ただのレーザー銃だから。大だい丈じよう夫ぶなはずよ」

「まあいい。……それにしても」

「なに？」

「こういうマニアックなリニューアルは、正直どうかと思っていたのだが。きちんとウケているのが驚きだ」

　するといすずは首をひねった。

「マニアックなのは分かるけど。それだとなにか問題があるの？」

「限られたお客を相手にするなら、『そのお客に合わせた内容』をやればいい。五歳以下の男児相手になら、鉄道ネタや特とく撮さつヒーロー。同じくらいの女児相手になら、変身アイドル。だが、デートで遊びに来た高校生のカップルには、どちらをやっても退たい屈くつなだけだ」

　漫まん画がやアニメやゲームならそれでもいいのだが、ここは遊園地だ。すべての年ねん齢れいのお客が対象になる。『この辺の人々がターゲット』というやり方では、すべてのお客を喜ばせることができない。

「だから、あらゆる客層を意識して作るのがセオリーだろう？」

「……たしかに、そうかもしれないわね」

「モッフルから最初にリニューアル案を見せられて、俺が反対したのは──これが限られたお客を相手にしているからだ。グロテスクになったいたずらネズミ相手に、リアルな現用兵器で生々しいドンパチ。ああ、実は俺個人としてはなかなか楽しい内容だと思った。若くて、最近のゲームにも親しんでいる俺にはな。だが家族客やデート客には楽しめないだろう。妙に重苦しくて、暗いアトラクションだとしか思えないはずだ」

「それはどうかしら」

　いすずが異論を唱えた。

「さっき行列を見たけど、デート客や家族客も多かったわ。モッフルの考えたリニューアルに共感しているようにしか思えなかったけど」

「銃じゆう撃げきを受けて絶ぜつ叫きようするいたずらネズミを喜ぶというのか？」

「いいえ。お客がそこに喜んでいるのではなくて……なんと言ったらいいのか……」

　いすずはあごに指先をあてて、考え込んだ。自分でも確信が持てていない様子だった。

「うまく言えないのだけど……モッフル卿きようは『自分が楽しいと思うのはこれだ』ということをひたすら誠実に実じつ践せんしたんだと思うわ。それにおゲ客ス様トが共感してくれたんじゃないかしら」

「甘い考えだ」

　即そく座ざに西也は否定した。自分でも、なぜそこまでむきになったのかわからなかった。

「そんな無む邪じや気きなノリで、大勢の客を呼べるわけがない。はっ、自分が楽しいと思うから？　それだけで客が集まったら、誰だれも苦労しないだろう？」

　冷れい笑しようもあらわに言ってやる。するといすずは眉まゆをひそめて、しげしげと西也の顔をのぞきこんだ。

「……なんだ？」

「いえ。すこし不思議に思ったの」

「？」

「覚えてるかしら？　ずっと前、最初にこのパークにあなたを連れてきたとき、あなたはこう言ったわね。『誰かに夢を見せるなら、まず自分がその夢を信じるべきだ』と。あのときわたしは、神しん託たくだけが根こん拠きよではなく、本気であなたに何かを賭かけてもいいかもしれない、と思った」

「…………」

「でもいまのあなたは、正反対のことを言っているわ」

　いすずの言葉に、彼はぎくりとした。

　痛いところを突つかれたというより、医者から重病を告げられたような気分に近かった。

「少なくとも、モッフル卿は自分でお客に見せるべき夢を信じている。ほかのみんなもよ。でもあなたが──もともと、このパークで唯ゆい一いつそれを言っていたはずのあなたが──自分でそれを信じられなくなっている」

「そっ……」

　それは、俺が支配人代行になったから。あの時みたいな外野ではなくなったから。

　この一年で三〇〇万人を呼ばなければならない──そういう立場になったら、そんな気楽なことは言っていられなくなったから──

　そんな西也の反論を予想していたのだろう。

「違ちがうわ。あなたを責めてるわけではないの」

　なにかを案ずるように、いすずは言った。そばに立っているだけなのに、彼女の手がほんの少し、こちらの方へ泳いだように思えた。そのまま、その指先が、自分の手を握にぎってくれたらどれだけ気分が安らぐだろう、とひそかに彼は思った。

「ただ……わたしたちのことで、あなたに無理をさせているのではないかと、心配になっただけ」

「……ふん。無理か。無理なら散々やっている。余計なお世話だ」

　笑い飛ばしてやったが、いすずは少しも笑わなかった。

「そ……それはともかく！」

　強ごう引いんに話題を切り替かえようと、西也は両手をぱちんと叩たたき合わせた。

「アトラクションの方の動員数はどうなっている？　リニューアルの成果が知りたい」

「それなら毎週送っているわ」

「最新版だ」

「最新版はまだまとめてないけど……ざっくりとした結果なら」

　タブレットＰＣをいじりながら、いすずが言った。彼女も西也の考え方の変化についてはこれきりにしておくつもりのようだった。

「動員数が一番高いのは、やはりここ──『モッフルのお菓子ハウス』ね。リニューアル前と比ひ較かくすると、ほぼ五〇〇〇パーセントよ」

「ふむ……」

　五〇〇〇パーセントというとすさまじい数字に聞こえるが、リニューアル前がひどすぎたので、あまり参考にはならない。とはいえ一日二〇～三〇人だったのが一〇〇〇人以上になったわけで、かなりの成果とはいえるだろう。

「次に人気が高いのが『マカロンのミュージックシアター』よ。これは三八〇〇パーセント。続いてミュースたちの『アクワーリオ』で、三二〇〇パーセント。大観覧車が二三〇〇パーセント。メリーゴーラウンドが一八〇〇パーセント。コーヒーカップが九〇〇パーセント、『どきどきコースター』が六〇〇パーセントで……」

「おい、ちょっと待て」

　いすずが数字を並べ立てるのを、西也は遮さえぎった。

「ティラミーのところがないぞ？　どうなってる？」

「『ティラミーのフラワー・アドベンチャー』ね。それは、ええと……約三〇パーセントよ」

「なに？」

「三〇パーセント」

　西也は耳を疑ったが、いすずは平然と繰くり返した。

「なにかの間ま違ちがいじゃないのか？　たしかゴールデンウイーク後は、それなりに好調だったはずだぞ？」

　少なくとも二〇〇〇は越こえていたはずだ。それがいま、いきなり三〇とは。

　相変わらずのむっつり顔だが、彼女も困こん惑わくしているようだった。

「わたしも不思議なの。ここ最近、急に客足が減ってきて……」

「それは心配していたのだが、そこまでひどいとは……見に行くぞ」

「いますぐ？」

「もちろんだ」




　西也といすずが『ティラミーのフラワー・アドベンチャー』に行くと、いきなり惨さん事じが待ち受けていた。

「大変もぐ！　大変もぐ！　至急医い療りよう班を呼ぶんだもぐ！」

「入り口を閉へい鎖さするもぐ！　すでに入ってるお客様は、すみやかに屋外へ誘ゆう導どうを！」

「火災の発生はなし！　繰り返す、火災の発生はなし！」

　モグラ型のモグート族や、その他のキャストがてんやわんやしている。西也は駆かけ回っているモグートの一人を捕つかまえてたずねた。

「おい、なにがあった？」

「代行さん、ちょうど良かったもぐ！　さっき、照明機材が落ちてきて──ティラミーさんを直ちよく撃げきしたもぐ！」

「なんだと……？」

　西也の口から『またか』という言葉が出そうになった。先月からもう三度目の事故だ。

　安全管理を徹てつ底ていするよう厳命し、何度も抜ぬき打ち検査をしているのだが、それでも事故が起きる。起きてしまう。照明機材の固定と確かく認にんなんて、それこそ基本中の基本のはずなのに。

　いったい、なにをやっとるのだ、このバカどもめ！

　……と、怒ど鳴なりたくなるのを必死にこらえて、西也は事故現場に向かった。

『ティラミーのフラワー・アドベンチャー』は、ゲストがゴンドラでお花の世界を回っていくという趣しゆ向こうのアトラクションだ。以前はただゴンドラで決められたコースを進んでいくだけだったが、リニューアルで各所に簡単なクイズコーナーを設けた。その回答によってゴンドラのコースが変わり、ゲストを出で迎むかえるお花たちの見せ物も変わるシステムである。

　ほかのアトラクションと同様、最後のエリアにはティラミー本人が待ち受けていて、クイズの結果によって異なる手品を披ひ露ろう、また異なる賞品を手て渡わたしてくれる。

　その最終エリアで──

「うおっ……」

　小型犬型マスコットのティラミーが、血まみれで横たわっていた。

「み、みー……」

　見ればバケツくらいはありそうなサイズのライトが、そばに転がっている。あのライトが直撃したのだろう。人間なら大おお怪け我がだ。……いや、マスコットでもこの通りの大怪我だが。

「ティラミーさん！　しっかりしてください、ティラミーさん！」

　バイトのアシスタント、例の伴藤美衣乃がぐったりしたティラミーを揺ゆすっている。そのたびにティラミーは苦痛のうめき声をもらしていた。

「痛いみー……痛いみー。たぶんボク、もうすぐ死ぬんだみー……」

「そんなこと言わないでください！　もうすぐ担たん架かがきますから！　どうか気をしっかり！」

　美衣乃の声は力強い。今朝は自分があんな怪我をしたというのに、そんなことなどすっかり忘れているかのようだった。

「みー……光が……光が見えるんだみー。あれは……ボクの故郷、メープルランドのティラダホ地方だみー？　美しい草花……あそこに立つのは……死んだ婆ばあちゃんだみー？」

「ティラミーさん、しっかりして！」

「無理だみー……ビーノちゃん。でもできれば……死にゆくボクのために、おなかをさすって欲しいんだみー」

「お、おなかですか？　はい……！」

　美衣乃がティラミーのおなかをさする。

「……うーん、ちょっと……楽になってきたんだみー。助かるみー」

「ほ、本当ですか!?　がんばってください！　わたし、一生懸けん命めいさすりますから！」

「うーん……うーん……いい感じだみー。もうちょっと下、たのむみー」

「下ですか？　こ、この辺でしょうか？」

「うん、もっと下だみー……。がんばってさすって。ああ、いいんだみー。もっと強く！　もっとねちっこく！」

「え、あの、えっと……」

「お礼にボク、ビーノちゃんのおなかもさするみー！　もっと寄ってきて。ほら、もっとこっち！」

「あの、あの。だめです、そんな、そんな」

「すごいみー、ビーノちゃん！　もっと、もっと……！　一いつ緒しよにさするんだみー！　一緒にさするんだみー！　……オー、イエス！　オー、イエス！　パッフ・ミー！　パッフ・ミー！　ああ、きた……なんかきた……みー！　みー！　……ンみいいぃぃぃぃ!!」

「いい加減にせんか、このクソ犬が！」

　なんだかよく分からない絶頂に達しようとしていたティラミーのおなかを、西也は踏ふみつけた。

「はうっ……！　可児江くん、なにをするんだみー!?」

「やかましい！　愛らしい声で気持ち悪いことを連呼しおって！」

「み、みー……」

「見ろ！　千斗なんぞ、いつものマスケット銃じゆうを撃うつのも忘れるほどドン引きしているぞ!?」

　西也がびしりと指さした先には、壁かべ際ぎわまで下がっているいすずの姿があった。手で口を覆おおって、青ざめた顔で絶句している。

「うーん。あれは本気でキモがってる顔だみー」

「当たり前だ！　……それと伴藤！」

「は、はい！」

　横であたふたしていた美衣乃が、西也ににらまれて背筋を伸のばした。

「このティラミーがセクハラ野や郎ろうなことは知っているはずだぞ!?　律りち儀ぎに言いなりになるな！　冷たく突つき放して、軽けい蔑べつの目で見てやれ」

「ん？　それはそれでイイ感じだみー」

「お・ま・え・は……すこし黙だまってろ……！」

　血ちまみれの頭頂部に拳こぶしをあてて、ぐりぐりとしてやる。
















「はううっ！　そこ患かん部ぶ！　そこ患部だみー！」

　じたばた暴れるティラミーを庇かばうように、美衣乃が割って入った。

「や、やめてください、可児江さん！　ティラミーさんは怪我をしてるんですよ!?　もし死んじゃったらどうするんです!?」

「こいつがこんなことで死ぬわけないだろ。ピンピンしているぞ」

「そんなことないみー。まあボクのいけないシッポはピンピンだけど」

　そう言って『てへっ』と笑って見せる。血まみれで。もうなにがなんだか。

「ほれ見ろ。とにかく、こういう手合いはまともに取り合ってはいけないのだ」

「でも、ティラミーさんはあたしを庇って怪我したんです。やっぱり、責任がありますから……」

　それは意外だった。西也は眉まゆをひそめる。

「本当か？」

「本当だみー。いきなり照明が落ちてきたから、美衣乃ちゃんを突き飛ばしたんだみー。そしたらボクが直撃くらっちゃって……」

「あたしがいけないんです。あたしが……いつもいつも、トラブルの元になってるみたいで……たぶん、ティラミーさんを巻き込んじゃったんです」

　美衣乃は珍めずらしく意気消しよう沈ちんしているようだった。その姿に、西也はなにか言いしれないものを感じたが、ここはあえて触ふれずに咳せき払ばらいをした。

「……まあいい。伴藤は着き替がえるなりなんなりしてこい。ティラミーの返り血でひどい有様だぞ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　血にまみれるのは慣れっこですから！」

「慣れるな！　さっさと行け！」

「は、はい！」

　急せかしてやると、美衣乃はあわててバックステージへの通用口に駆けだしていった。

　鉄てつ扉ぴが閉まると、ティラミーがよろよろと立ち上がる。

「やれやれ……とんだ邪じや魔まをしてくれたみー。可児江くん、恨うらむみー」

「やっぱり立てるではないか。大げさな奴やつめ」

「うーん、ダメージは本当にあるんだみー。血が足りないから、今夜はレバニラでも食べようかなあ？　経費が出るとうれしいみー」

「却きやつ下かだ」

「そう言うと思ったみー」

　ティラミーがため息をつき、ポシェットからウェットティッシュを取り出し頭の血を拭ぬぐう。

「……とはいえ、どうも最近、怪我が多いんだみー。怪我っていうか、事故。先週はお客ゲストのケンカに巻き込まれて刺さされたし。先々週は点検中のゴンドラが暴走してひかれたみー」

「変な二等身の犬とはいえ、よく生きとるな……」

「ふふん。メープルランドの男は打たれ強いんだみー」

　なぜかティラミーは胸を張る。別に誉ほめたわけではないのだが。

「その事故や事件のことなんだけど……」

　それまで成り行きを見守っていたいすずが言った。

「この多さは異常だわ。安全管理を徹底するように厳命してるし、事実、ほかのアトラクションよりもよほど厳しく気を配っているのに」

「ああ……」

「そうなんだみー。落下してきたこの照明も、きのうモグートが点検したばかりなんだみー。普ふ通つうはちょっと考えられないよねえ？　不思議なんだみー」

「このアトラクションの動員数がどんどん下がっているのも、事故や事件が多いからよ。どうにかごまかしてはいるけど、口コミで評判は広がるし。それに、なんというのか……」

　いすずは口ごもった。

「なんだ？」

「人を寄せ付けない、なにか禍まが々まがしいオーラが、このアトラクションから漂ただよっているような気がするわ。ゲストも無意識にそれを察して、足を踏み入れないようにしているような……」

「オーラ？　そんなもの、俺はなにも感じないぞ」

「そうでしょうね。可児江くんは霊れい感かんとか、まったく無さそうだから」

「むむっ……」

　霊感がないということなら、西也自身も同意できる。その手の怪かい談だん話にはまったく興味がないし、他人が気味悪がるような場所も躊ちゆう躇ちよなく歩き回れる。中学のころ同じクラスに、そういう『霊感が強い』女子がいたのだが、彼女が言うには『あなたみたいに傲ごう岸がん不ふ遜そんで気が強い人には、霊は寄りつかないのよ』とのことだった。

　いすずの口くち振ぶりも似た感じだ。なんとなく『デリカシーがない』と言われたような気分である。

「でも、ボクも何も感じないみー。いすずちゃんの気のせいだと思うみー」

　ティラミーがのんきな声で言った。デリカシーの無さなら甘ブリでも最強レベルの奴だ。西也は自分がティラミーと同類になったような気がして、憂ゆう鬱うつになった。

「どうしたんだみー？　急にげんなりして」

「いや……なんでもない」

「まあ、わたしの直感はさておいても──」

　いすずが周囲を見回した。

「この状じよう況きようは、ちょっと普通ではないわ。もっと大きな事故が起きてからでは遅おそいし、このアトラクションの一時的な閉へい鎖さも視野に入れるべきかもしれない」

「うーむ。やはりおまえもそう思うか……」

　するとティラミーが血相を変えた。

「そんな！　これでもボク、ちゃんとがんばってきたんだみー！　閉鎖なんていやだみー！」

「ほう、意外だな。サボる口実が出来て喜ぶかと思ったぞ？」

「そんなことないみー！　ボクだって、パークのために役に立とうとしてるんだみー！　それに……それに……」

　ティラミーが口ごもる。

「それに？」

「いや、なんでもないみー。とにかく、閉鎖なんてしたくないんだみー！」

　ティラミーは閉鎖に否定的だ。それに西也としても、決して少なくはない予算を投じてリニューアルした『ティラミーのフラワー・アドベンチャー』を、遊ばせておくのは避さけておきたい。

　とはいえいすずの指し摘てき通り、大事故が起きてからでは手て遅おくれだ。

「まずは原因究明だな」

　思案してから、西也は言った。

「これから三日、この『ティラミーのフラワー・アドベンチャー』を一時閉鎖する。その間にもう一度、すべての事故や事件を徹てつ底てい的に洗い直すんだ。なにか共通する要素があるかもしれない。どんな小さな、とるに足らないことでも無視せずに──」

「みー、それなら」

　西也の指示を遮さえぎり、ティラミーが言った。

「共通する要素だったら、心当たりがあるんだみー。探すまでもないみー」

「なんだと？　だったらなぜそれを早く報告しない!?」

「ちょっと言いにくかったんだみー。ほら、ボク、いい人だから」

「おまえの気持ちなんぞどうでもいい。さっさと言え。どんな共通点があるのだ？」

　それでもティラミーは気が進まない様子だった。右を見て、左を見て、次に天てん井じようを見上げて『みー』とうなり、ため息をついてから、ようやくぼそりと口を開いた。

「……ビーノちゃんだみー」

「伴藤美衣乃が、どうした？」

「どの事件も事故も、共通するのはその場にビーノちゃんがいたことなんだみー」

「…………」

　ああ、やっぱりそう思うか。

　重たい空気というほどでもないのだが、西也もいすずも少しの間、沈ちん黙もくした。美衣乃が面接に来たあの日以来、漠ばく然ぜんと感じていたことをティラミーが言語化したような気分だった。

　あの娘こ──伴藤美衣乃がいるところ、やたらと流血沙ざ汰たが起きている。

　あまり考えたくないことではあったのだが。

「伴藤が事故を起こしたと言うのか？」

「そうは言ってないみー。ただ、可児江くんのご希望通りの、『どんな小さな、とるに足らないこと』として言ってみたんだみー」

「ふーむ……」

　ここでわざわざ、ティラミーが責任を美衣乃に押しつけているとは考えづらい。しかしにわかには信じられないことでもあるし──

「いま報告書や始末書をざっと見返してみたけど──」

　タブレットＰＣを操作していたいすずが言った。

「──今年度に入ってから、この『ティラミーのフラワー・アドベンチャー』で起きた事件、事故……すべてその場に彼女がいるわ。逆にいえば、彼女が勤務していない時間帯には、まったく事故は起きていないわね。あまりにも不自然だわ」

「ただの偶ぐう然ぜんではないのか？」

「もちろん、その可能性も否定できないけど」

「みー。これが偶然だと言うなら、王おう貞さだ治はるのホームラン記録だって偶然だと言い張れるレベルだみー」

「わかりにくい喩たとえを……」

　まあ、言いたいことはわかるが。

「むしろティラミーがいる時に起きたのではないか？　伴藤ではなく」

「わたしもそう思いたいけど（←失礼）、残念ながらいくつかの事故や事件は、ティラミーがオフの時に起きているわ。共通しているのは、すべてのケースで彼女がその場に居合わせたということ」

「……伴藤の履り歴れき書はあるか？　これまでの職歴が知りたい」

　いすずがＰＣを操作する。

「履歴書はあるけど……さすがにバイトの高校生だから。学歴しか書いてないわ」

「仕方ないな。直接、本人に聞いてみるか……」




　あまり他のキャストには聞かれたくない話だったので、西也たちは場所を変えることにした。

　事務棟とうビルの執しつ務む室に移動して、着き替がえを済ませた伴藤美衣乃を呼びつける。替えの制服がないようで、学校のジャージ姿だった。

「職歴……ですか？」

「そうなんだみー」

「正直に教えて欲しい。いろいろ……今後の参考にしたいのでな」

　西也の言葉に、美衣乃の表情が曇くもる。暗い顔だったが、驚おどろきは見受けられなかった。こういう話が出てくることを予想していたようにも思える。

「もしかして……クビですか？」

「別にそうとは言ってない。ただ……まあ、なんだ。おまえの勤務中に重大な事故や事件が起きることが多すぎるもので、なにか原因があるんじゃないかと──」

「そうですか。では、クビにしてください……」

「おい、早とちりするなよ。俺は参考になる情報が欲しいだけなんだ」

「だって！　聞いたらきっとクビになります！」

　美衣乃は語気を強めた。

「これまでたくさんのバイトをやりました！　新聞配達、喫きつ茶さ店、ファストフード、ファミレス、コンビニ、弁当工場、死体洗いにメイド喫茶……全部クビです！　最初は皆みなさん、『なにかの偶然だ、一いつ緒しよに頑がん張ばろうよ』と言ってくれましたけど、事故や事件が立て続けに起きて……けっきょく最後はクビなんです！　仕方ないと思います。だって……あたしがいると、お店とか、本当にひどいことばかりで……潰つぶれちゃったところもあって……！」

　しまいには涙なみだ声ごえである。独白の中の『死体洗い』というのがものすごく気になったが、いまはツッコむタイミングではなさそうなので、西也もいすずもティラミーも黙だまっていた（ティラミーはかなりウズウズしているようだったが）。

「わかってたんです。たぶん、また同じことになるだろうなって……。あたしも、このパークが大好きですから、これ以上ご迷めい惑わくをおかけできません。どうか……クビにしてください」

　美衣乃はそれきり、うつむいてすすり泣くばかりだった。

　ちらりといすずを見ると、彼女は眉まゆをひそめて『わたしに聞かないで』とでも言わんばかりにかぶりを振ふった。ティラミーの方は、目を輝かがやかせて『死体洗い！　死体洗いについて聞くんだみー！』と言わんばかりの様子であった（洗せん濯たくみたいなジェスチャーをしているので、なんとなくわかった）。

「あー、うーん……」

　どうやら、間ま違ちがいないようだ。

　根本的な事情はいまだに不明なものの、美衣乃が働くところではかなりの高確率で事故や事件が発生する。しかも彼女の話では、職場への悪あく影えい響きようも大きいらしい。実際、ティラミーのアトラクションの動員数がそれを如によ実じつに示している。

　これまでの職場の経営者が、彼女を解かい雇こしたのは無理もないことだ。なにしろ単に『気味が悪いから』なんて次元を超こえている。どんなオカルト的な理由かはわからなくても、とりあえず彼女にはご退場いただくのがまともな判断とすら言えるだろう。

　とはいえ、どうも。

　こういう妙なパークで妙な立場の支配人なんぞをやっている身としては、そういう当たり前の判断に与くみするのは面白くない。いや、立場なんぞは関係なくて、自分の性格として面白くない。

　だいたい、ここでクビにするんだったら、あの面接の時に採用しなければ良かっただけではないか！　面接会場で流血沙汰を起こされても、『それはそれでアリ』ということで採用したのだ。わざわざ！

　ここで彼女をクビにしたら、なんだかなにかに負けたような気がする。

　そして可児江西也は、『負ける』という行こう為いがものすごく嫌きらいな男なのであった。

「クビにはしないぞ」

　西也は宣言した。

　美衣乃はもとより、いすずも驚いているようだった。

「最初の方針通り、三日休みだ。その間に原因を探ろう。霊れい媒ばい師でも占うらない師でもなんでもいい。いろいろ当たって、なにか取っかかりを摑つかむのだ」

　するとティラミーが微び妙みような顔をした。

「霊媒師ィ？　可児江くん……いまは二一世紀だよ？　ｉＰＳ細さい胞ぼうとかビッグデータとかの時代だみー。そんな時代に、なに言ってるんだみー」

「おまえが言うな！　よりにもよって、おまえが！」

　インチキな魔ま法ほうの国からやってきた犬型マスコットのほっぺたを、西也はグイグイと引っ張った。

「そういえばそうだったみー。っていうか痛いみー。男にぷにぷにされても嬉うれしくないみー」

「ああっ、もう！」

「可児江くんも、だいぶティラミーの扱あつかいがわかってきたみたいね」

「おまえも感心してるんじゃない！」

　モッフルとはまた別の意味でイライラする奴やつである。最近、ほかのキャストたちと同様、西也もティラミーへの態度が容よう赦しやなくなってきていた。ティラミー本人も気にしていない様子なので、もうこいつはこういう扱いでいいのだと納得している。

　一方、美衣乃は感かん極きわまったような潤うるんだ瞳ひとみで、西也を見つめていた。

「可児江さん……あ、ありがとうございます……。あたし……あたし……」

「あー、感謝なんか要いらん。パークの戦力を減らしたくないだけだ。とにかく今日はバックステージで掃そう除じでもしてろ。なにかあったらまた呼ぶから」

「は、はい！」

「ゲストの前には出るなよ？」

「はい！　では、失礼します！」

　深々とお辞じ儀ぎをしてから、美衣乃は執務室を出て行った。

「なかなか立派な態度だとは思うけど……」

　扉とびらが閉まってしばらくしてから、いすずが切り出した。

「……甘ブリうちはあくまで遊園地よ？　霊媒師なんていないわ」

「むー、やっぱりそうか……」

　そんな予感はしていたのだ。なにしろこのパークで働いているキャストどもときたら、『魔法の国の住人』だということ意外はほとんど普ふ通つうのしょうもない穀ごく潰つぶし地上人と変わらないのである。

　強しいてあげれば無む駄だに強い奴がやたらと多いことくらいか。

　だが残念ながらパークの目的は強大な魔王を倒たおすことではなく、たくさんお客を集めることなので、戦せん闘とう力はまったく役に立たないのだった。

「なんとかならんのか。おまえらの本国は、いちおう魔法の国なんだろう？　ああいう伴藤美衣乃みたいな娘むすめ向けの相談所とかカウンセラーとか、そういう便利なのはないのか？」

「そうね……ちょっと検けん索さくしてみるわ」

　いすずがタブレットＰＣをいじり回す。

　待つことしばし。彼女はため息をついた。

「これといった機関はないわね。いかがわしいエステとか霊れい感かん商法とか、そんな店ばかりヒットするわ」

　魔法の国で霊感商法とか。

「……とにかく、しっかりしたものは見あたらないわ。メープルランド保健省のサイトにも『そういう店に気をつけましょう』と告知があるだけで……」

「もうあれだな？　おまえら、実は魔法の国じゃなくて南米とか東南アジアとかの発展途と上じよう国こくなんだろう？　その方がよっぽど説得力があるぞ!?」

「……そこを突つかれるとなかなか痛いわ」

「いや、そこは何か反論してみろよ！」

「まあまあ。本国に問い合わせなくても、なにかわかるかもしれないんだみー」

　それまで自分のスマホをいじっていたティラミーが、のんきに言った。

「ふん。なにか心当たりが？」

「いまルブやんを呼んでみたみー。あれでいろいろ知識豊富な竜りゆう族ぞくだし、なにかいいこと知ってるかもしれないみー。ちょうどヒマだからすぐ来るって」

　赤竜ルブルムのことである。最近、キャストの間では『ルブやん』の愛あい称しようがすっかり定着している。

「呼んだのか？　あの図体でパーク内を勝手にうろつかれるのは正直、避さけて欲しいのだが……」

《お呼びですか？》

「うおっ」

　いきなり窓の外から声。見れば窓いっぱいに、どでかいウロコの顔があった。ルブルムがビルの外から執務室をのぞきこんでいる。

「お、おどかすな！」

《おどかすなと言われましても……。もともとこういう顔なんです》

「ルブやん、早いみー。また飛んできた？」

《ええ。きょうはいい天気だったもので。久しぶりに第二パークでお弁当食べてました。青空を見ながらの食事というのはいいものですねえ》

　ルブルムは見ての通りの巨きよ体たいなので、相当な大食いである。一日で白米を五〇キロ消費する（肉と野菜はもうちょっと少ない）。本人の弁ではこれでも小食だとのことだった。いまは社員食堂で炊たいてもらった白米を巨大なおにぎりにして、小さなピクニックと洒しや落れ込こんでいたのだろう。

「結構なことだが、第二パークは売ばい却きやくしたんだ。勝手に入るな」

《大だい丈じよう夫ぶです、可児江さん。まだほとんど手つかずですよ。エリアの東側では地質調査が始まってるみたいでしたけどね。いやあ、しかし、あの業者の手て際ぎわはいただけませんね。たかだか一〇〇坪の調査に一日がかりです。モグートの皆さんなら、鉄パイプ数本を埋うめ込んで、ハンマーで何度か叩たたくだけで終しゆう了りようなのに》

　モグート族の土木能力はチート級だ。人間の業者と比べるのは不公平というものだった。

「あいつらの基準で考えるな。建材とカネさえ用意すれば、半年で軌き道どうエレベーターでも建設しかねない奴らだぞ？」

《まあ、そうなんですけどね。……おっと、すみませんお嬢じようさん。大丈夫でしたか？》

　ルブルムが長い首を巡めぐらせ、足あし下もとを見て会え釈しやくした。

「？」

　窓から身を乗り出すと、伴藤美衣乃が立ち上がって、ルブルムに何度も頭を下げていた。先ほどの会話のあと事務棟ビルから出てきたところで、ルブルムの足か尻尾しつぽにつまずいて転んだのだろう。
















「すみません、すみません！」

《ああ、いいんです、いいんです。それより気をつけてくださいね。私のウロコ、けっこう硬かたいし尖とがってますから。ＪＫの柔やわ肌はだに傷とかつけたら、朝ご飯がまずくなりますからねえ。あっはっは》

「ＪＫとか言うな。竜だろ、おまえ」

　あとなんかオヤジくさいし。

《竜だって言いますよ！　私はですね、きちんと若者文化に理解を示している竜になりたいのです。時間さえあれば、最近売れてるアイドル声優のライブに行ってオタ芸を披ひ露ろうしたいくらいですよ。まあ私がオタ芸やったら、たぶん周りの観客が死にますけど》

　圧死、轢れき死し、失血死。その大だい惨さん事じを想像し、西也は背筋を凍こおらせた。

「やめろ。行くな、披露するな、死なせるな」

《ええ。だから行かないんですけどね》

　そんなやりとりをしている間に、美衣乃はあたふたとその場から去っていった。職場のエリア『ソーサラーズ・ヒル』へと続く、地下通路の入り口は事務棟ビルから離はなれた場所にある。おそらくそちらに向かったのだろう。

《ふーむ……》

　その美衣乃を見送ってから、ルブルムは小さなうなり声をあげた。

「ルブやん、どうしたんだみー？　ビーノちゃん気に入った？　でも残念！　彼女はボクのものなんだみー」

《ええっ、そうなんですか？》

「そうなんだみー。さっきもおなかをいっぱいさすってもらったみー。さすり、さすられ、サスライガー。つまりボクらはさすりフレンド、略してサフレなんだみー！」

「わけのわからんことを……」

　というか、こいつ最低だ。

《うーん、それはショッキングな事実ですねえ。でもいいんですか？　あの女の子──ええと、ビーノちゃんですね──ばっちりカース入ってますけど》

「カース？」

《ええ。カース。呪のろいです》

　あっさりとルブルムは言ってのけた。あまりにも当たり前のような口くち振ぶりなので、すこしの間、西也たちはその意味がいまいち分からないくらいだった。

「さすがはルブやんだみー。試しに呼んでみて良かったんだみー！」

《え、そうですか？　いやー、光栄です。はっはっは》

「いや、ちょっと待て。わかるのか？　その……伴藤美衣乃が、呪われてると？」

《はい。そりゃあ私も竜ですからね。われわれ竜族の目には、呪いや祝福が見えるんです。地上人の可児江さんにもわかりやすいようにたとえるなら……そうですねえ、鳥とかは紫し外がい線せんも見えるっていうでしょう？　そんな感じですよ》

　わけもなく言ってのける。

　西也はいすずを見た。彼女は自信がなさそうに、首を縦に振ふった。

「そういう伝説は聞いたことがあるわ。本当かどうかはあやふやだけど……」

《伝説なんかじゃないですよ。普通のことです》

　なにやら分別くさい口調で、ルブルムは言った。

《生きとし生けるもの、すべてには大小の祝福と呪いがあります。普通はだいたいプラマイゼロのあたりなんですが、彼女はすごいですねえ。かなり強きよう烈れつに呪われてますよ。さすがの私も、ちょっとドン引きしたくらいですし》

「そんなに？　そこまで強烈な呪いなのか？」

《ええ。これよりひどいのはラティファ様くらいです》

　西也は驚おどろいた。ルブルムはごく当たり前のように、ラティファの呪いのことを知っていたからだ。

　そんな彼の様子を察したのだろう。赤竜はすこし居い心ごこ地ちが悪そうに鱗うろこを震ふるわせ、小さな炎ほのお混じりのため息をついた。

《あー、いえ、すみません。まあ、そこはそれぞれご本人の運命、ということで。われわれの間では、そのあたりを指し摘てきするのは不ぶ躾しつけなことなんですよ。あなたがた人間でいえば……そう、頭とう髪はつが心細い男性とかがいますよね？　その人に向かって『あんた、ハゲてますね』とか言えないじゃないですか。そんなノリです》

「ううむ……」

　わかりやすいんだか、そうでないのか。微び妙みようなたとえであった。しかしなにしろこいつは竜であって、人間ではない。こちらの常識であれこれ言っても始まらないのは確かだった。

　ラティファの問題についてはまた改めて聞くことにしようと思い、西也は咳せき払ばらいした。

「おほん。まあいい。伴藤美衣乃が呪われている、としよう。だとしてなにか対策とかはないのか？」

《対策ですか。……残念ながら、私はその手の知識はイマイチなんですよね。大学も経済学科でしたし。うーん……》

　ルブルムはすこし考え込んでから、あっさりとこう言った。

《知り合いにいい医者がいますけど、紹しよう介かいしましょうか？》




　はたして翌日、魔ま法ほうの国からその医者はやってきた。

　具体的にはＪＲ埼さい京きよう線で新宿まで来てから、東都線に乗り換かえて甘城駅までやってきた。

「それはいいんだが、なぜ埼京線なのだ……？」

　甘城駅の改札で客人を待ちながら、西也はいすずにぼやいた。

「彼の住んでるシュベールト皇国は、大宮駅に直通なの。二三番線と二四番線に発着しているＥ５系新幹線『スーパーごぶりん』は、メープルランドの子供たちにも大人気よ」

「はあ」

「車両を模した弁当箱まで売られているわ。あとロボットに変形するおもちゃもリリースされたけど、これはあまり売れなかったみたいね」

　いすずが聞いてもいないことまで説明していると、ちょうど改札口から降車客がぞろぞろとやってきた。ごく普ふ通つうの地上人に混じって、白衣を着た大おお柄がらな男が来る。

　いや、大柄な男ではない。それどころか人間ですらない。焦こげ茶ちや色いろの肌はだで、豚ぶたみたいな鼻をした鬼おにだった。西也のＲＰＧ的な知識に照らせば、あれはたぶん、オークとかオーガとかいった人種だろう。首にぶら下げた『ララパッチのお守り』のおかげか、周囲の地上人はまったく気にしていない様子だった。

「彼はオーガね。日本語だと『人ひと喰くい鬼』とか訳されるけど大丈夫よ。彼らの主食は山菜そばだから」

「…………。安心していいんだろうが……なんだろうな。その微妙にがっかりな主食は」

　ＲＰＧの敵キャラでそんなのが出てきても楽しめないではないか。

「とにかく、くれぐれも無礼のないようにお願いするわ。いまのところ、彼が頼たのみの綱つななんだから」

「わかっている」

　いすずは客人がわかりやすいように、札を掲かかげていた。『歓かん迎げい：シュベールトからお越こしのオビザ様　甘城ブリリアントパーク』と手書きしてある。

　ちなみにオビザというのは、そのお医者さんの名前だ。

　改札を出てきたオーガが、はっとしてこちらを見た。まず間ま違ちがいないことだが、彼こそがルブルムの紹介でやってきた医者なのだろう。

「セツコさん……」

　オーガが指先を、わなわなとさせて言った。

「セツコさん！　……まちがいない、セツコさんじゃ！　会いたかったぞい!?　ああ、ああ、セツコさん！　セツコさあぁ───ん！」

　突とつ進しん。接せつ触しよく。

　西也を押しのけ、いすずの胸をわしづかみにする。

「ああっ、やっぱりセツコさんじゃ！　この弾だん力りよく！　この感かん触しよく！　セツコさん！　わしゃあ、わしゃあ、もうたまらん！　逃にげよう！　な、逃げよう!?　なにもかも捨てて、わしと一いつ緒しよにぐぼはあぁっ！」

　至近距きよ離りからいすずのマスケット銃じゆうで撃うたれて、オビザなるオーガはのけぞって吹ふき飛ばされた。

「どうして……わたしの周りに出てくるのはこんな奴やつばかりなの……？」

　わなわなと肩かたを震わせるいすずと、ひきつけを起こして痙けい攣れんするオビザ氏。

「よくわからんが、おっさんどものセクハラ欲よくをかき立てる呪いでもかかってるんじゃないのか？　というか……『くれぐれも無礼のないように』とか言ってたのはおまえだろう。どうするんだ、これ」

「セツコさん……あんまりじゃ、セツコさん……」

「そもそもセツコさんって誰だれだよ」
















　バックステージでの待機を命じられたため、美衣乃はここ数日、清せい掃そうと備品整理だけしかしていなかった。

　おかげでゲストを巻き込むような事件はまったく起きていない。ただ、ワックスの缶かんをひっくり返したら、そこにワニピーが通りかかって転てん倒とう。廊ろう下かの端はしにまとめてあった掃そう除じ用具まで滑かつ走そうし、モップの柄えに尻しりから串くし刺ざしになったりした。

　現在、ワニピーは甘城病院に入院中とのことだ（ベッド不足で明日には退院らしいが）。

　いまもワニピーの『ぴ、ぴ、ぴぃ─────！』という悲痛な絶ぜつ叫きようが耳に残っている。その後、『こんな快感、経験したことがないんだぴー！』とか言っていたのは……うん、忘れておこう。

　これも、自分のせいだとしたら。

　あの大きな竜りゆうの人──ルブルム氏の話では、自分は何かに呪われているそうだ。だとしたら、前から感じていたこと──『自分こそが不幸の元げん凶きよう』という疑念が正しかったことになる。

「はあ……」

　つい、ため息が漏もれてしまう。漏らしてから、あわてて周囲を見回して、誰も見ていなかったことに安あん堵どした。こんな顔は、決して人には見せられない。

　いつも明るく、元気よく！

　それこそが自分の生きる指針だ。

　暗い顔なんて、してはいけない。憂ゆう鬱うつな気持ちは、きっとよくないものを呼び寄せてしまう。そう信じてずっとやってきたのだ。

（そうだよ、あたし！　負けるな、伴藤美衣乃！）

　美衣乃は力いっぱい、自分のほっぺたを両手で叩たたいた。ぱんぱん！　と鋭するどい音が廊下に響ひびく。

　少したって、きれいに磨みがいた床ゆかに血が数すう滴てき、ぽたりと落ちた。

「あっ……」

　あまりに強く叩いたせいか、鼻血が出てしまったようだ。あたふたとティッシュで鼻を押さえ、血けつ痕こんをごしごしぬぐっていると、後ろから声をかけてくる者がいた。

「び、美衣乃さん？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　見ると、心配そうな顔の中城椎菜と安あ達だち映えい子こがいた。

　二人とも同期でこのパークに入ったバイト仲間だ。

　椎菜は一学年下の高校生だが、見た目は小学生みたいに小こ柄がらで幼い。普ふ段だんはおどおどしているけど、天才的な歌唱力で、ゴールデンウイークには危機に瀕ひんしたライブを救ったりまでしたすごい子だ。初対面のときは何を言っているのかもわからないくらいキョドっていたけど、最近はそれなりに普通の受け答えができるようになっている。

　もう一人の安達映子は大学生で、以前はＡＶに出演していたという。ＡＶ。たぶん『オーソライズド・ヴァージョン（欽きん定てい訳聖書）』の略だろう。一七世紀にイギリス国王ジェームズ一世によって発行された聖書。その映像版かなにかがあって、それに出ていたのだと解かい釈しやくしている。宗教関係の人は取っつきにくいイメージがあったのだが、安達映子はとても親しみやすいお姉さんだった。

　働く部署は異なるものの、ちょっと風変わりなこのパークで一緒に働き出した新人の身である。数週間もする内に、美衣乃はこの二人と自然に仲良くなっていた。これまでのバイトだったら、トラブルのせいでそろそろ敬遠されてくるころあいなのだが、いまのところ、この二人は自分と仲良くしてくれている。

「え、映子さんに椎菜ちゃん。どうしたの？」

「い、いえ。ぶつぶつ言って鼻血とか出してたから……さすがに心配ににゃって。いえ、すいません！　心配になって、です……！」

　嚙かみそうになりながら椎菜が言った。この子は自分なんかと話す時ですら緊きん張ちようして滑かつ舌ぜつが悪くなる。そんな、ぜんぜん気にしなくてもいいのに。

　二人を心配させたくない一心で、美衣乃は精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを浮うかべた。

「あ！　大丈夫だよ!?　こんなの、いつものことだから！　平気、平気！　ホント平気だから！」

　だが椎菜と映子の顔は晴れなかった。

「それならいいんですけど……。わたしたち、モッフルさんとマカロンさんから聞いたんです。美衣乃さんに、呪のろいみたいなものがかかっていると……」

　と、映子が言った。

「いつも流血沙ざ汰たを起こしてて、正直ちょっとひいてたんですけど……色々と合点が行きまして。それで、落ち込んでないかなあ、と……」

　と、椎菜が言った。

「映子さん。椎菜ちゃん……」

　それだけで美衣乃は泣きたい気分になった。

　こんな自分を心配してくれるなんて。これまでの職場だったら、薄うす気き味み悪わるそうな顔をして、色々と理由をつけてから遠ざかっていくのが普通なのに。

　なんていい人たちなんだろう。

　やっぱりあたし、このパークをやめたくない。でも、このパークのことを思えば、やめるのが一番いいんだろうけど──

「あ、ありがとね？　でも、あんまりあたしに近づかない方がいいと思うよ？　ルブやんさんの言う通り、あたし、たぶんヤバい人だから。つい先日もワニピーさんが大おお怪け我がしたし」

「ええ、聞いております」

「でもまあ、ワニピーさんですし」

「そ、そんなこと言っちゃダメだよ！　まあワニピーさんとか、あんまり死にそうになかったみたいだけど。でもとにかく、あたしが原因なのは確かだから」

　できるだけ軽い口調で言ってみる。だが、映子と椎菜は難しい顔のままだった。

「美衣乃さん……。あんまり自分を責めちゃだめですよ？」

「しょ、そうでしゅ！　わたしは……いえ、椎菜もそう思ってますから。呪いとか何だとか、相手にしちゃいけませんよ！　きっと良くなりますから！」

「二人とも……」

　こらえ続けた涙なみだが、とうとうこぼれそうになる。

　ああ、まずい。

　いまはそんなタイミングではない。暗い顔をしてはダメだ。このままぐっと耐たえ抜ぬいて、この大好きな二人の前でも、とことん明るい顔を続けなければ。

「あ、あははは！　あー、もう。二人とも、バカなんだから！」

　強しいてあっけらかんとした声で、美衣乃は言った。

「あたし、本当に平気だから！　ぜんぜん平気！　完全に平気！　だからそんな、深刻な顔しないでよ！」

「美衣乃さん……」

「そんなことより、仕事忙いそがしいでしょ!?　こんな、どうでもいいことにかまけてないでさ、さっさと持ち場に戻もどらないと！　ほら、ね!?　ほらほら！　行って行って！」

　モップを握にぎって、追い払はらうように上下に振ふる。映子と椎菜は困こん惑わくしながら後ずさり、それでも心配顔をやめようとしなかった。

「だーかーらー！　そんな辛しん気きくさい顔されても困るんだって！　明るく行こうよ！　ね、明るく！」

「……でも、美衣乃さん。無理してます」

　映子が言ったが、それでも美衣乃は高笑いをやめなかった。

「そんなことないってば！　呪いなんてへっちゃらだよ！　どんとこーい！　って感じ！　……そ、それじゃあね！　あたし、掃除あるから！」

　一方的に告げると、美衣乃はその場から駆かけ去った。

　二人が追ってこないか心配だったが、さすがにそこまではしないようだった。角を曲がって、階段を降りて。誰もいないところまで来てから、にじんだ涙を袖そでで拭ぬぐう。

　笑わなければ。笑わなければ。

　笑う門には福が来るんだから。

　それでも涙が止まらない。いつまで自分は、こんなことを続けなければならないのだろう？

「みー……」

　声がして、美衣乃は驚おどろいた。見ればすぐそこにティラミーが立っていた。

「てぃ、ティラミーさん？　いつからそこに……？」

「休きゆう憩けい中だったみー。そこにビーノちゃんがやってきて……。ごめんね、あんまり人に見せたくない場面だったみー？」

「あ、いえ……。あ、あはは。平気、平気！　ぜんぜん問題ないですよ！」

　がんばって笑ってみたが、ティラミーは笑わなかった。

「ビーノちゃん、無理しちゃダメなんだみー」

　むぎゅっ。

　ティラミーがハグしてきた。いつもの下品なノリではなく、あまりに自然で、あまりに優やさしい仕草だったので、美衣乃は逃にげることさえ考えられなかった。

　もふもふの柔やわらかい毛に、彼女の体が沈しずみ込む。ほどほどに暖かくて、心ここ地ちいい感かん触しよくだった。それに、いい匂においもする。

「ティラミーさん……？」

「しんどい時は、素直にしんどいと言うべきなんだみー。そんな風に無理してると、そのうちおかしくなっちゃうんだみー」

「あのー。す、すみません。でも、ちょっとこういうの、どうかと思うんですけど……」

「いやならやめるけど」

「え……」

「ただ、ビーノちゃんに落ち着いて欲しくて。これでもいちおう、世間では癒いやし系けいのマスコットで通ってるんだみー」

「でも、なんかそれって……」

　ずるいと思います。

　美衣乃はそう言おうかと迷ったが、けっきょく言えなかった。

　これがだれか、どこかの普ふ通つうの男だったら『やめてください』と叫さけんでいたのだろうけど、いま自分が抱だきしめているのは、もふもふの愛らしい妖よう精せいさんだ。抱き枕まくらみたいなものだ。やましい気持ちはまったく湧わいてこない。それに彼はいつものバカでやらしい調子ではなくて、ただ自分と、しんどい気分を共有しようとしてくれている。

　それだけは分かる。

「……どうしてですか？」

「どうしてもなにも。なんか心配になっただけなんだみー。ホント、迷めい惑わくだったらやめるよ？」

「もう……。そういうの、困るんですけど……」

　言いながらも、美衣乃は自分の声がうわずってくるのを抑おさえられなかった。

「すみません。ちょっと……み、みんなには内ない緒しよに……」

「うん」

「いまだけ……ですから」

「うん。大丈夫だみー」

「ごめんなさい。本当に。ちょっとだけです。だから……」

「むぎゅーって。力入れるんだみー」

「うっ……あっ……。うああぁぁ……」

　こらえるまでもない。嗚咽おえつが漏もれた。ぼろぼろと涙がこぼれた。

　美衣乃はピンクの体毛に顔をうずめ、しばらくの間むせび泣いた。

「もうやだ。もういやなんです。なんであたしばっかり。ひどいです。ずっとこんな目にあって、ヘラヘラなんてしてて……平気なわけないじゃないですか!?　助けてください。だれか、だれか助けて……!!」

「うん」

「みんな……みんな元気だったんです！　お父さんもお母さんも……お兄ちゃんも！　それがこんな……みんなおかしくなっちゃって！　最近は大家さんも。もう無理なんです！　助けてください！　呪いだなんて！　ひどいよ!?　あたしがなにをしたっていうんですか!?　こんなのってないです！　もうあたし、限界で……！」

「みー……」

　美衣乃は泣き続けた。涙が止まったあとも、しばらくそのままの姿勢で、ずっと肩かたをふるわせていた。

　一〇分くらいはそうしていただろうか。彼女は疲つかれを感じて、ようやくティラミーから体を放した。

「すみませんでした……」

「もう落ち着いてきたみー？」

「……はい。ありがとうございます」

「なら、良かったみー。本当ならこういうの、ガラじゃないんだみー。ボクも内緒にしたいから、誰だれにも言わないんだみー」

　ティラミーは彼女の肩をぽふぽふと叩たたいた。

「あ、あはは……」

　赤く腫はれた目め尻じりを拭って、美衣乃は笑った。今度は無理なく笑え顔がおになれた。

「本当に……ありがとうございます、ティラミーさん。なんだか、すっきりしました。どう言って感謝したらいいのか……」

「いやあ。ど、どうってことないんだみー。気にしないで欲しいんだみー」

「そ、そういうわけには行きません……！　なにかお礼ができたらいいんですけど……」

　美衣乃は困ったような上うわ目め遣づかいで、ティラミーの瞳ひとみをのぞき込んだ。するとティラミーはすこし緊きん張ちようした様子で、喉のどをごくりと鳴らした。

「お礼？」

「は、はい」

「じゃあ、じゃあ……こないだの続きをするみー！　はげしくお腹をさすって欲しいんだみー！」

「あ、すみません。それはいやです」

「みー！　だよねー!?」




　オーガの寿じゆ命みようが何歳なのかは知らないが、オビザ氏はかなりの高こう齢れいらしかった。

　いちおう自分がここに来た用向きは理解しているみたいなのだが、その他のこととなるとピンぼけ状態で、話したことも一〇分たたないうちに忘れてしまう有様である。

　ちなみにセツコさんは、かつてオビザ氏の家で働いていたお手伝いさんのことらしい。彼とセツコさんの間になにがあったのかは与あずかり知らないが、たぶん、しょうもないことだろう。

「それで、セツコさん。晩ご飯はまだじゃろか？」

「食事ならさっき出したし、その質問はもう三回目よ」

　うんざりした様子でいすずは言った。

　すでにパークの事務棟ビル、最近新調したばかりの応接室に案内してからのことである。『腹が減った』というので社員食堂からカツ丼どんを運ばせたのだが、衣だけ食べて中の豚ぶた肉にくは残すという暴挙にまで出た。そして。ことあるたびにいすずのことをセツコさんと呼ぶ。いすずは最初、辛しん抱ぼう強づよく訂てい正せいをしていたが、とうとうあきらめてぞんざいな受け答えをするようになっていた。

「それにしても、しみったれた所じゃのう。ルブルムの話じゃ、夢と希望があふれる地上の楽園じゃとのことだったのに……」

「それはパークのオンステージ側の話でして。バックステージは普通の社屋ばかりです」

　西也が説明した。

「うーん、若いの。そういう問題ではないんじゃ。もっと大事なことでな？　夢というのは……つまり、あー……あれなんじゃよ」

「あれと言いますと？」

「おっぱいじゃよ」

「そうですか。では仕事のお話をしましょう」

　全力でスルーして話を進める。

「きょう、ここにお越こしいただいたのは他でもありません。当パークの従業員がかかっていると目される呪じゆ術じゆつ的な病気について、貴方あなたが何らかの治ち療りよう手段をお持ちだという評判を耳にしたからです。えー、つまりですね、呪のろい……ですか？　そういうものについて、診みてもらいたい者がいるわけなんですが……」

　西也が堅かた苦くるしい言葉で話している間、オビザ氏はほうじ茶をすすり、口内をグチュグチュとゆすいでいた。どこかに吐はき出すのではないかと心配したが、そのままゴクリと飲み込んだ。

「えーと、聞いてます？」

「もちろんじゃよ。おっぱいが好きなんじゃろ？　いい奴やつじゃなあ、おまえさん」

「…………。とにかく呪いとその治療についてです」

　忍にん耐たい力を総動員して、西也はいくつかの確かく認にん事じ項こうを説明していった。

　事前にいすずと相談して、ラティファの呪いについては触ふれないことにしていた。いすずの話では、ラティファの呪いについては、すでにメープルランドが総力をあげて取り組み、そしてその治ち癒ゆに失敗した過去がある。いまさら他国のいかがわしい医者を呼んだところでどうなるものでもないだろうし、さらに言えばこのオビザ氏がどこかの国のスパイでないとも言い切れない（まあそんな可能性はほとんどゼロに近いだろうが）。素す性じようの怪あやしい人物にラティファの身を一時的でも預けることなど、いすずにとってはもってのほかなのだそうだ。

　だったらこんなピンボケの老オーガに頼たよらずに、伴藤美衣乃をメープルランドに送って、かつてラティファを診た信しん頼らいできるスタッフに診しん察さつしてもらうべきなのでは？　……と西也は指し摘てきしたのだが、それまたいろいろと難しいのだそうな。

（なにしろ伴藤美衣乃は地上人だから、わたしたちの呪いと別種のものらしいの）

　と、いすずは言ったものだった。

（地上人の呪いについては、まだ分かってないことが多いの。姫ひめ殿でん下かの『解呪デイスペル』に取り組んだスタッフも、勝手が違ちがいすぎて何も出来ないでしょうね）

　いってみれば人間の外科医が獣じゆう医いの領分に踏ふみ込むようなものらしい。

　モッフルやティラミーみたいなもこもこのマスコット妖精ならともかく、いすずやラティファみたいな一見普通の人間に見える少女たちが、『地上人』とどう違うのかはさっぱりわからないのが西也の本音だ。しかし彼女がそう言っているのだから、おそらくそうなのだろう。ここで千斗いすずが噓うそをつく理由などまったくない。

「……えー、医い療りよう保険は適用できませんので、費用については事前に取り決めておかねばなりません。できれば通常の治療費について、参考になる見積もりをいただきたいのですが……」

「あー、もう、しちめんどくさい」

　オビザが腕うでを組んでうなり声をあげた。

「患かん者じやがいるんじゃろ？　いいからさっさと呼んでこんかい」

「えーと。診れるんですか？」

「当たり前じゃ！　こう見えてもわしゃあ、一〇〇年も医者やっとるんじゃ。なにを隠かくそう、あのユングにペニシリンを教えてやったのもこのわしじゃ。あと最近は●ＴＡＰ細さい胞ぼうとかな、おっぱい触さわらせるのを条件にあれこれと──」

「あー、わかりました、わかりました！　呼びますから、ちょっと待っててください！」

　間ま違ちがいだらけな上に面めん倒どうくさい話題になりそうなのを打ち切って、西也は叫んだ。いすずに目配せしようとしたが、すでに彼女はスマホでティラミーに『つれて来て』と告げているところだった。

「なんじゃ、その態度は!?　わしをバカにしとるのか？」

「いえ、そんなことは」

「それからセツコさん。晩ご飯はまだかいの？」

「さっきカツ丼を出したでしょう？」

　いすずが冷たく答える。

「んー、そうか？　じゃあ食後のおっぱい、まだか」

「……可児江くん。撃うっていい？」

「撃て。いや！　待て待て。せめて用事が済むまで撃つな」

「残念だわ……」

「なにこそこそやっとるんじゃ。いいからさっさと、おっぱいを持ってこんかい！」

「あんたはすこし黙だまってろ！」

「セツコさん、セツコさん！　あの若いのがひどいんじゃよ!?　聞いて聞いて！」

「あー、もうやだ！　なんだこのノリ!?」

　西也がかなりブチキレ気味で怒ど鳴なっていると、扉とびらが『こん、こん』とノックされた。

「ちーっす。患者を連れてきたみー」

「えーと、あの、失礼します……！」

　落ち着かない様子の美衣乃を連れて、ティラミーが応接室に入ってくる。

「むっ……？　その娘むすめは……」

　オビザは美衣乃を見ると、たちまち眉み間けんにしわを寄せ、厳しい顔をした。ただのエロボケ老人ではなく、医者として数多くの経験を積んできたひとかどの男の目つきだった。

（お……？）

（これは期待できそうね）

　西也といすずがささやきあう前で、オビザはゆっくりと立ち上がり、美衣乃へと歩みよった。

「おお、なんということじゃ。この娘は……」

「は、はい！」

「この娘は……ううむ。この娘は……」

　深刻な声でそう言ってから、彼は美衣乃の胸をむんずとつかんだ。

「すまん。あんたがセツコさんじゃった。会いたかったぞ、セツコさん……！」

「あの、あの……!?」

「おろろ────ん！　わしと逃にげよう、セツコさん！　な？　な？　不自由はさせん！　かわいいべべも着せたるさかいに！　だから、わしと、な？　な？　一いつ緒しよにどこかへふごがぐ、ぐほああっ！」

　まず、美衣乃が突つき飛ばし、いすずの弾たまが命中し、次に西也の蹴けりが入って、オビザ老人は吹ふき飛んだ。

「がはあっ……」

「な、なにが起きたんだみー？　み、みー！」

　いきなりの出来事だったので、ティラミーはひどくうろたえた。あたふたとしてから、とりあえずオビザの行こう為いに倣ならって、美衣乃の胸をむんずとつかむ。そしてその甘美な感かん触しよくにうっとりして、同じようにビンタと弾だん丸がんと蹴りを食らって吹き飛んだ。

「がはあっ……。よ、よくわからないみー。ボクは被ひ害がい者なんだみー……」

「うるさい！　もうちょっと普ふ通つうに話を進められないのか、おまえらは！」

　西也が怒鳴っても、ティラミーはぼんやりと虚こ空くうを眺ながめていた。

「うーん。そもそもセツコさんって誰だれなんだみー？　きっとエロい体つきの人妻なんだみー。ぜひ紹しよう介かいして欲しいんだみー」

「……その通りじゃよ、若いの！　セツコさんは人妻なんじゃ！」

「そうなんだみー？　じゃあたぶん、バストはＦカップ以上だと推測するみー。ヤバいんだみー、セツコさん」

「ああ、セツコさん！　セツコさん！」

「うーん、ボクの中でセツコさんのキャラがいろいろと構築されてきたみー……。おとなしい顔して、あんなパッフやこんなパッフも。いやはや、とんだミッチだね、セツコさん。けしからん人妻なんだみー！」

「おまえらは黙っていろ!!　いや、そっちの爺じいさんは黙られても困るんだが、とにかくもうちょっとまともな話をさせてくれ！」

「みー。確かにビーノちゃんには、刺し激げきの強すぎる挨あい拶さつだったみたいだみー」

「え、あの！　ちょっとびっくりしましたけど……あたし、平気ですから！　うん、平気。あたしは……あたしは平気……」

　などと言いつつ、突とつ然ぜんのセクハラでショックを受けている美衣乃を、いすずがあやすようになだめる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、伴藤さん。わたしがそばで見張っていてあげるから」

「は、はい、ありがとうございます」

「あの老人が医い療りよう行為に名を借りた猥わい褻せつ行為を働いたら、遅ち疑ぎなくその場で射殺してあげるから」

「射殺!?　射殺じゃと!?」

「ええ、射殺よ」

「困ったのう。さすがに若い娘さんに、そんなことしてもらったら罰ばちが当たりそうじゃ」

　老人が頰ほおを赤らめヘラヘラする。

「…………」

「射殺の意味わかってるのか？　……あー、もういいや。診察できるならしてください。できないんなら、さっさと帰ってください」

「おう。おう……そうじゃったのう。娘さん、こっちに来てくれ」

　ようやくまともな仕事をする気になったらしく、オビザは自分の鞄かばんから聴ちよう診しん器を取り出した。それなりに威い厳げんのある態度である。美衣乃も気を取り直して、おずおずと前に出る。

「あの。では……お願いします！」

「うむ。じゃあまず、パンツを脱ぬぎなさい」

　いすずの銃じゆうが火を噴ふき、オビザが数メートル吹き飛んだ。

「ぐほあ……！」

「これが射殺よ。半射殺。次になにかやったら、また半射殺するわ。それでライフは四分の一。最終的にライフが一になるまで半射殺し続けるからそのつもりで」

「うーん、ごっついのう……」

「あと、可児江くんとティラミーは外で待ってなさい」




　いすずの言いつけ通りに、西也とティラミーは応接室を出て、下のフロアの休きゆう憩けい所で待機した。

「なんだか、すごく疲つかれたぞ……。千斗がいなかったら、まったく話が進まないところだった」

「ねえ？　困った爺さんだみー」

「おまえも一緒にひっかき回してたんだろうが！　だいたいああいう下品なノリは嫌きらいなんだよ！」

「うーん、たしかに可児江くんみたいな高校生には、ちょっと胸焼けするノリだったとは思うみー。反省してるみー」

「別に高校生じゃなくても、大いに胸焼けすると思うぞ」

「まあ、過ぎたことは気にしないんだみー」

　のんきに言うと、ティラミーは休憩所の自じ販はん機でいちごミルクを買った。うまそうにちゅうちゅうと飲んでから、ぷはっと一息つく。

「んー、うまいみー！」

「気楽なもんだな、まったく……。こっちは、あんな爺さんに任せて良かったのか心配で仕方ないのに」

「大丈夫だみー。ルブやんの話だと、わりと本当に実績のあるお医者さんらしいよ？　これまでもいろんな有名人の呪のろいを解除してるらしいみー」

「ふん。どうだかな」

　そもそも『呪い』などといったあやふやなもの自体が、西也にとっては簡単には信じられない。いや、自分だって変な魔ま法ほうを使えるようになったくらいなんだから、頭ごなしに否定しているわけではないのだが。

「でも、ビーノちゃんには元気になって欲しいんだみー。ここ数日、かなり落ち込んでるみたいだったから」

「そうなのか」

「そうだみー。ビーノちゃん、このパークが大好きなんだみー。だからずっと張り切って頑がん張ばってきたんだけど、あの通りの呪われ体質だから。パークのためを思って、自分から辞やめるべきじゃないかとまで思い詰つめてるみたいだったみー。せつない話なんだみー。どうにかしてあげたいみー」

「意外だな。おまえにそんな思いやりがあるとは」

　女の尻しりには興味があっても、その内面にはまったく興味がないタイプだと思っていたのに。

　こういうティラミーみたいな奴やつ──見境なく女を口説くような男は、女に対してえらくドライなところがある。まともに相手の心にまで踏ふみ込んでたら、浮うわ気きもできないし簡単に別れることもできないからだ。

　誠実さは撃げき墜つい数の敵なのである。

『恋れん愛あい経験が豊富な人』というのが、世間ではまるで人生に対して深い哲てつ学がくを持っているように扱あつかわれるが、あれは大きな噓うそだと西也は思う。なにしろまともで誠実な人間が、そう何度も相手をとっかえひっかえするはずがない。

「思いやりかあ。むしろボクはそれが問題なんだみー」

　西也の言葉に怒いかりもせず、ティラミーはため息をついた。

「どうもボクは、相手に深入りしすぎなところがあるんだみー。それでいつも傷ついてるんだみー」

「おまえが？　冗じよう談だんだろう」

「ホントなんだみー。女の子に本気になると、ボクはけっこう面めん倒どうくさい男なんだみー。だからいっつも、ナンパな顔して、自分の心をガードしてるんだみー」

　そう言われても、ぜんぜん納なつ得とくできないのだが。

　渋しぶい顔をした西也に気付いて、ティラミーは不服そうに鼻をならした。

「そんなに可児江くんと変わらないんだみー。ボクはナンパの仮面。可児江くんは俺様キャラの仮面。そうやって他人を遠ざけてるんだと思うみー」

「むっ……」

「やっぱりそうだみー。いすずちゃんに威い張ばり散らして、上から目線であれこれ言ってると楽でしょ？　それと同じだと思うみー」

「うーむ……なにやら含がん蓄ちくのある言葉だが……」

　西也は腕うで組ぐみして考え込んだ。

「おまえから言われると、なんだかすごく損したような気分だ」

「ひどいみー！　たまに真ま面じ目めなこと言ってあげたのに！」

　ティラミーがいきり立つと、西也はうるさげに手を振ふった。

「ええい、うるさい。別に頼たのんどらん。……というか、その物言いだと伴藤美衣乃に懸け想そうでもしてるのか？」

　するとティラミーは、頰を赤らめ遠くを見つめた。

「うーん、実は。わりと。なんだか好きになっちゃったみたいなんだみー」

「マジでか」

「うん」

「伴藤となにかあったのか？」

「内ない緒しよなんだみー。でも、好きになっちゃった！」

　内心では『うええ……』と思ったが、西也はかろうじてうめき声を出さずにこらえきった。

「ビーノちゃんの笑え顔がおには、ボク、とっても癒いやされるんだみー。あんなに不幸な境きよう遇ぐうが続いても、いつも明るく元気だなんて、健気けなげなんだみー。あっ、だからってどうこうしたいわけじゃないんだみー！　ただ、ただ……ビーノちゃんのそばに、できるだけいてあげたいんだみー」

「だったらまず、たちの悪いセクハラをやめたらどうだ」

「みー。そうは思ってるんだけど、チャンスが来るとつい反射的にやっちゃうんだみー。まあ、あれかな？　歴戦の傭よう兵へいとかが、銃じゆう声せいを聞いたら身を伏ふせるようなものなんだみー」

「その喩たとえはどうかと思うぞ」

　別にこのパークでは職場内の恋愛は禁じていない。職務に支障が出ない限りは、だれがだれをどう思おうが勝手なわけなのだが、ティラミーはこれでもパークの看板マスコットの一人である。スキャンダルは勘かん弁べんして欲しかった。

「まあなんだ。未成年だし、手出しは厳禁だぞ。あくまでプラトニックな気持ちなら、おまえの勝手にするがいい。伴藤に迷めい惑わくをかけない範はん囲いで、だ」

「もちろんだみー！　あと、このことはモッフルたちには内緒にして欲しいんだみー。聞いたらきっと、笑われるんだみー。でもこの胸の内を誰だれかに聞いて欲しくて、その辺のタヌキの置物とかに話す気持ちで言ってみたんだみー」

「別に誰にも言わんが……。この俺をつかまえてタヌキの置物扱いか？」

「似たようなものなんだみー」

「ぜんぜん似とらん。……というか、ずいぶん時間がかかるな。まだ診しん察さつが終わらんのか？」

　制服のネクタイを締しめ直してから、応接室の方角をちらりと見る。

　西也としては気軽にぼやいただけだったのだが、その言葉にティラミーははっとした。

「し、しまったみー！」

「？」

「あの爺さんの診察道具、ちゃんと確かく認にんすべきだったみー！　きっと……きっと……都条例でホテル内の販はん売ばいが禁止されてるようなグッズを駆く使しして、ビーノちゃんにひどいことをしているに違ちがいないみー！」

「よくわからんのだが、どんなグッズなんだ？」

「振しん動どう、振動、そして振動！　そんな感じのグッズだみー！　うぬぬ、許せん！　そんな超ちよう振動攻こう撃げき、やっていいのはボクだけなんだみー！　うおおお──っ！　バリオ─────ン！」

「おい待て！　千斗がいるんだぞ？　落ち着いて……ああっ、まったく！」

　激げつ昂こうして応接室に走り出したティラミーを、西也は追いかける。

　しかしこのときのティラミーの瞬しゆん間かん最大加速はすさまじいものであった。おそらく３Ｇは超こえていただろう。すぐにその背中を見失った。

　遠くから銃声。

　西也が廊ろう下かを走り、階段を上り、ようやく応接室が見えた時には、すでにティラミーは部屋の前の床ゆかにぐったりと倒たおれ伏しているところだった。診察中の部屋に踏み込もうとして、いすずにすかさず射殺されたのだろう。

「うーん。み、みー……」

「ほら、やっぱりこうなったではないか……」

　毎度の流れにあきれながら、その場に駆かけつける。

　だが今回はすこし様子が違った。普ふ段だんならティラミーを撃うち殺したいすずが、怒りを押し殺して銃をしまっているところなのだが、いまの彼女は青白い顔でうずくまっている。

「どうしたのだ？」

「ええ。跳ちよう弾だんがガラスを割って、その破片が……」

　見れば、そばのガラス窓にひびが入って、その破片の一つが──いすずの左腕うでに突つき刺ささっていた。

「!?　おい、大変じゃないか。すぐに治ち療りようを──」

「大だい丈じよう夫ぶよ。深手ではないわ。でも、こんなことが起きるなんて……」

　ガラス片を抜ぬき、ハンカチで傷を押さえ、いすずは言った。その白い布地にも、赤い染しみがみるみると広がっていく。

「わたしが撃ったのはティラミーだけよ。それがなぜか、とてつもない偶ぐう然ぜんが重なって……。オビザ先生が、彼女の症しよう状じようについていくらか分かったと言っていたんだけど。そのとたん、こんなことが起きたの」

「偶然ではないと？」

「ええ。これは呪いよ。間ま違ちがいないわ」

　茶化す声でも、ふざける声でもない。さいわい無傷だった美衣乃も、唇くちびるを引き結んでその場の様子を見守っていた。

「だから最初から、わしが呼ばれたんじゃい」

　と、オビザが言った。困こん惑わくしている美衣乃の肩かたを叩たたき、妙みようにえらそうな態度で胸を反らす。

「この娘むすめさんには、悪あく霊りようがついておる」

「悪霊……？」

「うむ。悪霊じゃ。いまもわしらをどこかから見下ろして、ヘラヘラしておる。あれこれ起きとる事故やら何やらも、すべてはそいつが元げん凶きようじゃな」

「いま？　見ているのか？」

　西也が周囲を見回すと、オビザがこくりとうなずいた。




　除じよ霊れいの儀ぎ式しき（治療？）は閉園時間の後に行われることになった。

　オビザ老人の話では、儀式中に不測の事態が起きる可能性もあるので、ゲストがいなくなってからの方が何かと都合がいいだろう、ということになったのだ。

　儀式の場所に選ばれたのは、パーク中央のメープル城、その正面にある大ステージだった。ゴールデンウイークから公演しているライブショーの舞ぶ台たいである。

　夜間照明が充じゆう実じつしてるし、場所も開けている。さらにいすずの話では、『結界』とやらのすぐ近くなので、危険なときはすぐに避ひ難なんできるという利点もあるそうだ。

「……呼ばれた事情はわかったふも。要するに、なにかあったらその『悪霊』とやらを滅め茶ちや苦く茶ちやにボコればいいふもね？」

　と、モッフルが言った。肉球をうならせシャドーボクシングをする。

「最近、仕事が忙いそがしすぎてイライラしてたろん。ちょうどいいから僕にもブッ叩かせて。大丈夫！　半殺しでやめとくから」

　と、マカロンが言った。元ヤン臭しゆうをプンプンさせて、ニヤついている。

「呼び出しておいてなんだが、むしろ不安になってきたぞ……」

　西也はぼやいた。こういう脳筋発言を聞いてると、いざというとき交こう渉しようやら何やらが出来なくなるかもしれない。まあ、悪霊なんぞと交渉できるかは知らないが。

　かたやティラミーは目を輝かがやかせていた。

「頼もしいみー！　やっぱり持つべきものは友なんだみー！　みんな安心してね!?　ボクも高性能爆ばく薬やくとか、たくさん持ってきたから！」

「持ってくるな！　どこかにどけておけ！」

　ステージの片かた隅すみに、なんだか怪あやしい木箱がいくつも積んであると思ったら、爆薬だったのか。西也は血相を変えて怒ど鳴なりつけた。

「ええっ、どうしてだみー？　いざというとき、役に立つんだみー」

「昼に千斗が怪け我がをしたのを忘れたのか？　あれが偶然だとはとても思えん。もし悪霊とやらがなにかしでかす気なら、あの爆薬に目を付けないわけないだろう？」

　なにしろ跳弾がガラスを割って、いすずを怪我させたのだ。それが悪霊の力なら、手近な爆薬を悪用しないわけがない。

　だがティラミーは、ふっとため息をついた。

「みー。どうやら可児江くんは、爆薬に対しての知識が足りないみたいだみー」

「なに？」

「ボクが持ってきたのはセムテックスやＣ４と呼ばれる可か塑そ性爆薬に近いものなんだみー。きわめて安定してるから、火にくべたりしてもゆっくり燃えるだけなんだみー。もちろん、いすずちゃんが間違って撃っても、誘ゆう爆ばくとかはしないんだみー」

「ほほう……」

「つまり、可児江くんが心配しているような感じで、爆薬に被ひ弾だん、即そく、爆発みたいなことは起きないみー。きちんとした雷らい管かんを仕込んで、計画された起爆を起こさない限りは危険がないんだみー。……もちろん、その悪霊がボク並みのスペシャリストだったら、何らかの抜け道を見つけるかもしれないけど……」

　ニヒルで不敵な笑えみ。

「しょせんはどこぞの悪霊だみー。かよわいビーノちゃんに悪さをするような奴やつだよ？　そんな弱い者いじめが好きな素人しろうとのクズに、ボクの爆薬をどうこうできるはずがないんだみー」

　そういえば、ティラミーは金庫破りで刑けい務む所にぶち込まれていた過去があるらしい。いつぞやのダンジョン騒さわぎの時も、爆発物やトラップに詳くわしい様子だったし、それを思えば、その言葉にも説得力がある。

「たとえば、これ！　このアイテムを見るんだみー！」

　そう言ってティラミーは、ポシェットから三さん脚きやく付きのカメラみたいな物品を取り出した。あんな小さなポシェットにどうやって収納してたのかは分からないが、たぶん、いすずのマスケット銃じゆうみたいな理り屈くつなのだろう。もしくは国民的人気の猫ねこ型ロボット的な。とにかくこいつらの魔ま法ほうにいちいちツッコんでいたらきりがない。

「そのカメラはなんだ？」

「これはセンサだみー。『ｉＴＲＡＰ』っていうトラップ用機材。地上人を除外して、霊体や妖よう精せいにだけ反応するんだみー」

　三脚を伸のばして設置する。

「なんかうさんくさい名前だな……」

　アップル製品を意識しまくって、とりあえず小文字の『ｉ』を入れてみただけの、いかにも実用性がイマイチの新商品ぽい雰ふん囲い気きである。

「この『ｉＴＲＡＰ』と、ボク謹きん製せいの指向性爆弾を接続するんだみー。このセンサの前を通るでしょ？　可児江くんみたいな地上人には反応しないけど、こうやって、ボクみたいな魔法の国の住人が通ると──」

　まず西也をセンサの前で歩かせる。

　何も反応なし。

　続いてティラミーがセンサの前を歩く。

　すると『ｉＴＲＡＰ』とやらがアラーム音を発して──

　ぴぴっ、しゅぼっ。

「み────!?」

　どこからともなく、ジュース缶かんくらいのサイズの地じ雷らいが射出されてきた。

　スピンして滞たい空くう。

　その後、起爆。

　指向性爆薬というのは本当だったのだろう。成形炸さく薬やくによるモンロー効果で爆発エネルギーが一方向に指向され、センサに引っかかったティラミーに襲おそいかかった。

　どかん。

　炎ほのおの矢を頭上からたたきつけられ、ティラミーは一いつ瞬しゆんで火だるまになった。

「ティラミー!?」

　モッフルとマカロンが、備え付けの消火器をティラミーに浴びせかける。鎮ちん火かはしたが、ティラミーはぴくぴくと手足を震ふるわせていた。

「み、みー……。とりあえず、作動は確かく認にんできたんだみー」

「どうしたんだろん。おまえらしくもない」

「自分のトラップに引っかかるなんて。普ふ通つう考えられないことなんだふも」

　モッフルとティラミーが口々に指し摘てきする。

「そ、それくらい真しん剣けんなんだみー。ボク、ビーノちゃんをなんとか守りたくて……」

　ティラミーの真剣なまなざしを見て、二匹ひきはすこしだけ驚おどろいたようだった。一瞬だけ互たがいに顔を見合わせて、それから何もなかったかのように鼻を鳴らす。

「ふむ。そのビーノなんだけど。まだ来てないろん」

「もっふ。そろそろなはずなんだけど……」

「いや、来たぞ」

　西也が言った。

　見ると、彼らのいるステージの上手側から伴藤美衣乃がやってくる。両脇わきにはいすずとオビザ老人が従い、なにやら妙な緊きん張ちよう感が漂ただよっていた。

「さっそくドタバタやっていたみたいね」

　美衣乃に付き添そっていたいすずが言った。おもにモッフル、マカロン、ティラミーの三匹に向かって宣言する。

「……いちおうここには来てもらったけど、指示なしに動くのは厳禁よ。ここは結界の外なんだし、あまり無茶はできないの。伴藤さんは元より、下手をしたら姫ひめ殿でん下かにも迷めい惑わくをかけるかもしれないわ」

「もっふ。わかってるふも」

　やや気を引き締しめた声でモッフルが言った。

「本当に？」

「もちろんふも」

「ちなみにいま、姫殿下は頭上からわたしたちの様子をうかがっておられるわ」

　そういえばここは、メープル城のすぐ前だった。はるか上を見ると、ラティファが城じよう壁へきの端はしっこから、こちらに向かって手を振ふっている。目は見えないのだが、こちらの会話は聞こえるのだろう。

「みなさーん、がんばってくださーい！」

　事情は聞いているはずだったが、あえて深刻な顔はしていないようだ。ゴルフ場ののんきなギャラリーを彷ほう彿ふつとさせるようなたたずまいである。

「そういうわけなので、くれぐれも粗そ相そうのないように」

「もっふ」

「了りよう解かいろん」

「わかったみー」

　三匹が口々に言う。

「さて！」

　と、オビザ老人が両手をぱちんと打ち鳴らした。

「これで全員そろったようじゃな？　では、全員パンツを脱ぬぎなさい」

「そのネタやめろ」

「だれもお前さんに脱げなんて言っとらんわい！　気色悪い奴め！」

「いいからさっさと始めてくれ！」

「始める？　なにをじゃ？」

「儀式だ、儀式！　伴藤美衣乃に取り憑ついてる悪あく霊りようを、どうにかするんだろうが！」

「……ああ、そうじゃったの。忘れておったわい。ええと、まずは魔法陣じんを描かいて、と……」

　オビザ老人はチョークを取り出し、のろのろと床ゆかの上に魔法陣（らしきもの）を描き始める。手元がわなわな震えている上に、自分のメモを何度も見返したり、一度書いた文字を消して書き直したりと、えらく手て際ぎわが悪い。
















「頼たよりない爺じいさんふもねー」

「本当に大だい丈じよう夫ぶだろん？」

「知らん。いちおう、腕うで利ききという評判のようだが……」

　モッフルたちがヒマそうにぼやいている傍かたわらで、ティラミーは美衣乃の手を取り、なにやら励はげましの言葉をかけていた。

「ビーノちゃん、がんばるんだみー。きっと呪のろいは解けるんだみー。そしたらハッピーな毎日が待ってるよ！」

「は、はい。でも、ここまでしてもらっていいんでしょうか……」

「なにを言うんだみー。うちのキャストなら家族も同然なんだみー！」

「あ、ありがとうございます！」

　そんなやりとりを横で見ながら、なぜか西也は二人の会話にまどろっこしいものを感じていた。

（やれやれ……）

　普通にいい場面のはずなのだが。

　こちらは残業で付き合っているというのに、感動の三文芝しば居いなんてやられてもなあ、という気分がどうしてもつきまとう。そういう話はいいから、さっさと治ち療りように取りかかって欲しい。

（いや待て？　変だぞ？）

　感動の三文芝居だなんて。確かに俺はそういう言い回しが好きだが、あの美衣乃とティラミーの会話を聞いて、そう感じるのはすこしおかしくないか？

　しかも自分は、ティラミーではなく美衣乃の様子にいらだちを感じている。

　そうだ、おかしい。

　なぜ美衣乃にいらだちを感じなければならないのだ？　彼女はなにも悪いことをしていないではないか。

　西也はふと周囲を見回した。

　いすずやモッフル、マカロンの三人には、特に妙みような様子はなかった。『感動している』というほどではないが、とりあえずは『この子のためにもがんばらんとな』くらいのムードだ。どうやら、イラッとしたのはこの自分だけのようだった。

　そういえば変だ。

　そもそも前から、西也は美衣乃のことがどうしても好きになれなかった。なぜかイラつくのだ。トラブルの元げん凶きようだとわかってからは、なおさらである。

　彼女にはなんの落ち度もないのに。

　自分はもう少し公正な人間のはずだぞ？　なぜ伴藤美衣乃にこんな気分を──

「おや。お前さん、抵抗レジストしとるな」

　ようやく魔法陣を描き終えたオビザが、西也を見て片かた眉まゆをあげた。

「抵抗レジスト？　それはいったい……」

「もちろん、呪いにじゃよ。地上人で抵抗レジストできたもんは、初めて見たわい。ふーむ、なかなか興味深いの」

「確かに……さっきから妙ないらだちを感じるのだが、これも呪いの影えい響きようだと？」

「その通り。最初はただのイライラで、それが次第に鬱うつ積せきとなる。しまいにはあの娘こへの怒いかりと反発に変じて、害をなすようになっていくんじゃ」

「むう……」

　では、なぜいすずやモッフルたちは平気なのか？　そのことを指摘すると、オビザはわけもなく言った。

「そりゃあ、お前さん。こいつらは妖精じゃから」

「はあ」

　モッフルたちはともかく、いすずのことまで『妖よう精せい』などと言われると、なんとも違い和わ感がある。変なマスケット銃じゆうを振り回すこと以外は、ごく普通の人間にしか見えないのだが。

　西也の視線に気付いて、いすずが怪け訝げん顔をした。

「……どうかしたの？」

「いや……なんでもない」

「？」

　オビザは話を続ける。

「まあ、なんじゃ──地上人の方が、こういう呪いには弱いんじゃよ。この娘むすめの家族なんぞは、一いつ緒しよにいる時間が長かったじゃろうから、呪いの影響は一ひと際きわ大きかったじゃろうな」

「そういえば伴藤を刺さしに来たのは、こいつの兄貴だったふも」

　いつぞやの面接の時のことを思い出したのだろう。モッフルが言った。

「それも呪いのせいじゃな。除じよ霊れいがうまくいけば、その兄ちゃんも正気に戻もどるじゃろ」

「あの。ま、待ってください」

　それを聞いていた美衣乃が、横から口を挟はさんできた。

「だとしたら、このパークであたしに仲良くしてくれてる地上の人たちは……映子さんや椎菜ちゃんは、どういうことなんでしょうか？　可児江さんみたいな人は珍めずらしいんですよね？」

「そんなの、知らんわい。地上人にもいろいろいるんじゃろ」

「…………」

　その話題はそれでおしまいだった。

「ほらほら！　とにかくさっさと始めるふも。きょうは帰って、じっくりスパロボやるつもりだったんだから」

「Ｚろん？　いいなあ」

「ボクも出演したいみー」




　儀ぎ式しきを始めるにあたって、厳げん粛しゆくな態度のオビザ老人から三つの注意事じ項こうがあった。

　ひとつ──参加者はオビザの指示に従うこと。

　ひとつ──悪霊が出てきても、許可なく攻こう撃げきしないこと。

　ひとつ──オビザがいすずや美衣乃のおっぱいを触さわっても怒おこらないこと。

「ちょっと待て、三つめはなんだ!?　儀式と関係ないだろうが!?」

　オビザは舌打ちした。

「チッ……気付きおったか。勘かんのいい奴やつじゃ」

「いや、勘とか関係ないだろ……！」

「あー、聞こえない聞こえない～。とにかく始めるぞい。ほれ、ほれ。嬢じようちゃんはこっち。魔法陣の中央に立つんじゃ。他の連中は、それぞれの頂点に立って」

　ぞんざいな指示に従い、美衣乃は魔法陣の中央へ。そして他の面子メンツは五ご芒ぼう星せいのそれぞれ頂点へ。

　西也、いすず、モッフル、マカロン、ティラミーの五人なので、ちょうど五芒星の頂点を占しめる格好になる。実はこうしてモッフルたちを呼んだのは、オビザから『最低でも五人を揃そろえるように』と言われていたからでもあった。

「えー、わしの魔ま導どう書によれば……除霊の儀式を進めるにあたって、おぬしら五人の協力が不可欠である」

「それは聞いていたが……具体的には？」

「術式を発動させるには、五芒星の頂点に位置する五人が、それぞれ正しい言こと霊だまを発する必要があるのじゃ。この魔導書に出現する問いを、わしが訳して伝えて進ぜよう。それにお前さんらすべてが正しく答えれば、術式は発動するというわけじゃ」

　つまりオビザが質問して、みんながそれぞれ正しく答えれば、除霊の儀式が進むということなのだろう。

「なんだか難しそうだみー……」

「悪霊をボコって済む話だと思ってたんだろん……」

「もっとササッとできないふも？」

　三匹びきが口々に不平を漏もらしたが、オビザはスルーして儀式を始めた。

「では参るぞ！　アイコ・ウレーム・エンリー・スイダーオー。大いなる御み霊たまの力を、いま借りなん！　えー……これなんて読むのかな。そう……真理！　真理は言葉！　言葉はまた真理なり！　し、し……然しかして我、ゴランビザの子オビザは、表裏一体のこ、こ、理ことわり？　……の五つをここに占しめさんとす！」

　なんだか読書習慣のない生徒が、教科書の音読を先生から命じられたようなノリである。

　西也は不安になったが、とりあえず呪文に反応して、魔法陣が青白い光を発した。

「『木』の頂点に位置する者！　汝なんじ、ゼカロンの子マカロンよ！」

「ろん？」

　五芒星の一点に突つっ立っていたマカロンが、『え、僕？』とでも言いたそうに自分を指した。

　マカロンの立っているあたりの地面が微び妙みような緑とブラウンの紋もん章しようで光っているので、たぶんそこが『木』を象しよう徴ちようするところなのだろう。

「ではマカロン！　我が問いに答えよ！　用意はいいか!?」

「う、うん……」

「では第一問！」

　じゃんっ！

「……富ふ士じ見みファンタジア文庫のライトノベル『東京レイヴンズ』の作者名は、次のうち誰だれか!?


　　一、鏡かがみ貴たか也や！

　　二、あざの耕こう平へい！

　　三、賀が東とう招しよう二じ！

　　四、入いり江え君きみ人ひと！」



「え？　ろん？　え……？」

　たちまちマカロンの顔に困こん惑わくが浮うかぶ。

「……さあ、四つの選せん択たく肢しのうちどれか!?　時間が迫せまります！　あと五秒！　四！　三……！」

「さ、ささ……三番だろん！」

　ぶぶ──！

　不正解のブザー音と共に、魔法陣じんからのすさまじい電でん撃げきがマカロンを襲おそった。

「ろ、ろん？　ぐ、ぐわああぁぁぁ────っ！」

「残念！　不正解じゃ！　正解は二番のあざの耕平！　ＴＯＫＹＯ　ＭＸ他にてアニメ放送もされた人気シリーズです。みなさんも、ぜひご一読を！」

　どこからともなく拍はく手しゆと喝かつ采さい。

「くっ……ぐぬ……」

　五芒星の頂点にはいつくばり、体中から煙けむりを立ちのぼらせて、マカロンは抗こう議ぎした。

「そ……そんなのわからないろん！　普ふ通つう、作者名とか覚えないろん！　『進●の巨きよ人じん』くらい有名でも、作者の名前言える人って案外少ないよ!?」

「そうかの」

「っつーか、そもそもこれ除霊の儀式でしょ!?　なんでこんな四択クイズが出てくるんだろん!?」

「そう言われてものう……わしの魔導書に問題が出てきたんじゃ。ほれ、この通り」

　オビザが手にした本を掲かかげてみせる。なんだかよくわからない魔法文字で書かれているので、内容はだれにも読めなかった。ただ文字が七色に光っている。この儀式に応じて、『問題』が書物に出現するという仕組みなのだろう。

「ちなみに五芒星の頂点にいる全員が正解しない限り、儀式は先に進まぬ。みな、真しん剣けんに解答することじゃ！」

「そんなデタラメな……」

「お、おそろしい儀式だみー……」

「もっふ。これは心してかからねばならないようだね……」

　一同が気を引き締しめる。美衣乃ははらはらとしている。

　いや、西也は頭痛がしてくるのを抑おさえていたのだが、とにかくこの儀式に付き合わねば、伴藤美衣乃の除霊ができないことは確かのようだった。

「わかったようじゃな？　それから、解答者以外が答えを教えたら無効になるから。心せよ！」

「はあ」

　ええい、もう知らん。とりあえず付き合ってやろう。

「では次！　『火』の頂点に位置する者！　汝、可児江西也よ！　我が問いに答えよ！」

「ああ……はいはい……」

　例の魔法を使うのはやめておいた。この爺じいさんに出し惜おしみするメリットもなさそうだが、毎度の『グレネード弾だんのルール』だ。ここは自分の知識で対応しておくとしよう。

　なにしろ頭脳明めい晰せきなこの俺様だ！　たいていの難問は苦もなく答えることができる！

　さあ、来るがいい！

「第二問！」

　じゃんっ！

「……第一一八回天皇賞で優勝した競走馬は、次のうちどれか？


　　　一、オフサイドトラップ！

　　　二、サイレンススズカ！

　　　三、ステイゴールド！

　　　四、メジロブライト！」



「っ……知るかっ！！！！！！」

　拳こぶしを固く握にぎりしめ、西也は叫さけんだ。

　俺は高校生だぞ？　競馬なんぞ、知ったことか！　そもそも天皇賞というのだってよくわからん！　なに？　一〇〇回以上もやってるの？　だいたい馬なんてみんな似たようなものだろうがっ!?

　額とこめかみに大量の汗あせが流れる。

　ちらりと見ると、マカロン（ギャンブル好き）がじたばたと手足を振ふりまくっていた。見るからにもどかしく、なにか叫びたくて仕方のない様子だった。たぶん、答えを知っているのだろう。だがあのジェスチャーでは正解など知りようもない。羊さんの蹄ひづめだから二までしかわからんし……！

「早く答えよ！　あと一〇秒じゃ！　九！　八……！」

（ええい、仕方ない！）

　西也は魔法を発動させた。

　オビザの心を読み、正解を盗ぬすみ取るしか手段はない。それに電撃とかもイヤだし。

　なにしろメープルランド王女のラティファから授けられた魔法だ。その強力さはどんな種族にでも通用する。すぐにオビザの心の声が聞こえてきた。

『……あのいすずって娘むすめ。見事なおっぱいじゃのう。セツコさんほどじゃあないが、できれば生で、思うさま（以下略）』

　ぬかった。無む駄だ撃うちだった。これだからグレネード弾というのは──

「二！　一！　……はい、時間切れじゃ！」

　電撃。

「ぐわあああ─────！」

　ペナルティを食らって西也は絶ぜつ叫きよう、倒たおれ伏ふす。

「うーん、残念じゃ！　第一一八回天皇賞の優勝馬は、一番のオフサイドトラップでした！　一九九八年のレースです。本命はサイレンススズカじゃったのですが、レース中に左前まえ脚あしを骨折。棄き権けん後、予後不良により安楽死処置となったのでした……」

　なんとなく痛ましい声でオビザが付け加えると、マカロンが滂ぼう沱だの涙なみだで西也を罵ののしった。

「ろーん！　あの悲劇を知らないとは！　競馬ファンなら常識だよ!?　おまえ、それでよく支配人代行なんてやってられるろん!?」

「だから競馬なんぞ、知るか！」

「この役立たず！」

「おまえだって間ま違ちがえただろうが!?」

　罵りあう西也とマカロンを放置して、オビザは儀ぎ式しきを粛しゆく々しゆく（？）と進める。

「まだ正解が一人もおらんのう。……さあ、どんどんいくぞい!?　『土』の頂点に位置する者！　汝、イースズルハ・セントルシアよ！　我が問いに答えよ！」

　五芒星の頂点のひとつ、『土』の位置に立ついすずが身を硬かたくする。いすずの本名は西也も知っているのだが、こうやって聞くと不思議な感じがした。

「いいわ。来なさい」

「第三問！」

　じゃんっ！

「……化学記号で『[image: に]Ｏ』とは、次のうちどれを意味する？


　一、水！

　二、鉄！

　三、プルトニウム！

　四、トリニトロトルエン！」



　引っかけ問題を疑ったのだろう。一いつ瞬しゆん、いすずは迷ったものの──けっきょく普通に答えた。

「……一番？」

「正解！」

　ぴんぽんぴんぽーんっ！

　どこからともなく拍はく手しゆ喝かつ采さい。いすずの立つ五ご芒ぼう星せいの頂点が、ブラウンの光で強く輝かがやく。いすずもほっと胸をなで下ろす。

「お見事じゃ。個人的には電撃を浴びて苦しむ、いすずちゃんの悲鳴を聞きたかった気もするが……それも詮せん無なきこと。さあ、ようやく三問目にして『土』の頂点が正解モードになりました！」

　また拍手喝采。……というか、この声、どこから響ひびいてくるのだろう？

「おい、待て！　俺とマカロンの質問に比べて、いまのは簡単過ぎるだろう!?　なんか……ひいきが入ってるんじゃないのか、この設問!?」

「知らん！　わしの魔ま導どう書は絶対なのじゃ！」

「そっ……」

　オビザは全力でスルー。司会を続ける。

「続いて汝なんじ！　『金』の頂点に位置する者！　グノーフルの子モッフルよ！」

「もっふ……」

　モッフルの眼光が鋭するどく光った。

「ふふん……。ぼくはちょっと手て強ごわいふもよ？　この程度のクイズ、造作もないふも」

「その意気やよし！　では我が問いに答えよ！　第四問！」

　じゃんっ！

「……日本の官公庁で、おもに国の財務を扱あつかっているのは次のうちどこか？


　　一、外務省！

　　二、財務省！

　　三、防衛省！

　　四、世界の料理ショー！」



　またもや簡単な出題だ。

　これで五つのうち二つの頂点はクリアされたということになる。西也は『やれやれ』と胸をなで下ろした。

（いや待て……？）

　モッフルは即そく答とうしなかった。眉み間けんにしわを寄せ、わなわなと肩かたをふるわせ、深く苦く悩のうしている。

　おいおい！　財務省に決まっているだろう!?　なにを迷うことがある？　おまえ、そんな一いつ般ぱん常識も知らないというのか？

「くっ……。もっふ」

「時間が迫せまります！　五！　四！　三……！」

　モッフルはとことん悩なやむ。いや、あれはまさか──

「よ、四番！　世界の料理ショーふも！」

　ぶぶ───！

　電撃。

「ぐわああああああ！」

　はげしく痙けい攣れんするモッフル。どこからともなく響くギャラリーの爆ばく笑しよう。

　だがはげしいダメージを浴びつつも、モッフルの表情はどこか満足げだった。『これでいいのだ』とでも言いたげな様子だった。

　全身から黒こく煙えんを立ち上らせるモッフルに、西也は怒ど鳴なりつけた。

「おい……おまえ、あえて選んだだろう!?」

「も、もっふ……エンターテイナーの業だふも……。あんな選せん択たく肢しがあったら、四番を取らないわけには……ごふっ」

「馬ば鹿かか、おまえは!?」

「うーん……おそろしく狡こう猾かつな設問ふも。あの問題を考えた奴やつは、悪魔だふも……」

「……もういい、そのまま死んでろ」

「もっふ……」

　モッフル死亡。

「『水』の頂点に立つ者！　汝、セヴァルミーの息子むすこティラミーよ！　我が問いに答えよ！」

「みー！　がんばるみー！」

　さすがに気合いの入ったティラミーが挙手。

「第五問！」

　じゃんっ！

「おもに冷戦時代にアメリカで運用された極ごく超ちよう音おん速そく偵てい察さつ機ＳＲ－７１〈ブラックバード〉のエンジンは、次のうちどれでしょう？


　　一、ＪＴ11Ｄ－20！

　　二、ＪＴ11Ｄ－21！

　　三、ＪＴ11Ｄ－22！

　　四、ＪＴ11Ｄ－23！」



　たちまちティラミーが突つっ伏ぷし、地面に拳を打ち付けた。

「ふざけるなみー！」

　ひどすぎる。こんなの、軍事マニアだってグーグル必ひつ須すだ。現場で乗ってたパイロットでさえ、記き憶おくがあやふやなレベルである。

「そ、そもそもブラックバードの型番だって普ふ通つうの人は知らないみー！　しかもそのエンジンとか……みー！　みー！　ま、まったくわからないんだみー！」

「さあ時間が迫ります……三！　二……！」

「みー……！　に、二番！」

　ぶぶ──！

　電でん撃げき。

「ぐわあああああああ！」

「残念。正解は一番でした！　ちなみにブラックバードで使用されていたエンジンはプラット＆ホイットニー社の（略）。……では一周して、マカロンさんにお答えいただきますのじゃ！」

「ろ、ろん!?」

「第六問！」

　じゃんっ！

　無む慈じ悲ひなＳＥが鳴り響いた。




　オビザは『魔導書の出題じゃ』と主張していたが、その出題には悪意がこめられているようにしか思えなかった。

　とにかくそれぞれ、苦手問題ばかりが来る。もしくはどんな物知りでも対応不能の難問・悪問が来る。

　それらをオビザは問答無用、無慈悲に読み上げていった。

「第一〇問！　ラムダ・ドライバ搭とう載さい型ＡＳ〈レーバテイン〉搭載の頭部ガトリング銃じゆうの型番は？


　　一、ＧＡＵ－12／Ｓ！

　　二、ＧＡＵ－15／Ｓ！

　　三、ＧＡＵ－17／Ｓ！

　　四、ＧＡＵ－19／Ｓ！」



「さ、三番だみー！　ぐわああああああ！」

　ティラミーがのけぞる。

　続いて難問がほぼ一周。

「第一五問！　富士見書しよ房ぼうの文芸課長モリイが新人時代、ファンタジア文庫のオマケに付けようとして上司からものすごく怒おこられた商品はなにか？


　　一、ロボット魂だましいのフィギュア！

　　二、松坂牛！

　　三、エルメスのバッグ！

　　四、テンガ！」



「に、二番か？　ぐわあああああ！」

　西也が苦しむ。

　続いて難問がほぼ一周。

「第二〇問！　東京駅から大おお阪さか駅までをおよそ三時間で結ぶ、ＪＲ東海が運行している特急列車の名前は？


　　一、東海道新幹線！

　　二、山手線！

　　三、銀座線！

　　四、シベリア超ちよう特急！」



「四番ふも！　ぐわあああああああ！」

　モッフルがのたうち、絶ぜつ叫きようする（自じ業ごう自得）。

「ああっ……み、皆みなさん……」

　美衣乃ははらはらしながら、ずっと様子を見ていたが、ついにたまりかねて泣き叫さけんだ。

「もう……もうやめてください！　あたしのために、皆さんがこんな苦しまなきゃならないなんて！　こんなのっておかしいです！」

「嬢じようちゃんは黙だまっておれ！」

　ぴしゃりとオビザが言った。厳しい眼光である。

「この儀ぎ式しきは試練なのじゃ。こやつらの苦しみと、それに負けない強い心。その意志の力が魔ま法ほう陣じんのエナジーを高め、おぬしに取り憑つく悪あく霊りようを顕けん現げんさせるのじゃよ」
















「そんな……」

「それに見よ。この男たちの目を！　決して負けてはおらん！　おぬしを助けるために、必死に困難に立ち向かっておる。これこそが魂たましいの輝かがやきというものじゃ！」

　ぴしりとティラミーを指さす。

「みー！　その通りだよ！　これくらいの電撃、いすずちゃんの折せつ檻かんに比べれば、どってことないんだみー！　じゃんじゃん来るんだみー！」

　肩を震ふるわせ、ティラミーがサムズアップした。

　一方、西也とモッフルとマカロンはぐったりとして、すでに負け犬の目だった。

「も、もうイヤなんだろん……」

「いつになったら、まともな問題が出るのだ……」

「もっふ。ビール飲みたい……」

　口々に言う。

「まだわたし一人しか正解してないわよ。はやくしなさい」

　だらだらとスマホでパズルゲームをしながら、いすずがぼやいた。

「あの、なんだか……やる気ある人、ティラミーさんだけみたいなんですけど」

　美衣乃が指し摘てきすると、西也たちはすぐさま背筋を伸のばしてクビを横に振ふった。

「そ、そんなことないふもよ!?」

「が、がんばるろん！」

「ま、まあなんだ。大事なうちのキャストだからな？」

　三人が取り繕つくろうように言うと、いすずがこくりとうなずいた（スマホの画面から目を離はなさずに）。

「大だい丈じよう夫ぶよ、伴藤さん。ティラミーの言う通り、わたしがいつも鍛きたえてるから。彼らはあの程度で音ねをあげたりしないわ」

「はあ……」

「それに逃にげたら、わたしが折檻するから」

　いすずがずるっとマスケット銃を引っ張り出す。

「まったく……すぐこれだ」

「ムカつくふも」

「ろん。いまどき暴力ヒロインは嫌きらわれると、あれほど……」

「第二一問！」

　澱よどんだ空気を吹ふき飛ばすように、オビザは宣言した。




　その後も儀式（？）は続いた。

　西也は第二七問でようやく正解した。

　ちなみに問題は『日本人で最初にノーベル物理学賞を受賞したのはだれか？　一、バラク・オバマ。二、ダライ・ラマ。三、湯ゆ川かわ秀ひで樹き。四、ウィンストン・チャーチル』だった。

　いきなり楽勝すぎる。そもそも日本人、一人しかいないし。

「さ、三番……」

「正解！」

　ぴんぽんぴんぽーん！

　西也の足あし下もとの魔法陣が、『火』の象しよう徴ちようらしく赤々と輝く。彼はげっそりとしてへたりこんだ。

「やれやれ……これまでの苦労はなんだったのか……」

「知らん。すべては魔ま導どう書のお導きじゃ」

「くそっ。用が済んだら焼き払はらってやる……」

「なにか言ったかの!?」

「いや、なにも。ほら、さっさと続きをやれ」

　うるさげに手を振る。オビザは『ふん』と鼻を鳴らし、出題を続行した。

「第二八問！」

　それからも難問と悪問は続いた。

　二周して第三四問でマカロンが正解。ちなみに問題は『第一一八回天皇賞で優勝した競走馬は、次のうちどれか？　一、オフサイドトラップ。二、サイレンススズカ。三、ステイゴールド。四、メジロブライト』だった。

「一番だろん……」

「正解！」

　ぴんぽんぴんぽーん！

　マカロンの足下で魔法陣が『木』の象徴っぽく緑色に輝く。

「……っつーかいまの、最初に可児江くんがミスった問題だろん！」

「ふーむ。そうだったかの？」

「……うわー。問題の重複とか、もうね……安っぽいクイズゲーム？　こういう覚えゲーとか最悪ろん……！」

「第三五問！」

　こういうのも老人力というのだろうか？　オビザはいかなる不平不満、ツッコミに対しても涼すずしい顔だった。

　出題は続く。

　さらに三周して第四二問。

　ティラミーがやっと正解した。問題は『自伝「俺の色は死だ」を書いたラッパーは次のうちどれでしょう？　一、アイスバーグ・スリム。二、アイス・Ｔ。三、アイス・キューブ。四、ヴァニラ・アイス』というわけのわからないものだったのだが──

「ああっ、どれだっけ、どれだっけ……もう知らないみー！　に、ににに……二番だみー！」

「正解！」

　ぴんぽんぴんぽーん！

　と、当てずっぽうの解答が当たってしまった。むしろこれまで当たらなかったのが不思議なくらいである。

「ふう……」

「さあ、残るはあと一名！　モッフルさん、がんばりましょう！」

「も、もっふ……」

「第四三問！」

　じゃんっ！

　モッフルにまた似たような問題が来た。『新に渡と戸べ稲いな造ぞうの著書でも有名な、日本のサムライの哲てつ学がくとはなんでしょう？　一、武士道。二、騎き士し道どう。三、剣けん道どう。四、北海道』。

「よ……」

　モッフルは言いかけて、全員の殺気立った視線に気付き、躊ちゆう躇ちよした。

『よ……？』

「よ、よ……」

　西也をはじめとして、全員が『次にマジメに答えなかったらコロす』と目で言っていた。

　もううんざり。さっさと先に進みたい。ここまで苦労して正解を答えてきたのに。ここでおまえ、ウケ狙ねらいで変な解答したら……もちろんわかってるよな？

「もっふ……」

　モッフルは肉球を震わせた。

　深い葛かつ藤とうが漂ただよってくる。おおかた、『ここで「一番」と答えるのは、エンターテイナーとしての敗北を意味するのでは？』だとか、どうでもいいことで迷っているのだろう。

「よ、よ、よ……」

「よ……？　時間が迫せまります。さあお答えください。五秒、四秒……」

「よ……」

「よ？」

「くっ……！（泣）　一番……一番ふも！」

　断腸の思いで空気を読み、モッフルが叫んだ。目め尻じりに涙なみださえためている。バカか、こいつは。

　ともあれそれは正解だった。

　ぴんぽんぴんぽーん。

「はい正解じゃ！　とうとう五つのエレメントが揃そろいました！　儀式は次の段階へ！」

　五ご芒ぼう星せいを象かたどる魔法陣が、ひときわ強い輝きを発した。

　まばゆいほどの光の渦うず。五つの元素の象徴が入り乱れ、陣の中心にそそぎ込まれる。あふれかえる神秘の力。無数の魔法的粒りゆう子しが踊おどり、幾き何か学がく的な紋もん様ようの中を飛び回る。

　閃せん光こう。

　強い閃光。

　やがて五つの力が融ゆう合ごうし、美衣乃の体を包みこむ。

「おおっ、これは……!?」

「なにか来るみー！　なにか来るみー！」

　術式がひとつの力へと結合し、五つの光がはげしく瞬またたく。

「も、もっふ……！」

　やがて空間に亀き裂れつが生まれ、大小無数の破片と共に、それらが飛び散ると──一連の大きな文字群が顕現し、彼らの前で強く光り輝いた。

『第一ステージ・四択たくクイズ、クリア！』

　と、その文字は示した。

『続いて第二ステージ！　○×クイズです。ひとりが五問正解したらクリア！　みんな、がんばれ！』

「……と、いうわけじゃ！　みんな、がんばれ！」

　たちまちモッフルたちは五芒星の頂点から離れ、オビザに殺さつ到とうして、敬老精神をかなぐり捨て、容よう赦しやなく殴なぐる蹴けるの暴行を加えた。いすずが毎度のマスケット銃じゆうで制止しなければ、一同はオビザが立てなくなるまで暴行をやめなかっただろう。




　あいにくオビザ老人はああ見えて人喰い鬼オーガなので、意外とタフだった。

　死にそうになりながらも、肩かたで息して『儀ぎ式しきを終えるには指示に従うしかないのじゃ』とモッフルたちを説得し、なんだかんだで○×クイズに挑ちよう戦せんさせた。

　儀式は進む。いろいろ中略。第二ステージをクリア。

　さらに第三ステージの早押しクイズが五人を待ち受けていたが、これも歯を食いしばってクリア。

　魔ま法ほう陣じんが輝かがやき、空中に『全ステージ、クリア！』の文字が浮うかび上がる。どこからともなくファンファーレが鳴り響ひびき、五人の健けん闘とうを讃たたえる拍はく手しゆ喝かつ采さいが聞こえてきた。

「こ、これで全部か……？」

　西也がつぶやく。ほかの面子メンツも半死半生でげんなりとしていた。

「さよう！　よくがんばった！　……では術式発動の前に順位の発表じゃ！　優勝は千斗いすずちゃん！　第二位は可児江西也くん、第三位は──」

「もうそういうのいいから」

「じゃが、まだ視し聴ちよう者プレゼントのクイズが──」

「さっさと発動させろ！」

「……つまらんのう。では発動です」

　オビザがパチンと指を鳴らす。

　魔法陣がまたぞろ色々と光ったり輝いたり、エラそうな紋様やら紋もん章しようやらがうねうね動いたり回ったりして、術式が完成していく（……ように見えた）。

「今度こそ本当のようね……」

　いすずが言った。魔法のことはさっぱりなので、西也としては気を引き締しめなおして身構えるしかなかった。

「エータ・ウラス・ノー・アーノ・エーバン・ワー・イードイ！　我、ゴランビザの子オビザが命じる！　バンドウ・ビーノに憑ひよう依いせし霊れい魂こんよ！　いまここに顕けん現げんせよ！」

　紋章が美衣乃の全身を取り巻く。

「わ、わわ……あの!?」

「動くな！　そのまま！」

　目もくらむような閃光。

　光が晴れると、そこには力を失い棒立ちする美衣乃と、黒服の男の姿があった。

　見た目は二は十た歳ち前後くらいだろうか。透すき通るような白い肌はだと、濡ぬれたように輝く黒い髪かみ。男でありながら、切れ長の目が妖あやしい魅み力りよくを放っている。

　その男は艶つやのある微び笑しようを浮かべ、美衣乃を背後から抱だきすくめていた。美衣乃は気を失っているようで、青白い顔でぐったりとしている。

「…………」

　西也はその姿を見て、蜘く蛛もの巣にからめ捕とられた蝶ちようを連想した。

「あ……あの男が悪あく霊りようなのか？」

「さよう。かりそめの姿じゃろうがな。本来は実体を持たない存在じゃ。それがわしの術式によって、こうして形をとったことになる」

「むう……」

　西也が漠ばく然ぜんと想像していたのは、いかにも悪霊らしい感じの姿──黒いフード付きのマントをまとった骸がい骨こつとかだったのだが。美衣乃に憑依する悪霊は、ある種の神こう々ごうしさすら漂わせていた。いやいや、ハンサム顔なら自分も負けないぞ。うん、あっちは不健康そうだし。負けてないったら負けてないのだ。

「それで、可児江くん。どうするの？」

　いすずが言った。

　なぜそこで俺にふる。俺だって悪霊なんぞと話したことないのに。

「う、うーむ……どうすると言われても……だな……」

「相手が自分よりハンサムだから、珍めずらしく気き後おくれしてるのね？　しっかりしなさい」

　図星。

「な、なにを……！　そんなことない！　そんなことないぞ!?」

　西也が躍やつ起きになって否定しているのをよそに、ティラミーが容赦なく悪霊を罵ば倒とうした。

「やい、このクソ悪霊！　よくもビーノちゃんに悪さしてくれたみー！　まずは名を名乗るんだみー！」

　直球ストレートの質問。こういう時はティラミーみたいな空気読まない奴やつがいると助かるなあ、と西也は思った。

《私の名か？　ふっ……。そんなものはない……》

　悪霊の声があたりに響きわたった。想像通りの美声だった。

「ぐ、ぐう……」

「可児江くん。またちょっと負けたと思ってない？」

「い、いちいち指し摘てきするな！　ほっといてくれ！」

　やや涙目で抗こう議ぎする。

「そこ、可児江くんといすずちゃんうるさいみー。……やい、悪霊！　名前がないとかカッコつけてるんじゃないみー！　だったら、おまえのことは勝手に『悪霊ビチゲローン』と呼んでやるみー！」

「ろん。くくっ……び、ビチゲロ……くくっ」

　マカロンにはツボったようだ。うつむき、肩を震ふるわせる。

　だが悪霊は笑いも怒おこりもしなかった。

《よかろう。貴様らの好きな名で呼ぶがいい。言こと霊だまはその身に跳はね返るもの。醜みにくい言葉は、貴様らの魂たましいを汚けがすだけよ……》

　西也はちらりとオビザを見た。わりと真ま面じ目めな顔でうなずいている。『本当だ』と言いたいのだろう。

「気をつけるんじゃ、ティラミーどん。言霊というのはそうしたもの。みにくい言葉をぶつければ、それだけ自身の魂の力を失うことになる。除じよ霊れいも難しくなるのじゃ」

「では悪霊ビチビチゲロローン！　ビーノちゃんから離はなれるんだみー！」

「話、聞いてたのかよ!?」

「むしろ汚きたなさが強化されてるふも」

「ろ、ろん。び、ビチビチゲロ……わはは！　わははははは……！」

「わたし、マカロンの笑いのツボがわからないわ……」

　いすずが肩を落としたり、マカロンが転げ回ったり。毎度の面子の毎度のノリなのだが、悪霊は微み塵じんも困こん惑わくを見せなかった。なにかの雑音でも聞いただけのように、美衣乃のほっそりした顎あごを手に取り、そっと頰ほおを寄せ、愛の言葉でもささやくように口を開く。

《この娘むすめから離れる……？　無理な相談だな》

「相談なんかしてないみー！　離れなければ、おまえをやっつけるんだみー！」

《ふっ、できもしないことを……》

「では、こいつを食らうんだみー！」

　ティラミーがポシェットから金属バットを取り出し、悪霊めがけて猛もう然ぜんと突とつ進しんした。爆ばく発はつ物ぶつの攻こう撃げきでは、美衣乃を巻き込むと判断してのことだろうが──

「おい、やめるんじゃ！」

　オビザが制止する。

　儀式の前の注意事じ項こうで、『許可なく攻撃を加えるな』と言われていたのだが、長いクイズ儀式ですっかり忘れているようだ。

「ぬおおおおおおっ！　ボクの怒いかりと愛の力、思い知るんだみー！」

　跳ちよう躍やく。悪霊の頭めがけて、金属バットをフルスイングする。

　だがティラミーのバットは空から振ぶりして、地面をむなしく打ち付けた。

「みー？　……こ、このっ！」

　さらにスイング。やはり悪霊に攻撃は当たらない。

《無む駄だなことを……》

　悪霊がティラミーをひとにらみする。

　その直後、『事故』が起きた。ティラミーの手から金属バットがすっぽ抜ぬけ、地面に当たって跳ね返ってから、ティラミー自身の顔面を直撃したのだ。

「ぐほはぁっ！」

　ティラミーは鼻血を噴ふき出し、昏こん倒とうする。

　傍はた目めには偶ぐう発はつ的にティラミーが自爆したようにしか見えなかったが、なにしろ相手が相手だ。なんらかの呪のろいで、『そうなるように仕向けた』と考えるのが自然だった。

「ティラミー!?　おのれ、よくもやってくれたろん！」

　マカロンが激げつ昂こうする。どこに隠かくしていたのやら、自転車のチェーンを振り回して、悪霊めがけて突撃を敢かん行こう。

「ゴルァ!?　そこ動くんじゃないろん！　食らええええ！」

《ふん……》

　チェーンを悪霊にたたきつけようとした瞬しゆん間かん、マカロンは足を滑すべらせた。

「ろ、ろん……？」

　そのまま転てん倒とう。チェーンがムチのようにうごめき、マカロンの顔面に叩たたきつけられた。

「ぐぎゃああ───！」

　流血してのたうち回るマカロン。

「ま、マカロン!?　そんなザコっぽい悲鳴が出るほどのダメージを……。もっふ、よくも！」

「やめるんじゃ！」

　続いて突進しようとしたモッフルを、改めてオビザが制止した。

「あの悪霊は、まだ実体化しておらぬ！　どんな攻撃も効かんのじゃ。いや、それどころかあの通り、攻撃がそのまま跳ね返ってきて手傷を負うことになる！」

「なら、武器を使わなければいいふも。ぼくの肉球に気を乗せ、増ぞう幅ふくしてたたき込めば……！」

　モッフルが腰こしを落とし、全身の気を高めた。

「行くふも！　悪霊ビチビチゲロローン！　魂の一撃を受けるがいい！」

「やめいと言うのに！」

「うおおおおおお！」

「聞けって！」

　モッフルが突進。神秘の力が肉球に宿り、『ボウッ！』と青白い炎ほのおをあげる。

（前から思っていたことだが、あいつはその場のノリで強くなったり弱くなったりするんだよな……）

　と西也が思っているのをそっちのけに、モッフルは悪霊に襲おそいかかった。

「たとえ実体化していなくても、この攻撃には耐たえられまい！　秘技・天てん魔ま覆ふく滅めつ拳けん！　血ち反へ吐どをはいて這はいつくばるふもぉ────っ！」

《愚おろかな……》

「もっふ……？」

　ひとにらみでモッフルが転倒。空中で一回転半して地面に激突。炎をまとった拳こぶしが自分の顔面にヒット。打撃そのものは大したダメージではなかったようだが、高められた炎の気が解放されて、モッフルの全身を火だるまにした。

「ひぎっ、ぐげぎやぁぁあ─────っ！」

　マカロンよりもさらにザコっぽい悲鳴をあげて転がり回る。炎が消えると、モッフルは血反吐をはいて這いつくばった。

「も、もっふ……」

「だから言わんことではないのじゃ……！」

　早々に三匹びきが撃破されてしまった。残るのは西也といすず、オビザだけだ。ロープレなら即そくリセットしてロードするレベルの損害である。

「くっ……どうしたらいいのだ？　説得なんぞ聞かんだろうし、物理的な攻撃もできない。これでは苦労して呼び出したとしても、何ら手を打てないではないか……！」

「うむ。それが妙みようなんじゃ。通常、この手の術式で顕けん現げんした悪霊は、その段階で苦しみ、実体化しているものなんじゃが……こやつはそうなっておらん。相当、強力な霊れい魂こんと考えるべきじゃ」

「だったら、これならどうかしら？」

　いすずがマスケット銃じゆうを取り出し、ぴたりと悪霊に向けた。

「おい千斗、やめろ！　そんな銃では……」

「この『シュタインベルガー』は、我が家に代々伝わる魔銃よ。数多くの魔物や猛もう獣じゆうを葬ほうむり去ってきた。金属バットや自転車のチェーンとはわけが違ちがうわ」

「だが……」

「そして」

　いすずが銃に弾だん丸がんをこめる。先込め式のマスケットのはずなのに、なぜかレバーアクションのライフルみたいなポートがあるのだ。

「いま込めた弾丸は、万一に備えて持ち歩いている破魔の弾たまよ。いつもの折せつ檻かん用の弾とは違う。あの魔法使い──かつて栗くり栖す隆たか也やと名乗っていた存在を撃うったときも、この弾だったわ。たとえ実体がなかろうと、効果はあるはず」

《ほほう、おもしろい。確かに魔銃のようだな……。だが、たとえ霊的な武器であろうと、我が身には傷ひとつつけられぬぞ？》

　悪あく霊りようがせせら笑った。

「呪いで干かん渉しようできるものなら、やってみなさい。この魔弾を止める力など、おまえには無いはずよ……！」

「千斗、待て──」

「覚かく悟ごっ！」

　いすずが引き金をひいた。

　だが、魔弾は発射されなかった。それどころか、銃は小さな火花を散らしただけで、それきりうんともすんとも言わなくなる。

（不発か？　いや──）

　それ以上考えるより先に、西也の体は動いていた。

　弾はじかれたように、いすずめがけて走る。そう遠い距きよ離りではなかったが、それでも二秒かそこらはかかった。いすずは困惑顔で、自身の手の中で沈ちん黙もくする『シュタインベルガー』の火皿を見下ろそうとして──

「……っ！」

　ほとんど彼女を突つき飛ばすようにして、西也は銃をその手から叩き払はらった。直後、その魔銃が地面に落ちるよりも先に破は裂れつした。耳をろうする爆ばく発はつ音。飛び散る木片と金属片。焼けた銃身が跳ねて、西也の鼻先をかすめ飛んでいった。

　いすずを押し倒たおした格好で、西也は大きく息をつく。

　小さな破片が当たったのか、いくつか切り傷の痛みが走った。だが大きな怪け我がはしていないようだ。

「千斗。怪我はないか？」

「……ええ。大だい丈じよう……夫ぶ」

　そう言いながらも、いすずは朦もう朧ろうとしているようだった。ぱっと見たところ、目立った外傷はないようだ。だが自分の体から引っ張り出すような魔法の武器が破は壊かいされたのだ。西也にはよくわからない理り屈くつで、なんらかのダメージを受けたのかもしれない。

《ふっ。惜おしかったな。その娘の銃の威い力りよくは本物だった。自らの命を奪うばうほどに。だが、邪じや魔まが入ってしまったようだ。より大きな絶望を味わうことができたのに……》

「貴様……」

　西也は立ち上がり、悪霊を見み据すえた。

　腹が立っていた。

　こんなに自分が怒おこったのは、どれくらい久しぶりだろう？　いや、いつもぎゃあぎゃあ部下どもを怒ど鳴なり散らしてはいるが、こういう怒いかりは滅めつ多たに感じたことがなかった。

　西也の怒りを感じたのだろう。心ここ地ちよさそうに悪霊はほほえむ。

《さて、どうするかね？　お前も私に殴なぐりかかるか？　そこらの安っぽい武器を使うか？　まあ、なんでもいい。好きにするといい》

「くっ……」

　悪霊の言うとおり、西也に打つ手はほとんどなかった。

　自分は頭脳明めい晰せき、運動神経抜ばつ群ぐんのイケメン様ではあるのだが、それだって常識的なレベルでの話だ。モッフルみたいに変な技わざを使えたり、いすずみたいに変な武器を使えたりするわけでもない。

「……そうだな。話をしよう」

　すぐに飛びかかって殴りかかりたい衝しよう動どうを必死にこらえ、西也は言った。

　好機を待とう。好機を。話してさえいれば、なにか取っかかりはつかめるかもしれない。

「えー、我々の希望は、おまえを滅ほろぼすことではない。伴藤美衣乃への憑ひよう依い活動をやめ、どこなりと好きなところに行ってくれれば、それでいいのだが……。それは吞のめない条件なのか？」

《吞めないな。これほど健すこやかで強い魂たましいを持つ者は、そう滅多にいないのだ》
















「つまりおまえは、伴藤美衣乃に好んで憑依しているというのか？」

《当然だよ。この娘むすめ……伴藤美衣乃はすばらしい地上人だ。いかなる困難、いかなる逆境にも負けない心。決して周囲を恨うらまず、どんな時でも笑え顔がおを絶やさない。これほどの娘は、そう滅多にはおるまい》

「俺にはよくわからんな」

《ほう？》

「そういう前向きな人間よりも、もっと弱い人間に憑依した方が楽なのではないか？　……なるほど、伴藤美衣乃は健気けなげな子だ。しかし彼女のような人間を屈くつ服ぷくさせるには、それだけの労苦を伴ともなうだろう」

　すると悪霊はくすりと笑い、いとおしそうに美衣乃の顎あごをなで回した。

《ふふっ……。カニエ・セイヤだったか？　お前は少々、話ができる相手のようだな》

「世辞などいい。質問に答えろ」

《この娘のような地上人の絶望こそ、われらにとってはこの上ない美味なのだ。考えてもみるがいい。ちょっとした友人との諍いさかい、日々の生活の鬱うつ屈くつごときで、心を弱める者の絶望など、取るに足らぬと思わんか？》

「むっ……」

《わかったようだな？》

　悪霊がにやりと笑った。西也の気持ちを見み透すかしたかのような笑いだった。

《そう、なんの価値もないのだ。雑草と同じよ。胸くそが悪くなる！　小さな者の悲しみ。小さな者の葛かつ藤とう。それがいったい、われらの腹の足しになるのか？　……否いな！　より気高い魂の屈服にこそ、私はその喜びを見いだすのだ！》

　つまりこの悪霊は、美衣乃のような健気な人間──多少の困難にもめげないような前向きな人間こそ、屈服させた時の絶望が心地いいと言っているのだ。

《今日も楽しかったぞ。この娘──伴藤美衣乃はぎりぎりのところで耐えている。だがとうとう限界がきた。一人で泣き叫さけんでおったが……その泣き声は久々の美酒であった！》

「ふむ……」

　もう怒っている段階ではなかった。

　いつぞや、ラティファから聞いた話を思い出す。

　このパークの妖よう精せいたち、いわゆる『リアルキャスト』たちは、地上人の『楽しいと思う心』──アニムスを糧かてにしているという。だとしたら、この悪霊の糧とは『反アニムス』なのではないか？　人間の楽しいと思う心ではなく、絶望や怒り、負の感情を一種のエネルギーにしている。

　事実、ほとんどそれに近いことを言っている。だとしたら──

「つまり、美食家なのだな？」

《くくっ……。なかなか的確な表現だ、地上人よ》

「うむ。だとしたら、だとしたら……。うん」

　超ちよう高速で考えをまとめ、西也は悪霊をにらみすえた。

「さっき『胸くそが悪くなる』と言ったな？　……たとえば、だが。ものすごくまずいものを食べるのは、やはり気分が悪くなるとか……そういうことはあるのか？　たとえば、ひどく矮わい小しような、くだらない、いかにも卑いやしい、そういう絶望を話されたら？　おまえのダメージになったりとか、そういうことはあるのか？」

　ここからは賭かけだった。

　さっきオビザに使ったときは大はずれだったが──

（いましかない……！）

　決断。西也はグレネード弾だんを使った。

　つまりラティファから授かった、例の『一度だけ相手の心を読む魔法』を発動させた。こんな悪霊に通用するかどうかなど、さっぱり予想もつかなかったが──

　聞こえた。

（──おおっと！　これは油断のならない男よ。いまの私はあの老いぼれの術式によって、すべての言こと霊だまに影えい響きようを受ける。強く純じゆん粋すいな絶望や怒り、そして敵意──これは我が糧だが、そこに不純物が混じるのはたまらぬ。つまりそこにアニムスが混じるのは──）

　時間切れ。声は途と絶だえた。だが──

「充じゆう分ぶんだ」

　西也は酷こく薄はくな笑えみを浮うかべた。

《ふん。充分？　私はまだ、なにも言っていないのだが……》

「いや、充分だ。……なあ、悪霊。ビチゲローンだか何だったか？　まあ、どうでもいい。すこし個人的な話をしてやろう。俺の学校生活についてなんだが……」

《ふっ。なにを言う》

「いいから聞けって。……俺は学校に友達がいなくてな。いつも居い心ごこ地ちの悪い思いをしているのだ。まあ、なんだ。そんな自分の姿を見られるのが、イヤでイヤで……いつも男子トイレに一人でな……」

　言いながら、泣きたい気分になってくる。だが同時に、あの悪霊の取り澄すました顔に、なにか困こん惑わくとか動どう揺ようのようなものが浮かんでくるのを察して、なんともいえない楽しい気分になってきた。

　ああ、やっぱりそうだ。間ま違ちがいない。

　こいつは、こういう話が一番苦手なんだ。

《……やめろ》

「……男子トイレで、一人で昼飯を食うんだよ。しかもまあ、下品で申し訳ないんだが、カレーパンを食うことが妙みように多い。便所で、カレーパンだ……。涙なみだが出てくるぞ？　でも食うしかない。想像してくれ、冷めたカレーの具の、あの舌した触ざわり」

《やめろ》

「あまつさえ、たまに隣となりの個室に、本来の用事がある奴やつも入ってくるんだ。水を流していろいろ気を遣つかってくれるが……やっぱり聞こえてしまうわけだ、音が。そんな音を聞きながら食うカレーパンの味。想像できるか？」

　きっちりと心をこめて、西也は言った。

《やめろ……》

「もちろんたまには、心ない生徒が大声で言うんだ。『おい、便所でカレーパン食ってる奴がいるぜ？　ギャハハハハ！』だのなんだの。トイレットペーパーやモップを投げ込まれたこともある。……本当の絶望って、意外とすぐそばにあるんだよな。そう思わないか？」

《やめろ……！》

　おお。

　効いてる。効いてる。

　だがイケメンの俺様的には、これくらいしかネタがない。もっとこいつにダメージを与あたえなければならない。どうすれば……？　いったい、どうすれば……!?

「ろ、ろん……。それだったら……」

　と、マカロンが肩かたを震ふるわせ、身を起こした。

　鼻血ダダ漏もれの無む惨ざんな姿だったが、それでも西也の告白を聞き、その効果を察したようだった。

「ぼ……僕の話も聞いて欲しいろん。別れた嫁よめさんの……話だよ」

《やめろ……！》

　その爆発力のすさまじさを予感したのだろう。悪あく霊りようの声には、もはや当初の余よ裕ゆうはなかった。

「僕の元嫁、元アイドルなんだろん。昔もいまもきれいな人でねえ……？」

《やめてくれ》

　やめるな、マカロン……！

「まあ、現役当時のただれた生活も何度か聞かされたよ。黒くろ髪かみロングの清純派で売ってたくせに、実は同時に五人の男と付き合ってたろん」

　そうだ、マカロン！　やってやれ！

《やめるんだ！》

「バンドのギタリストとか、事務所のプロデューサーとか、スポンサーの偉えらい人とか、なんやかや」

　行け！　マカロン！　行け！

《やめろ……やめろ……！》

「ＩＴ企業の社長のポルシェで、イベント会場まで送ってもらったこともあるんだって。すごいよね。そんな女がファンと握あく手しゆしてたんだよ。最悪だろん。ひどいろん。……なにがひどいって、その後、夫になった僕にそんな話をするあの女の感性。すさまじいろん」

《……やーめーろーっ！》

　悪霊のシルエットがぼやけ、ちらちらとまたたく。

「これは絶望だろん。違うかなあ？　絶望、だよね？」

《ぐっ、うぬうっ……！》

　ダメージ入ってる、入ってる……！　大おお幅はばに入ってる！

「もっふ。では、ぼくの番だふも！」

　ゆらりとモッフルが立ち上がると、悪霊が裏返った声をあげた。

《ひっ……》

「マカロンほどじゃないけどね。ぼくも色々あるふもよ。とりあえず、長年恋こい焦こがれた女を、どっかの王様に奪うばわれた話でもしようかな……」

《や、やめろ！　ＮＴＲ系は……本当にダメなのだ！》

「もっふ。一度味わうといいよ。マジで人生観、めちゃくちゃになるレベルだから」

《助けて……！》

「もっふ。食らうがいいふも！　ぼくと彼女の四半世紀！　そしてその悲劇的な結末を！」

　中略。

「一番キツかったのは、侍じ女じよから聞いた毎晩のメニュー！　あの王様、亜あ鉛えんが多めの食べ物ばかりとってたふも！　この意味がわかるふもか!?」

《ぐわあああ─────っ！》

「あと謁えつ見けんするたび、いつもいちゃついて見せやがるふも！　このぼくの前で！　そのたびにクーデターを起こして王都を火の海にしたくなるふも！」

《やめろ！　やめてくれ！　ぐふわあぁ──────！》

　悪霊が苦しむ。モッフルも同じくらい苦しんで涙目になる。

　だが、そのダメージは悪霊の方が上だった。

「……効いてるふもね。よし！　だれか続くふも！」

「ならば！　いよいよボクの出番だみー！」

　ティラミーが力強く立ち上がった。

《ひっ……やめろ！》

「世間にはいろんな女の子がいるんだみー！　でも、『これから死ぬ』とかのメールを一時間に一〇〇回されなくちゃ、まだ絶望とは言えないんだみー！」

《聞きたくない！》

「いいや、聞くんだみー！　では、ボクが出会った色々病んでる女の子との、しんどいストーリーを食らえ！」

　中略。

「──三回引ひっ越こしたみー！　全部突つき止められたけどね！　郵便受けに血まみれの（ピ────）とか入れられて！　これ、絶望だみー!?　絶望だみー!?」

《ひぎいっ、ぐがげぎひやぁぁあ─────っぴ！》

　ティラミーの過去の女話を食らって、悪霊はザコっぽい悲鳴をあげた。マカロンとモッフルよりも、ずっと下したっ端ぱぽい悲鳴であった。

　それまでおとなしく様子を見守っていたオビザが、興奮気味に声をあげた。

「おおっ……皆みなの衆！　もう少し……あと少しで奴が実体化するぞい!?　耐たえろ、こらえろ──頭を使うんじゃ！」

「じゃあ爺じいさん、あんたも何か言うふも！」

「ええっ？　わ、わしが？」

「無む駄だに長く生きてるんだろ!?　何か言ってみるんだろん！」

「ものすごくしょっぱい話、頼たのむんだみー！」

　オビザが困惑する。

「う、うーん……。実はそれほどないんじゃが……」

「いいから言えって！」

　あと一いち撃げきだというのに、肝かん心じんの絶望ネタが出てこない。小康状態になった悪霊は肩で息をしながら、唇くちびるをにやりとひきつらせた。

《ククク……ざ、残念だったな。あと一息だったというのに……ふっ、ふははは……！》

　だがその様子にかまわず、オビザは寂さびしげに口を開いた。

「なあ。わし……よくセツコさんのことを言ってるじゃろ？」

「うん。覚えてるみー。エロい人妻なんでしょ？　お手伝いさんで」

「本当はそんな人、いないんじゃ。わしの脳内で生み出した、架か空くうのお手伝いさんなんじゃよ……」

《ぐごっ、ぐほわあ─────っ！》

　悪霊がのけぞり、絶ぜつ叫きようした。

「自分で描えがいたセツコさんのイラストに、一生懸けん命めい話しかけたりもするんじゃが……セツコさんは絵の中から出てきてくれん。クリスマスの夜、一人でコンビニ弁当を食って寝ねる前なんかな……涙が出てきおる。どれだけ呼んでも、チューしても抱だきしめても、セツコさんは出てこんのじゃから……」

《ぐがっ、ぐはっ、ぐおっ、げはあああああ───────っ！》

　雷かみなりにでも打たれたかのように、悪霊が痙けい攣れんしてくずおれる。

「むうっ。これはすさまじい絶望力ふも」

「このいたたまれない気持ち……本物だろん」

「特にクリスマスのあたり。破は壊かい力抜ばつ群ぐんだみー」

　三匹びきが戦せん慄りつする。

　確かに破壊力抜群のようだった。オビザのしょっぱい絶望話は悪霊ビチビチゲロローン（……だったか何だったか。もうどうでもいいが）に致ち命めい的な霊れい的ダメージを与え、その物理的実体をあらわにさせた。

　それまで曖あい昧まいに明めい滅めつしていたその姿があらわになり、白はく煙えんを立ち上らせた。

「よし！　これで物理的なダメージを与えられるぞい!?　そして……もはや奴に呪のろいを発動させる魔ま力りよくはない！」

《ぐっ……!?　馬ば鹿かな！　これは……!?》

　たちまち一同の目がぎらりと光った。

「はい！　敗北フラグふも！　『馬鹿な！』をいただきました──っ！」

「ティラミー！　やっちまうろん！」

「みー！　任せるんだみー！」

　すかさずティラミーは、そばに倒たおれた美衣乃を抱だき上げると、さっと悪霊から距きよ離りを取り、手元の遠えん隔かく起き爆ばくスイッチを掲かかげた。

「やい、ビチビチゲロローン！　すでにお前は『ｉＴＲＡＰ』の射程内にいるんだみー！　ボクが夜なべして作った指向性爆ばく薬やくの味、思い知るがいい！」

《ひっ、やめ──》

「ビーノちゃんが苦しんでたとき、お前はどうしていた？　どうせ笑うか、喜んでいたんだみー。ボクもたいがいゲスだけど、人の不幸を喜ぶ趣しゆ味みはない。要するに──お前は本物のクズなんだみー！」

《や、やめ──》

「やめない。くたばるみー！」

　かちっ。

　ティラミーが仕し掛かけていた爆薬入りのモジュールが、ステージの一角から射出された。空中で放物線を描きつつ回転。小型のスタビライザーで姿勢を制せい御ぎよし、そのセンサが『ｉＴＲＡＰ』と連動、ミリセカンドの単位で標的の動きと形状を察知。指向性の成形炸さく薬やくを起爆させた。

　閃せん光こう。爆発。

　数千度のメタルジェットが頭上から悪あく霊りように襲おそいかかり、その肉体を粉々に粉ふん砕さいした。

　恐きよう怖ふの悲鳴くらいはあげたのだろうが、パーク中を震しん撼かんさせるような爆発音が、それをかき消した。

「おおっ……悪霊の気配が消えたぞい。滅めつ殺さつ！　成功じゃ！」

「みー。汚きたない花火だぜ……」
















　起爆スイッチを放ほうり捨て、ティラミーは渋しぶさ全開でつぶやいた。

『言ってやった！　言ってやった！』感がものすごく漂ただよう感じだったが、西也を含ふくめ、一同は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったのであえてツッコまなかった。




　濃のう密みつな爆ばく煙えんが晴れたあと、その場所には一匹の小さな蜘く蛛もが這はい回っていた。

「……この蜘蛛は？」

　西也はオビザに聞いた。

「あの悪霊のなれの果てじゃ。いや、もともとはこの姿じゃったのだろう。それが長い年月を経て、人々の不幸や絶望を糧かてとして、あそこまで強力な霊体となった」

「ふむ……」

「おそらくは何百年もの時間じゃよ。だが、いまでは無力。なんの害もない。踏ふみつぶすのも簡単じゃ」

「そうか。おい、伴藤」

　ティラミーたちに介かい抱ほうされ、ようやく目を覚ました伴藤美衣乃に声をかける。

「は……はい」

「どうする？　殺してもかまわんし、逃にがしてもかまわん。おまえが決めるのが筋なんじゃないのか？」

　言われて、美衣乃はよろめきながら近づいてきた。

　けなげに逃げようとする蜘蛛を見下ろし、美衣乃はなにかを考えていた。ただ一歩、足を踏み出してしまえば済む話なのに、彼女はそれをしようとしなかった。

　これまでの人生で、彼女がこの虫けらにどれほどの苦しみを被こうむったか。それは西也たちの想像を超こえていた。

　だが──

　胸の中で膨ふくれ上がった激情を押し殺すように、美衣乃はつぶやいた。

「すみません。殺しちゃうのは、ちょっと……」

　つらそうで、もやもやとした声だった。だが、西也は前よりも美衣乃のことが好きになった気がした。ティラミーに至っては、感動でつぶらな瞳ひとみをうるうるさせているくらいだ。

「じゃあ、逃がすか」

「いえ、それも……。将来、だれかに迷めい惑わくをかけるかもしれませんし。どこかに閉じこめておきませんか？　なんだったら、あたしが飼ってもいいです」

「蜘蛛をか？」

「はい」

　オビザの話では、この蜘蛛がああいう悪霊に成長するには何百年を要したという。ならば、当面は問題ないだろう。

「……わかった。ただし、逃がすなよ」

「はい」

　すこしだけすっきりした笑え顔がおで、美衣乃は言った。

「みなさん。本当に……ありがとうございました」

「どってことないみー。ビーノちゃんのためなら、ボクたちなんだってするんだみー！」

　鼻の下を指先でこすりながら、ティラミーが言った。周囲の面子メンツは『まあ、ここはこいつに花を持たせてやろう』とばかり、視線を反らして遠くをみた。

「でも、これまでのバイト先では……ここまで親身になってくださる方々はいなかったんです。皆みなさんは、一生の恩人です……！」

「よ、よすんだみー。照れるって」

　美衣乃がティラミーにそっと寄り添そう。

「これで美衣乃ちゃん、ボクらのパークで問題なく働けるんだみー？　それならよかったみー」

「はい！　あたし、ティラミーさんたちのためなら、なんだってできます！」

「な、何でも!?　それは困るんだみー。でも、だとしたら、だとしたら……」

　赤面したティラミーが、美衣乃を抱きしめるかどうか躊ちゆう躇ちよしたそのあたりで──

「び、美衣乃──！」

　と、新しいだれかの声がした。

「？」

「みー？」

　見ると、そこには青いパジャマ姿の若い男が立っていた。

　年は二〇前くらいだろうか。ほっそりとしたハンサム顔で、その目には涙なみだをたたえている。どこかの病院から抜ぬけ出してきたみたいな調子だ。サンダル履ばきで、腕うでには点てん滴てきの針が刺ささっている。

　だれ……？

　一同が眉まゆをひそめる。

「お兄ちゃん！」

　美衣乃がその若者へと突とつ進しんした。

「みー？　お、お兄ちゃん……？」

　あっけにとられる一同の前で、美衣乃はその若者に抱きつき、いとおしそうに頰ほおを埋うずめる。

「お兄ちゃん！　正気に戻もどったんだね!?」

「ごめんな、美衣乃！　オレ……さっき病院で急に我に返って……！　おまえに……ひどいことしたって気付いて……。なんだか分からないけど、急に退院許可が下りたんだ！　本当、わからない！　なんでオレ、あんな真ま似ねをしてたのか……」

　固く抱き合う美衣乃と男。

「ううん？　このパークのみんなが、呪いを解いてくれたらしいの。だから、お兄ちゃんの病気も……」

「そうか、そうか……」

「本当に昔のお兄ちゃんなんだね？」

「ああ。もう、おまえを傷つけたりなんか、絶対にしないよ」

「お兄ちゃん……大好き」

　そんなやりとりを『ぬぼーっ』と見てから、西也とモッフルは顔を見合わせ（いすずはまだ気絶していた）、眉をひそめて首をひねった。

「ええと……お兄さんだと？　もしかして、あの？」

「もっふ。あの面接の時の、あのお兄さんふもね。ブリーフにタイツかぶって、包丁振ふり回した……」

　面接に来た美衣乃を刺して、それから西也たちに襲いかかって、モッフルのアッパーで撃げき破はされた、あの変態。それがいま、いきなりこうやって現れ、美衣乃と抱だき合っている。

「やはり、あれも呪いだったのか……」

「それより衝しよう撃げきなのは、呪いが解けると普ふ通つうのイケメンだったことふも……」

「あと、兄妹きようだいで過か剰じように仲がいいところもな……」

　平然とお兄ちゃんラブなところを周囲に見せつけてから、美衣乃ははっとして周囲を見回した。

「あ。す、すみません……。紹しよう介かいが遅おくれました。こちら、兄です」

「せ、先日はご迷惑をおかけしました。美衣乃の兄です。妹がお世話になってます」

　パジャマ姿のまま、そのお兄さんは深々と頭を下げた。

「あと、兄なんですけど、血はつながってません」

　しれっと衝撃発言。

「み、み─────────!!」

　たちまちティラミーがのけぞり、じたばたと手足を振り回した。

「お、おい……」

「来た来た─────！　これが絶望だみ──！」

「てぃ、ティラミー!?」

「血のつながらない兄とか、もうね!?　なにそのエロゲ!?　むしろ最近のラノベ!?　……要するにボクは、最大の敵を野に放ったんだみー！　そして立ち向かう手段は、ないんだみー！」

「ティラミー、落ち着け」

「ええい、呪のろわれろ！　おまえら全員、呪われるがいいんだみー！　絶望！　絶望！　そして絶望!!　今度はボクが悪霊になってやりたい！　それくらいのダメージなんだみー！」

　すでにボトルに放り込まれていた蜘蛛──かつての悪霊をひっつかんで、ティラミーは怒ど鳴なり散らす。

「おい！　ビチゲロ……えーと、なんだっけ!?　とにかく悪霊！　答えるみー！　ボク、お前に賛成だみー！　だからよみがえれ！　いますぐよみがえって、スカした台詞せりふでボクを誘ゆう惑わくしろ！」

「…………」

　蜘蛛はなにも言わない。ただボトルの底を、あたふたと這い回るだけだった。

「なにか言えよ!?　水責めにするみー？　それでもいいの？　あー、もう！　とにかくだれか……だれかボクを救って欲しいんだみー!!」

　ティラミーのうらみがましい声が、メープル城前にこだました。




　そういう感じで、伴藤美衣乃の除霊は成功に終わった。

　数日後聞いたところでは、病びよう床しように臥ふせていた彼女の父親はいきなり快復し、彼女を責めていたアパートの大家はふたたび穏おだやかな老婦人に戻り、家の経済状態もよくなってきて、離はなればなれになっていた家族もいずれは戻ってくることになりそうだと言う。

　結構なことだ。

　だが時系列的に考えると、除じよ霊れい（？）が終わった直後に、呪のろいにかかっていたはずの彼女の兄が駆かけつけたのは妙みようなのだが──

「そういうものじゃ。呪いの有う無むに応じて、前後の因果も影えい響きようを受ける」

　と、オビザは言った。

「もしあの除霊に失敗していたら、あの兄ちゃんは現れなかった。病院とやらの退院許可も、最初から下りなかった。そういうことになるんじゃ。深く考えるな」

　いろいろと奇き妙みような魔ま法ほう的現象を目まの当たりにしていることもあってか、西也はそれ以上の追及はしなかった。

　それよりも──

「なあ先生。相談があるのだが……」

　あの除霊の後、西也はオビザに声をかけた。

　たしかにピンボケで頼たよりない爺じいさんではあるのだが、結果として美衣乃の呪いを除去することの一助になった人物だ。アホだしエロいし、扱あつかいは難しい。しかし、その腕には見るべきところがある。

「なんじゃ？」

　どこぞの魔法の国への帰り支じ度たくをしていたオビザは、あらたまった西也の様子に眉をひそめた。

「診みて欲しい人がいるんだ。貴人、といってさしつかえない女性なのだが……」

　貴人とはもちろんラティファのことだった。

　ラティファもまた、正体不明の呪いによって不自由な思いをしている少女だ。あの悪あく霊りようの呪いとは別種のものかもしれないが、それでも、西也は藁わらにもすがるような思いで相談するしかなかった。

　もちろん、メープルランドが国家の力を総動員して、それでもラティファの呪いを解けなかった事情は聞いている。だとしても、それであきらめるのは違ちがう気がしたのだ。少しでも可能性があるなら、このオビザでも相談はしてみるべきでは？

　オビザは『よかろう』と答え、息を吹ふき返したいすずと西也に伴ともなわれて、空中庭園に向かった。事前に事情を聞いていたラティファは、困こん惑わくしながらもオビザに向かって頭を下げた。

「あの……先生。お願い……します」

「うむ。では、パンツを脱ぬぎなさい」

「は、はい……」

　ラティファはおろおろとスカートの裾すそに手をのばした。

　西也に殴なぐられ、いすずに撃うたれ、『今後メープルランドとの契けい約やくでは決してセクハラ行こう為いをしないこと』と血判を押すことを強要され、ようやくオビザは普通におとなしくなった。

「勢いで脱ぎそうじゃったのに。なんて邪じや魔まをしくさるんじゃ、おぬしらは!?」

「うるさい!!」

「あー、つまらん……」

　そうしてやっと、普通の診しん察さつに入った。

　一時間後──

「わしの手には負えんな」

　診察が終わると、ごく真ま面じ目めな声でオビザは言った。

「やっぱり、そうか……」

　西也はため息をつく。いすずも同様だった。万一の成果がもしあったら……と何かに期待していたのだろう。

「ただ」

　オビザが付け加えた。

「似た症しよう状じよう、似た波動が……昔読んだ書物にあったかもしれん。ずっと昔……いまは失われた遠い魔法の国で。探せば、なにかのヒントはあるかもしれんな」

「本当か……？」

「さすがにな。噓うそは言わんよ。まあ、同時に保証もしかねるがの」

「調べてくれ！」

「む……まあ、いいじゃろう」

　身を乗り出した西也に気け圧おされながら、オビザは言った。

「ただし、期待はするなよ？　本当にあやふやな記き憶おくなんじゃ。あの姫ひめさんを癒いやせるくらいなら、セツコさんが顕けん現げんしてわしの愛人になる方が現実的なくらいじゃよ」

「なんでもいい。報ほう酬しゆうは望むだけ弾はずむ」

「よかろう。それでは──またいずれ、な」

　そう言ってオビザはパークを後にしたのだった。




「そういえば、可児江くん……」

　その日の執しつ務むが終わってから、いすずが言った。

「なんだ？」

「まだお礼を言ってなかったわね。あの時は、ありがとう」

「？　なんのことだ？」

「あの儀ぎ式しきのとき……」

　いすずの声にはためらいがあった。

「儀式？」

「伴藤さんの除霊よ」

「ああ」

　ようやく思い出した。あのとき、悪霊の力で爆ばく発はつしそうになったマスケット銃じゆうから、西也は捨て身で彼女を救ったのだ。

「あなたみたいな人だから、平気でわたしを見捨てるかと思ったわ」

「なにを人聞きの悪い。俺はとても使える男だし、いざとなったら女はばっちり守る。超ちようかっこいい奴やつなのだぞ？　そんな当たり前のことも知らなかったのか？」

　ごく当然に言うと、いすずは肩かたを落とした。

「ええ、そうね。あなたなら、そう言うでしょうね……」

「うむ」

　胸をそらし、西也はうなずいた。

「ちなみにあの悪霊を討うち滅ほろぼす突とつ破ぱ口こうを開いたのも、この俺だ。さっきモッフルたちにネチネチネチネチ、ネチネチネチネチと強調しておいたので、当分はおとなしくしているだろう」

「きっと彼らはこめかみに青筋を立てていたでしょうね」

「それも当然だ。なにしろ俺は、超デキる男だからな。妬ねたまれるのは仕方がない」

「そう……」

「わかったな？　わかったら、ウダウダ考えずに秘書業をまっとうしろ。どうせおまえの取り柄えなんぞ、そんなものなのだからな！」

　西也が高笑いする。

　そこまで言われて大人しくしているいすずではなかった。

　例によって、ずるっとスカートの下からマスケット銃を抜ぬいて、西也にぴしりと突つきつける。

「思い上がるのはわかるけど、いい加減にしなさい」

「おいおいおいおい。　待て！　その銃、儀式の時に暴発したはずだぞ？　なんでこのタイミングで出てくるのだ!?」

「『シュタインベルガー』は先祖代々の武器だけど、家の倉庫にだいたい五〇挺ちようくらいあるの」

「それって先祖代々なのか……？」

「スペアはたくさんあるということよ。だからあなたの血で汚けがしても、あまり問題ないの」

「やれやれ。感謝したり、脅おどしたり。こちらはクタクタだな」

　ため息をついて、西也は言った。

「まあ、今日は疲つかれた。撃つなら勝手に撃ってくれ。それじゃあな……」

　いすずの武器にはかまいもせず、早足でその場を立ち去ろうとする。

　その背中に、いすずが声をかけた。

「可児江くん……」

「まだ何かあるのか？」

　いすずは何かを言おうとして、その言葉を飲み込み、何度も反はん芻すうして、けっきょく力なくつぶやいた。

「いえ……おやすみなさい」

「うん。おつかれ」

　それだけ言って、西也はいすずの前から立ち去った。
















　プロモーションビデオを撮とろう！







　こんにちは。広報部長のトリケンです。

　東京郊こう外がいのテーマパーク、『甘あま城ぎブリリアントパーク』で働いております。魔ま法ほうの国レックスランド出身の、しがない恐きよう竜りゆう系マスコットです。

　私の勤める『甘城ブリリアントパーク』（以後甘ブリ）は、去年度まで潰つぶれる寸前の遊園地でした。そこに燦さん然ぜんと現れた高校生にして支配人代行、可か児に江え西せい也やさんのおかげでどうにか命脈を保っております。私トリケンは広報部長として、可児江さんのお仕事をあれこれ手伝う毎日です。

　別名、雑用係でもあるのですが。

　さて。わが愛する甘ブリでは今年度、いろいろとリニューアル企き画かくが進行中です。そこで今回、ＰＶを制作することになりました。

　はい、ＰＶです。プロモーションビデオです。

　ネットで流すだけでなくて、関東地方のＵ局でもＣＭとして放映する予定です。

　ゴールデンウイーク前にも、新ステージ企画のＣＭを用意したのですが、これは外注しました。今回は予算を減らすため、不ふ肖しようこのトリケンが制作担当を仰おおせつかることになりました。なにしろ広報部長ですから。まあ、広報部といっても私一人だけですが。ひどいパークです。

　とにかくですね、苦労して作りましたよ、ＰＶを。

　これまで撮りためてあった素材と、フリーの楽曲を組み合わせて、それなりのものになりました。こう、ピピッと来るような傑けつ作さくは無理でしたが、まあ、当たり障さわりない感じにはなったと思います。

　ところが、これの評判が芳かんばしくなかったものでして……。




「うーん、どう言ったらいいのか……。可もなく不可もなく、というか。いや、むしろこのＰＶ、全体的にパッとしない感じだな……」

　……と、支配人代行の可児江西也さんが言いました。

　五月の午後の執しつ務む室でのことです。ようやく編集作業の終わったＰＶをご覧いただいたのですが、可児江さんの顔は曇くもったままでした。やはり私トリケンの制作した映像がお気に召めさなかったご様子です。

「ははあ。パッとしない、と申されますと？」

「普ふ通つうすぎるのだ。最初にパークのテーマ曲が流れて、代表的なアトラクションが次々に映って、メープル城をバックに『甘城ブリリアントパーク』とロゴが出る。それから絵に描かいたような幸せ家族が、バカ丸出しの笑え顔がおでエントランスからパーク内に駆かけ込んでいって、あとは各エリアの紹しよう介かい映像と……」

「ダメですか」

「いや、ダメというほどではないのだ。ただ、教科書通りすぎるというか……意外性がないというか……」

「ふーむ」

「まあ、なんだ、トリケンよ。おまえの退たい屈くつな人間性がそのままフィルムに表れているという感じだな」

「むっ……」

「たまにあるんだ、そういう作品。基本はきっちり押さえてあるのに、あくびが出てくる。『ここが悪い』と言い辛づらい。強しいて挙げれば、作ってる奴やつがつまらんから、作品もつまらない。そんな感じなのだ」

「むっ、むむっ……！」

　可児江さんのお言葉はあまりに辛しん辣らつです。もう少しソフトな言い方をしてくれてもいいのではないでしょうか？

　ですが仕方ありません。可児江さんはこういうお人なのです。傲ごう岸がん不ふ遜そんな俺様タイプ。イケメンだし頭はいいし、何をやらせてもうまい人ですが、部下の気持ちを考えるということがまったくできません。おかげで高校には友達がまったくいないみたいです。無理もないことです。

「うーん、可児江さん。不肖このトリケン、映像的なセンスはまったくないのです。なにがわからないのか、わからないのですよ。具体例がなければ改善のしようがありません」

「だろうな……。とはいえ俺も忙いそがしいのだ。一から順にあれこれ指示を出している時間はないし……。あー、だったらな……。おい、千せん斗と!?　いるか？」

　可児江さんが、安物のパーティションで区切られた秘書席に声をかけます。

「大声を出さなくても聞こえているわ。……なに？」

　秘書の千斗いすずさんがひょいと姿を見せました。

　ツンとした感じのポニーテールで、美少女です。スタイル抜ばつ群ぐん、おまけに巨きよ乳にゆうです。うーん、たまりません。不肖このトリケン、彼女と会うたび前かがみです。

「トリケンの相談に乗ってやってくれ。ＰＶの件だ」

「……それはいいけど。わたしも映像のことなんてわからないわ」

「一人に任せておくよりはマシだ。あと、従業員から意見を聞けばいい。最後に俺がチェックするから」

「でも……」

「いいから！　さっさとやってくれ！」

　話を強ごう引いんに打ち切って、可児江さんは書類仕事に戻もどってしまいました。分厚い英語の書類に没ぼつ頭とうしています。よくもまあ、あんな面めん倒どうくさそうなものを読む気になるものです！　うーん、たぶん変態です、この人！




　同じビル内の広報部のオフィスに移動して、私トリケンと千斗いすずさんはＰＶの相談をしました。議題は『このＰＶをどう改善するか』です。

　正直、このままでも問題はないような気がするのですが……。

「さっき言った通り、わたしも映像のことはさっぱりよ」

　むっつりとした顔でいすずさんが言いました。彼女はあまり感情らしいものを見せようとしません。パークのマスコットたちにセクハラを受けて、怒おこって彼らを半殺しにすることはよくありますが。普ふ段だんはほとんど能面の無表情です。

「このＰＶのどこが悪いのかわからない。でも、観みていてピンと来ないのは確かね。ここは可児江くんの言ってた通り、パークのみんなに意見を聞いて、真しん摯しに反映させるのがいいと思うわ」

「ふーむ、いいでしょう。確かに彼らはエンターテイナーですから。……だとして、まずはどなたに意見を聞くべきでしょうか？」

「そうね……」

　なにやら熟考しているのでしょう、いすずさんは人差し指をぴんと立てて、形のいい唇くちびるに当てます。普段は無表情キャラなのに、こういう愛らしい仕草が素すでできるところが前かがみです。けしからんです。

「なに？　ジロジロと」

「いえ」

「…………。とにかく、まず意見を聞くなら、看板マスコットね」

「モッフルさんですか？」

　いすずさんは無言でうなずきました。




「うーん。ダメふもね」

　舞ぶ台たい裏うらでＰＶを観るなり、モッフルさんは言いました。いすずさんは秘書業で忙しいので、ここには私トリケン一人で来ております。

「なんていうのか……普通？　たまにあるんだふも、こういう作品。基本はきっちり押さえてあるのに、あくびが出る。作ってる奴の退屈な人間性が──」

　可児江さんと同じことを言ってます。傷つきます。

　ちなみにモッフルさんは、この甘ブリの看板マスコットです。ずんぐりもこもこ、ウォンバットやカピバラ的なげっ歯類を二頭身にしたような姿で、このパークでもベテランの『お菓か子しの妖よう精せい』です。

　おおっと、説明が遅おそくなりました。

　このトリケンを含ふくめ、モッフルさんやその他のマスコットたちには、中の人がいません。魔法の国から様々な事情で地上界にやってきた、本物の妖精さんなのです。このパークで働く妖精さんの中でも、モッフルさんは古株です。

「……まあ、あれやこれやふも。とにかく、このままじゃお客さん退屈するよ。なんとかしないと」

　長々と私のＰＶにダメ出しをしてから、モッフルさんは締しめくくりました。

「そうはおっしゃいますがね……。このトリケン、具体的な改善案が思いつかないのです。なにかいい考えはありませんか？」

「もっふ。そうだねえ……」

　モッフルさんはもこもこの腕うでを組んで思案しました。

「……まあ、あれだふも。このＰＶは優等生すぎるというか……もっと思い切った映像を入れてみたらどうかなあ？」

「思い切った映像、とおっしゃりますと？」

「もっふ。このＰＶに足りないのは……たぶん、アクションだふも」

「アクション？」

「うん、アクション。幸せ家族がバカ丸出しの笑顔でパークを練り歩いても、お客さん喜ばないふも。もっとビシバシと激しい映像が入らないと」

　なるほど。確かに私トリケンの作ったＰＶは、まったり優やさしいお客様の姿しか入っていません。メリーゴーラウンドに乗って喜ぶ子供とか、花火を見上げてうっとりするカップルとか。

「ふーむ……」

「たとえばこの、序じよ盤ばんの花火ふも。このカップルは幸せそうだけど、それじゃつまらない。いっそ花火の代わりに爆ばく発はつ起こそうよ」

「ば、爆発……ですか？」

「うん。ガソリンたっぷり使って、どかーんと。その爆ばく炎えんの中を、決死の形相で駆け抜ぬけるカップル……これはウケるふも。うん、ウケる」

　なにを言っているのでしょうか、この人は？

「で、ですが……」

「ウケるって！　次々に起きる爆発の中を駆け抜け、最後は二人が乗った車が崖がけからダイブ。滞たい空くう中にストップモーション。そこでドーンと荒あら々あらしく、『甘城ブリリアントパーク』のロゴが入るんだふも！」

　それはむしろ『西部警察』のオープニングです。しかも若い人にはわからないネタです。ニコニコかユーチューブあたりで検けん索さくしてみてください。

「しかし……それでは普通のお客様は、引いてしまうのでは……？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　だまされたと思ってやってみるふも。きっと大好評だから！」

　モッフルさんは、なにやら確信に満ちた様子です。そこまで言われては、このトリケンも反論できません。

　看板マスコットということでお忙しいこともありますし、私は『では採用させていただきます』と告げて、モッフルさんの前を立ち去りました。




　ど派手な爆発をバックに車が飛びます。

　瞬しゆん間かん、ストップモーション。その画面に覆おおいかぶさるように、荒々しい書体で『甘城ブリリアントパーク』のロゴが浮うかびあがります。戦せん闘とう的なテーマ曲。次々に現れるキャストたち──

　素す早ばやいフットワークとフックで、悪党を次々に葬ほうむるネズミ系マスコット。

《『炸裂する拳ブラスター・ナツクル』、お菓子の妖精・モッフル》

　華か麗れいな銃じゆうさばきと正確な射しや撃げきで、悪党を次々に葬るヒツジ系マスコット。

《『白き羽毛ホワイト・フエザー』、音楽の妖精・マカロン》

　多種多様なトラップで、悪党を次々に葬るポメラニアン系マスコット。

《『見えざる牙ステルス・フアング』、お花の妖精・ティラミー》

　そんな感じの紹介映像が続きます。

　ちなみに葬られる悪党もパークのキャストです。モッフルさんが活かつ躍やくした映像の後に、マカロンさんに撃うち殺されるモッフルさんが映っていたりと、かなり矛む盾じゆんだらけなのですが、そこは勢いで押し切ります。

「……どうでしょうか？」

　フリーの素材とヒマなキャストの協力で急ごしらえした序盤のシーン。その試写に同席していただいた千斗いすずさんに、私トリケンはたずねてみました。

「そうね……」

　いすずさんは思案しました。私トリケンは前かがみで固かた唾ずをのみます。

「よくわからないけど、いいんじゃないかしら」

「あ。いいんですか？」

「ええ。迫はく力りよくはあると思うわ。特にモッフルが血を吐はいてスローモーションで崩くずれ落ちる場面とか。なかなかの出で来き映ばえね」

　おお。まさかここで肯こう定てい的な意見をいただけるとは思いませんでした。不ふ肖しようこのトリケン、勇気づけられた気持ちです。

「それはよかったです。では、この調子でキャストのみなさんの意見を聞きつつ制作していきます！」

「何度も言うけど、わたしは映像のことはよくわからないの。なにか名状しがたいイヤな予感もするけど……とにかくがんばってちょうだい、トリケン」

「はい！　一命にかけて！」




　次に意見を聞きにいったのは、音楽の妖精・マカロンさんです。モッフルさんの相棒にしてこのパークのナンバー２。ルパンでいったら次元ポジションのマスコットです。音楽の力でみんなに幸せを届ける、白くてモコモコの羊さんです。

「うーん……微び妙みようだろん」

　制作途と中ちゆうのＰＶを観てから、マカロンさんは言いました。

「微妙ですか。どのあたりが……？」

「いや、序盤のアクションはいいんだけどね。音楽がダサいろん」

「ああ、まあ、確かに……」

　言われてみれば、そうです。このＰＶは、予算のかからないフリーの素材を使っているので、わりと安っぽいＢＧＭなのです。

「近所のダイエーとか西せい友ゆうで流れてそうな感じだよねえ。ここはもっと、いろんな曲を使うべきだろん」

「……と、おっしゃりますと？」

「まあ、まずはヒップホップだね」

「…………はあ」

「なるべく攻こう撃げき的なやつ。パッフとかミッチとかミガーとか、不ふ謹きん慎しんな事をガンガン言う感じだろん。そうすれば若者文化成功だよ。お客さんもどんどん集まること間ま違ちがいなしだろん！」

「そうですか……」

「あ、なにその顔？　もちろんお年寄りにもアピールすればいいろん。だったら演歌だね、演歌。こぶしのきいた奴やつを、こう、ググ──と歌い上げる感じで入れてあげるといいよ」

「なるほど……」

「あとは子供向けだね。アニメとか特とく撮さつ系。なんか、取って付けたような恋れん愛あいソングじゃなくて、もっと正義の怒いかりをぶつける感じで。熱血路線がいいと思うろん」

　自信たっぷりにマカロンさんは言いました。甘ブリナンバー２のマスコットさんにそう言われては、私が反論できるはずもありません。

「はい。では、採用させていただきます」




　序盤のアクションシーンはいじりようがなかったので、中ちゆう盤ばんからの場面にその曲を使わせていただきました。

　我が甘ブリの『ソーサラーズ・ヒル』や『ワイルド・バレー』など、各種エリアのお勧すすめアトラクションが紹しよう介かいされていく映像にあわせて、もともとは優しい音楽が流れていました。

　たとえばモッフルさんの『お菓子ハウス』の紹介映像では、かわいらしいピッコロの演奏をＢＧＭに流していたのですが──

《イエーイエー。警察はクソだ、ＦＢＩもクソだ、共和党は超ちようクソだ。うるせえ、だまれ、しゃぶりやがれ。俺の●ィックはビッグだぜ。まるでそそり立つ核かくミサイル。てめえのスケがしがみつくぜ、イエー》

　──などといった感じのヒップホップになりました。若者文化成功というより、なんか政治色が強い曲です。あと下品だし。

　次にマカロンさんの『ミュージックシアター』の紹介映像では、それなりに情感あふれるバグパイプの演奏が流れていたのですが──

《あなぁぁたぁンをー、殺して、いいですかぁ───。恨うらみつらみは言いませン。だけンど、だけンど、もおおういちィど───！　ああァァあ───！　哀かなしみィの───！　甘城ィィ───、道────っ！》

　──といった感じのご当地演歌になりました。確かにこぶしはきいていますが、子供向けのミュージックシアターで、大人の男女のドロドロを歌い上げられても困ります。

　そしてティラミーさんの『フラワーアドベンチャー』では、優美なモーツァルトのＢＧＭが流れていたのですが──

《燃やせ！　燃やせ！　ひかる炎ー！　燃やせ！　燃やせ！　正義のー！　つばさ──っ！　たーたーかいーの、鐘かねをなーらし──！　いまーこそー！　さあー、飛び立て───っ！　強きよう襲しゆう合体、キーング、レ──イブ───ン！》

　──などといった感じの主題歌になりました。なんでも四機のレイブンが合体してキング・レイブンになるというロボットアニメらしいですが、よく知りません。あと草花が見せ物のフラワーアドベンチャーで、『燃やせ！　燃やせ！』とかどうなのでしょうか。

「……どうでしょうか？」

　またしても千斗いすずさんに映像を観みていただいてから、私トリケンはたずねてみました。

「そうね……」

　それまで大まじめに映像を観ていたいすずさんは、考え込みました。私はまた固唾をのみます。

「よくわからないけど、いいんじゃないかしら」

「え、いいんですか？」

「元のＢＧＭはちょっと微妙な気がしていたの。近所のダイエーや西友で流れていそうな……」

　なんか、マカロンさんと同じこと言ってます。

「どうせなら、これくらい勢いのある音楽の方が合ってるかもしれないわ」

「それはよかったです。さすがにこのトリケン、お叱しかりを受けるかと思っていたものでして……」

　うーん、勇気づけられます。前かがみです。

「たぶん大丈夫よ。この調子でがんばってみて」

「はい、ご期待ください！」




　自信を取り戻もどして次におもむいたのは、お花の妖よう精せいティラミーさんのところでした。

　モッフルさん、マカロンさんに続く当パークではナンバー３の人気を誇ほこるマスコットです。ふわふわしたポメラニアンを二頭身にした体形で、その愛らしさでは先述のお二人に負けていません。

　そのティラミーさんの意見としては──

「うーん。なんというのか……リビドーが足りないんだみー」

　作りかけの映像を観終わってから、ティラミーさんは言いました。

「リビドー、ですか？」

「そうだみー。なんかこのＰＶ、人を引きつけるわかりやすさがないんだみー。端たん的てきにいえば、もっとエロい感じにした方がいいと思うの」

「はあ……」

　そうでした、忘れていました。このティラミーさんは、甘ブリの筆頭マスコットたちの中でもひときわエロい方なのです。女性だったら何でもいいくらいでして、幼女からおばあさんまで対応可能。体形も拒きよ食しよく症しよう系スレンダーからメタボな人まで全部ＯＫという節操のなさです。

　しかしこのトリケン、エロスについては少々うるさいです。

　ＡＶのコレクションは一〇〇〇本以上。いまでは入手困難な大昔の作品もガッチリ押さえております。七〇年代の日活ロマンポルノについても一家言あります。もちろん最近の作品もチェックしてますし、いくつかのショップでは常連客として店員から助言を求められるほどなのです。

　まあ、現実の女性にはまったくモテないのですが。

「エロ方面については賛同します。ですが……さすがにこれはパークのＰＶです。モザイクのかかるような内容は避さけておくのが賢けん明めいだと愚ぐ考こうするのですが……」

「なにもそこまでしろとは言ってないみー。いや、それはそれで見たいけど。……とにかく、お色気をきっちり入れておくべきだと思うんだみー」

「……と、おっしゃりますと？」

「ミニスカ！　水着！　ローアングル！　……そういう映像を合法的に入れていくのが大事なんだみー！」

「ふーむ……なるほど！」

　ティラミーさんの言わんとするところはわかります。家族客はもちろん大事ですが、その家族をパークに連れてくるのはお父さんです。そう、お父さんの心をゲットすることも、ＰＶの立派な役目なのではないか……？　ということなのでしょう。

　さすがです！　このトリケン、ティラミーさんの慧けい眼がんには思わず前かがみです！

　私が熱意のこもった声でそう話すと、ティラミーさんは『え、ええ？　う、うん。まあ、そうだみー』と微妙な声こわ色いろで答えてくださいました。

「……とにかく、ボクはそういうＰＶが観たいんだみー。もっとがんばろうよー」

「はい。しかし、制作予算は限られています。新たにお色気映像を撮とるために、そういうモデルを雇やとう余よ裕ゆうはありません」

「なにを言ってるんだみー？　かわいい子なら、うちのパークにはいっぱいいるんだみー」

「あー、なるほど」

　いすずさんやラティファ様、ミュースさんほか四大元素の精せい霊れいさんたち、最近バイトで入った女子グループ、財務のアーシェさんや、その他大勢のキャストたち。つるぺたな方からばいんばいん──といった方まで、あらゆるレンジを押さえています。

　問題は、『そういう映像に出演してくれ』と言ったとたん、このトリケンは彼女らから虐ぎやく殺さつされる公算が非常に高いということでしょうか。

「不安になるのは分かるんだみー」

　と、私の懸け念ねんを聞いたティラミーさんは言いました。

「そこで！　ボクがこの数年で撮りためた秘蔵映像の出番なんだみー！」

「おおっ」

「特にローアングルなら任せるんだみー。チラッといろいろ。たくさんあるよ？　えーと……おおむね一テラバイト。サムネ付きできっちり整理してあるから、好きなだけ使うといいんだみー」

　なんという慈じ悲ひ深ぶかさでしょうか。私は感激のあまり前かがみになりました。

「すばらしい！　ティラミーさん、あなたにリーブラの祝福あれ！」

　リーブラは女神ですから、いわばこれは神へのセクハラに等しいのですが、そんなのは知ったことではありません。ハレルヤ！




　……とはいえ、そんなセクシー映像をそのまま使うのは難しいところです。

　その夜は様々な女性キャストのお宝動画に大興奮、前かがみとエビ反りの反復で、背骨が折れそうな勢いでしたが、あいにく個人が特定できそうなものは使えません（いえ、むしろものすごく使えるのですが、ＰＶには使えません）。

　それでも私トリケンは奮ふん闘とうしました。

　厳選に厳選を重ね、個人が特定できない映像を（つまりヒップやバストがアップになったカットを）要所要所に挟はさみ込みました。せっかくのカットです。世の中のお父さんに喜んでもらうためにも、フリー素材のセクシーな声をガンガン入れました。

　エントランス・スクエアとメープル城が映ったあと、いすずさんの太ももが大写しになります。そこで『アッハ───ン』と艶つやっぽい声が入ります。

　ワイルド・バレーの野性味あふれる熱帯雨林が映ったときに、ミュースさんの引き締しまったおなかが映ります。やはりそこで『ウッフ────ン』と色っぽい声が入ります。

　大観覧車から望む美しい多た摩ま丘きゆう陵りようの夜景が映ったときには、おいたわしくもラティファ様のつるぺたな水着姿、特に布面積少なめな背中とお尻しりが映し出されます。もちろんそこで流れる声は、『イッヤァ───ン』です。

　ほかにもあれこれ。大事なところでそんな感じのカットを入れました。

「どうでしょうか!?　力作なんですが!?」

　試写が終わり、握にぎり拳こぶしで私が言うと、映像を観ていたいすずさんは、腕うで組ぐみしながら首をひねりました。

「……そういうものなの？」

「はい!!」

「男性客へのアピールということなら……わたしから文句は言えないわ。正直、嫌けん悪お感がないと言ったら噓うそになる。でもこういう映像が好きなら、仕方がないとも思うから」

　すばらしい。ご理解いただけたようです。このトリケンは感かん涙るいにむせびます。

　そんな私をそっちのけに、いすずさんは真顔でマウスを操作し、映像を何度もチェックします。

「……でも、このスカートや水着やら……たいていのコスチュームには見覚えがあるの。さっきも聞いたけど……この映像、本当にそういうモデルを雇ったのよね？」

「はい！　もちろんです！」

　私トリケンは躊ちゆう躇ちよなく断言いたしました。ここで疑われるわけには参りません。全力で噓をつきます。いえ、つくべきなのです。

「なら……そうなんでしょうけど。この太ももとか、どうも気になるのよね……」

「気のせいです！」

　前かがみで言い切ります。さすがにいすずさんも、私の気合いに圧あつ倒とうされたようでした。

「…………。わかったわ。このまま行きましょう」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　自分の太ももや胸の膨ふくらみを動画に出されて、ピンとこないものを感じながらも、ＧＯサインを出す美少女。もうそのシチュエーションだけで、このトリケンはたまりません。

　気持ち悪い？　はい、むしろご褒ほう美びです。

　ありがとうございます！

「……とはいえ、男性向けばかりではバランスが取れないわね」

「はい？」

　私は有頂天状態から我に返りました。

「ちゃんと女子の感想も聞くべきだわ。ミュースたちにも意見を聞いてみましょう」




　いすずさんのお考えはごもっともです。

『甘ブリの三羽ガラス』ことモッフルさん、マカロンさん、ティラミーさんの意見は大事ですが、彼らはみんな男性です。それだけでは、これから多様化するお客様の需じゆ要ように対応することはできません。ここは女性陣じんの考えもうかがうべきでしょう。

　そこで私が向かったのは、『アクワーリオ』でした。

　ミュージカル形式の屋内アトラクションです。土・水・火・風の四大精霊が、美しい自然の中で歌ったり踊おどったり──まあ、そんな感じの内容です。比ひ較かく的新しい施し設せつで、照明も音おん響きようもばっちり。しかもワイヤーアクションを多用しているので、なかなか見み応ごたえはありますし、人気も高いです。

　でまた、『アクワーリオ』で主役を務める四大精霊が、どれも見み目め麗うるわしい女性でして。芝しば居い中の衣い装しようも露ろ出しゆつ度ど多めですから、観客のお父さんたちがアンケートで『また来たいアトラクション』のトップに選ぶのも無理からぬことなのです。はい。つまりお父さんたちもこのトリケン同様、総員前かがみなのです。

　まあ、お母さんたちの評判ははかばかしくないのですが。

　……で、ＰＶを『アクワーリオ』のお嬢じようさん方に観みていただきました。

　はい。予想通り大不評でした。

「いやー、ないですよ、これ……」

　と、水の精霊ミュースさんが言いました。

「だってアクションとお色気ばかりですし……」

　と、風の精霊シルフィーさんが言いました。

「正直引きます。気持ち悪いです。ちょっとツイートしていいですか？」

　と、火の精霊サーラマさんが言いました。

　うーん。踏ふんだり蹴けったりです。ですがこのトリケン、踏んだり蹴ったりはわりとご褒美です。むしろ、こんな見目麗しいご婦人方には、もっと厳しいお言葉で責めていただきたいくらいです。

　とはいえ仕事を忘れてはいけません。私は前かがみで質問しました。

「なるほど。みなさんが納なつ得とくいかないのは分かりました。……では、どのような要素を入れるといいでしょう？」

『うーん……』

　たちまちミュースさんたちは考え込みました。好きなだけ文句を言ってみたものの、さりとて代案はないといった様子です。ところがそのおり──

「あ、あの……」

　と、土の精霊コボリーさんが挙手しました。この四人の精霊さんの中では、いちばん控ひかえめな態度で、清せい楚そなムードの女性です。私トリケンも思わず期待してしまいます。

「なんでしょうか、コボリーさん？」

「そ、その……たぶん……なんですけど……」

　自信なさそうにコボリーさんは言います。

「はい」

「みなさんがこのＰＶにピンとこないのは……やっぱり、男性がいないからだと思うんです。ですから、その……」

「はい」

「そ、その……！　同じくらい露出度多めな男性が、いっぱい出てくればいいと思うんです！　できればビキニパンツで、濃のう厚こうに絡からみ合う感じで……！ 特に上じよう腕わん二頭筋とか、大胸筋にはこだわって……！」

　おそらく精せい一いつ杯ぱいの勇気を出して、コボリーさんは言ったのでしょう。私トリケンは『はあ……』と相づちを打つのがせいぜいでしたが、『アクワーリオ』の精霊さんたちはたちまち、握り拳で同意しました。

「あ……うん、そうかも！　きっとウケますよ！」
















「確かに……それなら観みてみたいですよね」

「ビキニパンツ……いいですね。拡散していいですか？」

　水、風、火の精霊がそれぞれ勝手なことを言って盛り上がります。土の精霊コボリーさんも、胸をなで下ろしながらニコニコとしています。

　うーん、失敗しました。コボリーさんはなにしろ土の精霊です。とりわけ腐ふ葉よう土どがお気に入りの方だと聞いたことがあります。

　要するに、腐くさっている女子なのです。

「えーと……はい。前かがみ……いえ、前向きに検討させていただきます」

　そうは言ったものの、私の心は後ろ向きでした。胃痛を感じます。なにしろですね？　そんなイケメンモデルなど、雇やとう予算はどこにもないのです。




　ＰＶの要所要所に挟まれた新たな映像は、確かに上腕二頭筋や大胸筋がいっぱいでした。

　はい。例の『アッハーン』とかの声にあわせて入るのが、男の半はん裸ら映像です。コボリーさんのご希望通り、ビキニパンツです。後ろのローアングルから撮さつ影えいされた、ぴちっと引き締まった美尻。その筋の女性や新しん宿じゆく二丁目の方々から見れば、それはそれは見事なものでしょうが──ノンケの私からすれば、胸焼けをもよおすショッキング映像にすぎません。

　正直、死にたい気分です。

「……いかがでしょうか？」

　できあがった映像の試写を終えると、私はいすずさんにたずねました。

「いかが、と言われても……」

　気分の悪そうな声で、いすずさんは答えました。

「プロのボディビルダーとかならまだしも、これ、素人しろうとが交じってるわよね。かなり高こう齢れいの人とか、どう見ても貧弱な体の人とか」

「ええ。まあ。そうですね……」

　映像に登場する肉体は、おなかがぽっこり出てたり、あばらが浮うき出てたり、乳毛の処理がしてなかったりで……ええ、まあ、要するに残念な仕上がりです。

「これ本当に、モデルを雇ったの？」

「はい。いえ。ええと……」

「さっさと結論を話して」

　ぴしりと言われて、私トリケンはしばしうつむきました。事実を告げるにあたって、いろいろとためらう気持ちが抑おさえきれなかったのです。

「ええと……ですね。まあ……モデルを雇う予算はありませんでした。ですので……警備部のみなさんにお願いをした形でして……」

　はい。わずか四名で人員を回している、甘ブリ警備部のみなさんです。（いちおう）警備部長のオークロさんと、今年七一歳になる老警備員モリイさん、それからバイトの学生アリマさん。あともう一人バイトがいるそうでしたが、名前は忘れました。

　それでもって、この警備員のお三方──オークロさん、モリイさん、アリマさんに文字通り一ひと肌はだ脱ぬいでいただいたわけです。

　警備員のみなさんはもじもじと恥はじらいながら、私のカメラの前で、ビキニパンツで必死にポーズをとってくださいました。その心意気には涙なみだが出ます。

「ちなみにこの美び尻けつは、部長のオークロさんのお尻です」

「聞いていないわ。知りたくもなかった」

「ですよねえ」

「せめてもうちょっと、別の人材を思いつかなかったの？　美男子なら、ほかにもいそうなのに……」

「いませんよ。仮にいるとして、いったいどこに？」

「それは……」

　言いかけて、いすずさんは口ごもりました。

「……まあ、いいわ」

「もしかして可児江さんですか？」

「黙だまりなさい」

「あっ。図星ですね？　このトリケン、図星だったのだと愚ぐ考こうしますが」

「黙れと言っているの」

　スカートの中から、ぬっとマスケット銃じゆうを取り出して、いすずさんが言いました。この人は怒おこるとすぐこれです。彼女の銃から発射される弾だん丸がんは、当たるととても痛いのです。悶もん絶ぜつ級です。

　ですので私はそれ以上の追つい及きゆうを控えました。

「……とにかくオークロのお尻しり問題よ。いえ、お尻じゃなくて、このＰＶ」

「はい」

「わたしは別に、反対しているわけではないの。予算や時間が厳しいのは、わかっているつもりよ。知りたいのは、わたしがＧＯサインを出せる理由よ」

「ははあ。なるほど……」

　どうやらいすずさんは、ＰＶの方向性について確信が持てないようです。

「大だい丈じよう夫ぶです。コボリーさんはこの映像を見て、『ＧＯＯＤ！』と親指を突つきだしていましたから。ほかの精せい霊れい女子も、わりとアリな様子でした」

「そう。なら、いいんだけど……」

　そう言いながらも、彼女はいまだに釈しやく然ぜんとしないご様子でした。

「……ともかく、こんなところでいかがでしょう？　いちおう従業員の意見は聞いてみたわけなのですが……」

「それだけでは充分とは言えないわ。ここは、もっとお客様の視点に近い人たちの意見も聞いてみましょう」

「と、おっしゃいますと？」

「こないだ雇ったバイトの子たちよ」




　新年度の四月を迎むかえるにあたって、可児江さんは新たに大量の従業員を雇い入れました。人手不足では、甘ブリの再建などおぼつかないというお考えだったようです。

　で、面接の末に採用したバイトの人たちの中に、印象深い女性が三名ほどいらっしゃいました。その三名のバイトさんに、ＰＶの意見を聞くことにしたのです。

　さっそくその日の夕方、トリケンはそれぞれのみなさんに時間をいただき、ＰＶを観ていただきました。




「すばらしいＰＶだと思います！」

　バイトの伴ばん藤どう美び衣い乃のさんが言いました。

　はきはきした感じの健康的な女子高生です。仕事に対しても前向きで、非常に熱意あふれるバイトさんなのですが、なぜか彼女のいる場では流血沙ざ汰たが頻ひん繁ぱんに起きます。面接の時も頭のおかしい人に刺さされたそうです。

「爆ばく発はつ！　アクション！　お色気！　お尻！　どれも気合いたっぷりです！　特にこの──モッフルさんが血を吐はいてスローモーションで倒たおれる場面は芸術的です！」

「そ、そうですか」

「だからやっぱり、この要素をもっとガンガン入れるべきではないでしょうか？　つまり──流血です！」

「りゅ、流血……ですか」

「はい。人間、怖こわいものには心を引かれますよね？　そういう要素をもっと入れるといいと思うんです。血しぶきを入れましょう！　それで絶対、お客さんは大喜びですよ!?」

「えー。まー。はい。考えておきます」

　私トリケンはあいまいに答えるしかありませんでした。




「す、すばらしいＰＶだと思いましゅ……じゃなくて思います」

　バイトの中ちゆう城じよう椎しい菜なさんが嚙かみながら言いました。

　いつもおどおどしている女子小学生──ではなく高校生です。見た目はほとんど小学生なのですが。彼女は先日、我がパークが社運をかけて開かい催さいしたライブショーで重要な役割を果たしてくれました。ちなみに可児江さんと同じ高校の人です。

「で、でも……でも……」

　椎菜さんは何かを言いたそうな様子です。

「あ、あの。いえ、やっぱり、なんでもないです」

「あー、どうかご遠えん慮りよなく。査定には関係ありませんから、忌き憚たんのないご意見をお聞かせください」

「あ、いえ！　ほ、本当に……！　なんでもないです！」

　見ていて痛々しいほどに縮こまり、椎菜さんは『ぱたぱた』と手首を振ふりました。見る間に顔が赤くなっていきます。

「ふむ。そういうことでしたら結構ですが……」

　それ以上問いつめるのはやめておきました。この甘ブリにも、こんなに奥ゆかしい人がいるのですねえ。このトリケン、感かん慨がい深ぶかくて前かがみです。




「大変、すばらしい映像だと思います」

　バイトの安あ達だち映えい子こさんが、にっこりとして言いました。

　ほっこりした感じの清せい楚そな女子大生です。あと巨きよ乳にゆうです。噂うわさでは、彼女は元ＡＶ女優なのだそうです。本当だったら、前かがみのあまり頭が股またぐらにめり込むくらいの勢いなのですが、このトリケンのデータベースに彼女のような女優は該がい当とうしません。おそらくなにかの誤解でしょう（確信）。

「すばらしいですか？」

「ええ。でも……わたしのようなバイトの立場から、申し上げてもいいのかどうか……」

　顎あごに指先をちょんとつけて、映子さんは思案します。真ま面じ目めなお顔です。

「いえ、ご遠慮なくおっしゃってください」

「はい。では……僭せん越えつを承知で申し上げるなら、このＰＶには、感動的な要素が足りないと思いました」

「感動的、ですか」

「はい」

「…………」

　映子さんは微び笑しようを浮かべたまま、沈ちん黙もくしています。微び妙みように話が続きません。

「えー。あー。もしよければ、感動的な要素というものについて具体例をいただけると助かるのですが……」

「はい。わたしは馬術が趣しゆ味みでして」

「は？」

「馬術です。子供のころからたしなむ程度ですが……」

「は、はあ……」

　話の流れが見えなくて、困こん惑わくします。ですが映子さんはあくまでマイペースにお話を続けます。

「それで、親しい調教師の方からお誘さそいを受けまして。先日、馬の出産に立ち会う機会を得たんです。中学生のころから仲良くしていた、キクノセプターという優やさしい子でして……」

「そ、そうですか」

「その子が、必死のお産の末お母さんになったんです。本当に……感動的でした」

「はあ」
















「いかがでしょうか？」

　えーと。その。どんなリアクションをすればいいのでしょうか。馬の出産。まあ確かに、感動的だとは思いますが──




　ＰＶの終しゆう盤ばん。

『あーまーぎー！　あーまーぎー！　ブリ、ブリ、ブリ、ブリリアント！　ブリリアント、パァ──ク！』

　……といったテーマソングに合わせて、ショッキングな流血シーンが入ります。伴藤美衣乃さんのリクエストによるものです。

　予算もないし、もうヤケクソ気味だったので、いろんなキャストに血のりを使って、倒れたり吹ふき飛んだり惨ざん殺さつされたりしてもらいました。

　殺人事件の被ひ害がい者っぽく血だまりに突っ伏ぷすティラミーさん。血まみれの手を見て『なんじゃこりゃあ!?』とか松まつ田だ優ゆう作さく風に絶ぜつ叫きようするマカロンさん。血を吐きスローモーションで倒れるモッフルさんの姿は使い回しです。

　中城椎菜さんからはリクエストなしだったのでスルー。

　そして安達映子さんのリクエスト（？）です。

　彼女のご厚意により、実際の馬の出産映像をいただきました。

　問題のキクノセプターという馬は難産だったようです。獣じゆう医いと助手たちが苦労しながら、最終的に産道に両手をつっこみ、力いっぱい子馬をひっぱり出します。ずるっ、ずるっと出てきます。

　このトリケン、残念ながら感動しませんでした。ぶっちゃけグロいです。

　テーマソングは続きます。

『ブリ、ブリ、ブリ！　ブリリアーント、パァ──ク！　魔ま法ほうの国ー！　夢が……夢が……夢が産まれる───！』

　ドポオッ、と血まみれの子馬が地面に落ちたあたりで、テーマソングのサビが流れます。産まれたのは夢じゃなくて、血まみれの胎たい盤ばんに包まれた子馬ですが。

　もう帰っていいですか？

　そんな気分ではあったのですが、いちおう仕事です。最新版のＰＶ──締しめ切りもあるので、もうほとんど変へん更こうがきかない状態の映像を、いすずさんと可児江さんにご覧いただきました。

　いすずさんはもとより、可児江さんも長い沈黙を保っていましたが──

「なんなのだ、これは!?」

　はい、そうおっしゃると思ってました。このトリケン、恐きよう縮しゆくのあまり前かがみです。

「いきなり爆発で始まったかと思ったら、アクションとバイオレンス、女の尻しりとか男の尻とか目白押し。血しぶきが飛び散り、しまいには馬の出産シーンとか！　おまえら、頭がおかしくなったのか!?」

「えー、まあ。まずは落ち着いてください、可児江さん」

「うるさい！　だいたい……千斗！　おまえがチェックする話だっただろうが！　なにをしていたんだ!?」

　ところがいすずさんは、珍めずらしく目め頭がしらを熱くして、問題のＰＶを何度も見返しておられました。なんか、彼女なりに心の琴きん線せんに触ふれるものがあったようです。

「っ……傑けつ作さくよ。夢が産まれる……いいＰＶだと思うわ。これのどこが不満だというの？」

「不満だらけだ!!」




　そんなわけで、私トリケンが四苦八苦したＰＶはボツとなり、初期状態の無難なＰＶがＵ局のＣＭで流されることになりました。それはそれで好評だったようです。

　ですがさすがにもったいなかったので、みなさんの意見を取り入れたバージョンのＰＶもこっそり動画サイトに流させていただきました。

　ええ、はい。

　地味に大好評でした。

　もうすぐ一〇〇万ＰＶ達成です。

　このトリケン、広報部長として前かがみ──ではなく鼻が高いです。







　ファミリー・アフェア







　ある週明けの月曜日。

　千せん斗といすずは三日ぶりに学校に顔を出し、午前の授業をそつなくこなした。病弱ということにしてあるので、欠席は多いがあまり咎とがめ立てはされていない。

　梅つ雨ゆの季節に入ったため、パークの激務も小康状態だ。もちろん数々のリニューアルや夏向けイベントの準備はあるが、いまのうちに授業にもなるべく出ておくつもりだった。

　とはいえ、いすず自身はこの甘あま城ぎ高校に愛着があるわけでもなく、いざとなったらすぐに中退してもかまわないくらいの気分である。こういう性格なので、クラスメートと打ち解けることもほとんどないし、またその必要も感じていない。

　昼休みなどは、パークのバイトで一年に在ざい籍せきしている中ちゆう城じよう椎しい菜なと食事をする機会の方が多いくらいだ。

　椎菜も人付き合いが苦手なたちで、校内にほとんど友達がいないと言っている。もっとも椎菜は、パークでのバイト生活を通じてそこそこの会話スキルを身につけつつあるようで、四月のころほど孤こ立りつしているわけではないようだった。昼食に誘おうと彼女のクラスを覗のぞくと、椎菜が級友と話している姿を何度か目もく撃げきしたことがある。

　その日も同様だった。

　昼休み、いすずがぶらりと椎菜のクラスに出かけてみると、なんと、彼女は数人のクラスメートと椅い子すを並べて食事をしていた。傍はた目めにも緊きん張ちようしており、心から楽しんでいるようには見えなかったが、椎菜の進歩には感かん慨がいを禁じ得なかった。

　ここで誘うのは無ぶ粋すいというものだろう。

　椎菜が自分に気付くより前に、いすずは彼女のクラスをそっと離はなれた。（さて、どうしたものかしら……）

　自分の『上司』である可か児に江え西せい也やも、きょうは学校に来ている。別に一人で食事をしてもいいのだが、ついでなので仕事の相談でもしておくとしよう。

　南校舎の階段、その最上階の屋上入り口に行ってみると、案の定、西也が一人でカレーパンをかじっていた。

「うおっ…!?　……なんだ、お前か」

　西也は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたが、相手がいすずだと知ると安あん堵どのため息をついた。いまだに体裁を気にしているらしい。可児江西也が校内で孤立していることなど、だれでも知っているのに。

「きょうはトイレではないのね」

「ふん。可能な限りはここで食うことにしているのだ。便所はさすがに落ち着かんしな」

　そんなことを偉えらそうに言われても。

　いや、偉そうなのは彼のデフォルト状態なので、いちいち気にしても仕方がない。

「ここ、座るわよ」

「好きにしろ」

　適当な椅子を引っ張って、西也の向かいに腰こしかける。弁当箱からキュウリを一本取り出して、塩をかけてひとかじり。至福の瞬間である。

「弁当がモロキュウとか……栄養失調になるぞ？」

「好物なの。もちろん普ふ通つうの食事もあるわ。メニューをいろいろと研究中で、きょうはアジフライとブロッコリーを導入したし」

「ふーん。そうか……」

　気のない返事にいすずは小さな苛いら立だちを感じた。

　弁当の研究を少しずつ進めているのは事実だし、まだその腕うで前まえはとうてい自じ慢まんできるレベルではない。だが、いずれは秘書として、こんなカレーパンを食べるしかない生活の西也にも、一人分余計に作ってきてやろうかと思っていたのだ。

　だというのに、こんな態度をされると、モチベーションが下がってしまう。

「…………」

「どうした？」

「別に。それより、今週のスケジュールなんだけど。週末に送ったメールの通りで問題ないわね？」

「ああ。それなんだが……」

　西也はすこしためらってから、切り出した。

「明日以降はメールの通りでかまわん。だがきょうの予定はキャンセルできないか？」

「キャンセルって……全部？」

「ああ。どうせモッフルたちとの会議と視察、書類仕事だけだろう」

「たぶん調節できると思うけど……なにかあったの？」

　いすずは西也の秘書だ。毎日、パークのために彼がどんな仕事をしているか完かん璧ぺきに把は握あくしている。彼の美点はいくつかあるが、その一つに『とてつもなく勤勉』というものがあった。

　おそらく子役タレント時代に培つちかわれた習慣なのだろう。あるいは、持って生まれた素質なのかもしれない。

　とにかく彼はサボらない。どんなに疲つかれていても仕事をこなす。気分が乗らなかろうが、熱があろうが、絶対に怠なまけない。冗じよう談だん混じりで愚ぐ痴ちはこぼすが、それとて本気の不平ではない。本当なら言い訳を並べ立ててサボりたい時もあるだろうに。

　だがこの勤勉さのおかげもあって、パークのキャストたちは彼をボスと認めてがんばり続けている。彼の頭の良さや、ひらめきや、いざというときの決断力──それらももちろん大切だが、まずなによりも彼のそういう態度こそが、可児江西也を指導者たらしめているのだ。

　その西也が、予定をキャンセルしたいと言ってきた。これは実に珍しいことだ。

「いや……。少々、個人的なヤボ用ができてな。きょうなら融ゆう通ずうがきくかと思ったのだが」

「確かに、きょうの予定なら調整可能よ。モッフルは夏のライブショーの企き画かくが出せなくて苦しんでるし、マカロンはミュースたちのバンドの件で忙いそがしいし、ティラミーはゲンジュウロウたちとプール開きの企画であれこれ悩なやんでいるし──」

　ちなみにゲンジュウロウとは、パークの一エリア『スプラッシュ・オーシャン』を取り仕切るキャストリーダーである。イルカ型のマスコットで、真ま面じ目めで聡そう明めい、古風なゴザル言葉を使う。

「では、大だい丈じよう夫ぶなのだな？　だったら、きょうは頼たのむ」

「わかったわ」

　スマホを取り出し、関係者へのメールを書き始める。文面を打ち込みながら、いすずはそれとなく言ってみた。

「聞いてもいい？」

「なにがだ」

「『個人的なヤボ用』とやらについてよ。いちおう。秘書的な意味で」

　そう。秘書的な意味で。

　それだけだ。

　すると西也は顔をしかめ、うるさそうに手を振ふった。

「それは……まあ、どうでもいいだろ。俺だって楽しい用事じゃない。ただ、片づけておかねばならんというだけだ」

「そう」

　それ以上の追及はせず、いすずはパークのキャストたちに本日の予定をキャンセルする旨むねのメールを送信した。




　とはいうものの、気になるものは気になる。

　西也のキャンセルによって、いすずの予定もきょうは宙ぶらりんになってしまった。いや、それでも彼女なりにこなすべき仕事は山ほどあったのだが、それとて喫きつ緊きんの用件ではない。

　ここはひとつ、可児江西也の『ヤボ用』とやらについて、いくばくかの調査をしておくべきだろう。

　あくまで、秘書的な意味で。

　そういうわけで、いすずは放課後『パークに出勤する』という顔をして正門を出てから、西也の後を尾び行こうすることにした。

　しつこいようだが、秘書的な意味でだ。

　なにやら浮うかない顔の西也が、学校の正門を出てくる。そのままのろのろと甘城駅へ。いすずは間者か何かになったような気持ちで、西也の後を尾つけていった。

「あの、いすず先せん輩ぱい？」

　改札口をくぐったあたりで、背後から中城椎菜に声をかけられた。ぎくりとして背筋をのばしてから、努めて平静を装よそおう。

「中城さん。奇き遇ぐうね」

「奇遇もなにも……。椎菜も帰るところですから」

「そう。そういえばあなたは、きょうはオフだったわね」

　椎菜も毎日パークでバイトしているわけではない。多くの場合、週明けの月曜日か火曜日に休んでいる。

「はい。っていうか、何してるんですか？　さっきからコソコソと、可児江先輩を尾行しているようにしか見えないんですけど……」

「そう見えたかしら」

「はい。きっちりと」

「…………。ならば、仕方がないわ。あなたには事情を説明しておきましょう」

　いすずは説明した。椎菜は納なつ得とくした。

「なるほど。確かに不思議ですね。可児江先輩ってああいう人ですから、学校とパーク以外に用事があるようには、とても思えませんし」

「理解が早くて助かるわ。そこで尾行というわけなの」

「了りよう解かいしました。では、椎菜もお供します」

　いすずは困こん惑わくした。

「無理しなくていいのよ？　これはわたしの個人的な──いえ、秘書的な動機に基づくことだから。バイトのあなたに付き合ってもらういわれはないのだし」

「無理はしてません。なにしろ椎菜は、ヒマなのです」

「ああ……」

「バイトがありませんと、こんな調子です。帰宅してテレビでも観みるか、ひとりカラオケで喉のどを鍛きたえるか……。いま拝見したところ、いすず先輩は尾行がお苦手のようです。どうせですから、お供します」

　メープルランドの近この衛え士官として生きてきた自分は、確かに尾行などが苦手である。

「助かるわ。ここは小心なネズミかゴキブリのように、人目を避さけて生きることに慣れたあなたに頼たよるとしましょう」

「……えー。あー。うん。……まあ、いいです。先輩って、そういう人ですし」

「電車が来るわ。行きましょう」

　ものすごく不服そうな様子の椎菜を従えて、いすずは西也が向かった上り線ホームへと急いだ。




　西也は東とう都と線の上り電車に乗って、そのまま新しん宿じゆくまで来てしまった。

　さいわい、いすずたちが尾けていることには気付いていないようだ。

　なにしろ新宿といったら、世界最大レベルの駅でもあるし、人ごみのすさまじさもオリンピック級というわけで、いすずたちの尾行もずいぶんと楽になった。電車の中では、となりの車両からきょろきょろと、いつどの駅で降りるかと固かた唾ずを吞のんでいたのだが。

「あの、先輩。し、椎菜は……新宿とか、滅めつ多たにこないんです。大丈夫ですよね？　帰れますよね？」

「あなた高校生でしょう？　そんな情けないこと言わないで」

　そもそも、自分で好き好んでついてきたのに。いまさらそんな泣き言を言われても困る。

「あと、可児江先輩って車内でスマホ見ないんですね。気付きましたか？　あれたぶん、岩波文庫ですよ。何の本かわからないですけど。渋しぶいです。カッコいいです」

　椎菜の指し摘てき通り、西也は車内で吊つり革かわを握にぎり、古びた文庫本を読んでいた。いすずの目からは見えたのだが、あれはショーペンハウエルだ。

「まあ……もしドラとかじゃなくて良かったわ」

「ええっ。あれもいい本ですよ？」

「そう。読んだことはないけど、パークの支配人をやっていて付け焼き刃ばでは困るわ。今いま更さら読んでいたら不安になる、という話よ」

「ああ……ええ。それはわかりますけど」

「行きましょう」

　さいわい、西也はまったくいすずたちの尾行に気付いていないようだった。新宿から乗り換かえる気配はないようで、西口から出ると、そのまま家電量りよう販はん店てんをぶらりとして、地下のＰＣパーツコーナーで一〇分近く動こうとしなかった。

「なんか先輩、悩んでますね……。あれ、グラフィックボードっていうんですか？　買うつもりなんでしょうか」

「さあ……」

　やたらとごっついファンの付いた電子基き盤ばんを見比べ、ため息をついている。買う気はなかったようだ。それから西也はレジ脇わきに移動し、メモリの価格を熱心にチェックしてから、ふと自分の腕うで時計を見て、売場の出口へと早足で歩き出した。

「買い物が目的というわけでは、なかったみたいですね」

「そのようね……」

　ただの寄り道だったようだ。量販店を出て、そのまま駅とは反対方向、超ちよう高層ビル街へと向かう。都庁の手前、すこし背の低いビル（とはいっても三〇階くらいはあっったが）に入っていくと、そのビル内の巨きよ大だいな吹ふき抜ぬけの真ん中に立ち止まり、その場の巨大な水時計と、自分の腕時計とを見比べていた。

「ここ、普ふ通つうのビジネス用のビルですよね？　こんなところに何の用なんでしょう？」

「わからないけど。……それにしてもあなた、よくしゃべるようになったわね」

「そ、そうですか？」

　西也からは見えない位置で、こそこそと様子をうかがいながら、いすずと椎菜はささやきあった。

　どうやら、西也はだれかと待ち合わせているようだった。

　待つこと数分。

　果たして、待ち合わせ相手が現れた。

　おしゃれな感じの少女だった。いすずは一度も見たことがない。たぶん一五歳前後か。中学生かもしれなかったが、端たん整せいで大人びた顔立ちなのでそれ以上はなんとも言えなかった。

　その少女は、西也を見るとぱっと明るい顔をして、彼へと駆かけより、その腕に抱だきついた。西也自身も、それを当然のように受け止め、軽い苦く笑しようさえ見せていた。

「え……」

「ちょ……」

　いすずも椎菜も啞あ然ぜんとした。

　なにが起きているのだろう？　あの可児江西也に、まさかの愛人が!?

　いや、別に本妻がいるわけではないのだから、愛人という呼こ称しようは不公平だろう。だがそれでも、あの少女の出現はいすずたちに大きな衝しよう撃げきを与あたえた。

「ど、どどどどでゃ！　どうでしゃ。にゃにぎゃ。しぇ、しぇんぱい！　にゃでっす、にゃい、きょる、にゃーでっしょ!?」

「日本語で言って」

「あああ……すびません！　ええと、その……可児江先輩の彼女さんなんでしょうか？」

「わからないわ。わたしも初めて見る女だから」

「あー……こういう場合、妹さんだった、なんてオチは……」

「それはないはずよ。可児江くんは一人っ子だから。妹はいないわ」

「でもでも、やたらと馴なれ馴なれしいですよね？　あんな風に腕なんてとって……しかも胸！　胸押しつけてますよ!?　とんでもないミッチですよ、あの人！」

　メープルランドの下品な俗ぞく語ごなんて、どこで覚えたのだろうか？　まあ、たぶんあの三匹びきだろうが。

「それで、どうしますか？　尾行続行ですか？」

「もちろんよ。あの女がパークに仇あだなす敵ではない保証は、どこにもないし。ひょっとしたら甘城企き画かくが仕し掛かけたハニートラップかも」

　そうだ。そうに違ちがいない。

　いざとなったら魔ま銃じゆうシュタインベルガーの弾たまを腹はら一いつ杯ぱい食らわせてやろう。おもに可児江くんに。

　西也と少女はそのまま高層ビルの最上階行きのエレベーターに乗ってしまった。一いつ緒しよに乗るわけにも行かなかったので、一つ遅おくれて後を追う。最上階は飲食店のフロアになっていて、高層ビル街の景色を売り物にしたレストランやカフェが軒のきを連ねていた。

　こそこそと探すこと五分。二人がこじゃれたイタリアンの店にいるのを発見する。

　いすずと椎菜は目立たないように店に入り、支柱を挟はさんで背中合わせになる席に陣じん取どると、聞き耳を立てはじめた。




　後ろにほかの客が座ったようだったが、西也は気にもとめなかった。

　こういう場所での飲み食いなど、ずいぶんと久しぶりだな、と思う。

　三月からこっち、パークの運営で七しち転てん八ばつ倒とうしていたものだから、ほとんどのんびりしていなかったのだ。以前はたまに一人で買い物に出かけて、量販店を冷やかしたり、デパートの紳しん士し服ふくコーナーをぶらぶらしたりしたものなのだが。

「どうしたのお？　ぼーっとして」

　目の前に座る早さ紀きが、舌っ足らずな声で言った。

　小首を傾かしげると、ふわりとセットした髪かみがゆれ、小さなピアスが光った。着ている私服もちょっと派手だ。淡あわいピンク系で上品な色使いではあるのだが、なんか妙みようにスカートが短いし。

「どうもしない。ただ、落ち着かんだけだ」

　そう。唯一の不満は、こんなビルの高層階で茶を飲んでいることだった。まあ、窓は遠い席だからまだ我慢できるが。さっきの展望エレベーターは最悪だった。

　早紀は頰ほおを膨ふくらませた。

「もう。せっかく会えたのに、なんでそうなるの？　きょうは気合いいれて来たんだよ？　ほら、このサンダル！　先週買ったの！　ほめて、ほめて！」

「ああ。転ばないようにな」

　まったく女というのは、どうしてこう、くだらんサンダルやら鞄かばんやらにカネをかけるのか。それくらいの感想しか出てこなかった。

「ぶうー。だいたい、なんで学校の制服のまま来るわけ？　私服に着き替がえる時間ならあったでしょ？」

「ああ、私服か……」

　そういえば、ずいぶん長いこと着ていないような気がする。パークの仕事で外回りをするときは、いつも一着三万円のスーツ姿だったし、ほかの時はパークの支配人の制服か、学校の制服姿ばかりだ。

「まあ、どうでもいいではないか。別に彼女とデートするわけでもないのだから」

「早紀はデートだと思って来てるよお？」

「それはお前の勝手だ。好きにしろ」

「だいたい、西也くんは冷たすぎるよ。何度も予定聞いてたのに、そのたびに『その日はダメだ』だの『予定がある』だの！　普通の子だったら激おこだよお!?」

「そう言われても、本当に忙いそがしいんだ。四月から始めたバイトが……その、なんだ。いろいろとヤバい職場でな」

「だって、バイトなんてテキトーにこなしてればいいじゃん。だいたい、どうヤバいの？」

「うーむ。そこがダメ人間だらけで……いや、最近改善しつつあるが……。とにかく、リーグ最下位のチームでシリーズ優勝を狙ねらわなければならんような状じよう況きようでな」

　そのことを考えると胃が重たくなってくる。西也は飲みかけのコーヒーにミルクを加えた。

「変なのお。だってバイト先って、遊園地なんでしょ？」

「ああ。裏方だがな」

「ねえ、今度早紀も遊びにいっていい？」

　西也はコーヒーを吹き出しそうになった。

「いや、だめだ。やめろ。それに楽しいところじゃない。ヤクザみたいなのとか、変質者スレスレみたいなのもいるし、こないだも死にそうな目にあって……あー、とにかく、来るな」

「やだ、行きたい！」

「だめだ。あきらめろ」

「ぶう──っ。西也くんつまんないよう！　前はあちこち連れてってくれたのに……」

「ヒマだったのだ。いまは違う」

「あーあ……」

　早紀はそれ以上責めようとはせず、しばらく無言で遠くを眺ながめた。それまでの天真爛らん漫まんな感じがかき消える。大人っぽくて、物もの憂うげな横顔だった。

「こうやって、どんどん遠くなって行っちゃうんだね……」

　小さなため息。早紀はこんな顔をする娘むすめだっただろうか？　と西也は落ち着かない気分になった。

「遠いというほどじゃないだろう。お前は目め黒ぐろ。俺は甘城。その気になればすぐ会える」

「その気にならないのが問題なんだよ……」

　またため息。

「早紀ね……前から、西也くんのこと『お兄ちゃん』て呼ぼうかどうか、迷ってたの。でも西也くんは、家族のはずだけど家族じゃないみたいで……けっきょく呼べずじまいで」

「ああ……」

「だから、西也くんが出て行っちゃったのも、早紀が悪かったのかもしれないって、たまに思うことがあって」

「いや、違う。それは違うぞ早紀」

　早紀がそんな風に考えていたのは意外だった。西也はあわてて否定する。

「でもお、ずっと前に一度だけ『お兄ちゃん』て呼んでみたら、イヤそうだったよね」

「それは……俺はずっと一人っ子だったから、いきなり妹が出来て、そう呼ばれても違い和わ感があったというか。こそばゆいというか。そういう、アレなのだ。別にお前が悪かったわけではない」

「ふうん。そうだったの……」

　そう言って早紀はレアチーズケーキを一口食べた。その甘さを楽しむというよりは、なにかの養分をよく嚙かんで飲み込むような仕草だった。

「お母さんにも言っていいかなあ？」

「早さ織おりさんに？　なにをだ」

「いまのこと。お母さんも、似た感じで気にしてるっぽいから」

「ああ……そうか。まあ、そうだろうな」

「いいよね」

「ああ。すまないと言っておいてくれ」

「本当は直接言ってほしいなあ……」

「まあ、そのうち、な……」

　目の前の少女──久きゆう武ぶ早紀は西也の義妹にあたる。

　血のつながりはない。

　離り婚こんした西也の両親のうち、父親の久武孝たか治はるが再さい婚こんした相手の連れ子が早紀だ。

　すこしの間、一緒に住んでいた時期もある。思春期になってからの連れ子同士、しかも異性などというのは、なかなかいい関係にはなれないものだが、早紀は最初から西也によくなついた。

　けっきょく西也は家を出て、父の妹にあたる久武藍珠あいすの家で世話になっているのだが、早紀とはこうしてたまに会っている。

『可児江』は母方の姓せいだ。

　昔の本名は『久武西也』だった。子役タレント時代は別に芸名があったのだが、突とつ然ぜんの引退からしばらくして、ネットで本名が暴ばく露ろされてしまったのだ。犯人はわからない。なにしろ容疑者は山ほどいる。

　それで、親の離婚を契けい機きに彼は『可児江西也』になった。いまでも毛け嫌ぎらいしている母親の姓を名乗るのは、西也にとってもひどく不本意だった。しかし、ほかにいい方法もなかったのだ。

「でも西也くん、ちょっと変わったよねえ」

「？　なにがだ？」

「前はすごくエラそうで上から目線だったけど、いまは……」

　早紀は考えた。

「うーん、いまもエラそうで上から目線だよねえ」

　西也は肩かたを落とした。

「なんだ、それは……」

「あ、でもね、なんか違うの。前は……なんだかアニメの悪役みたいだったのかなあ。みんなのこと、バカにしてて。敵意むき出しな感じ」

「…………」

「早紀はほら、バカだから。西也くんにバカにされても気にならなかったんだけどお。でも、それがいまでは……うーん……」

　腕うで組ぐみして、早紀は考え込む。彼女なりに熟考しているのだろう。

　とはいえ、早紀は学業的にはそれほどバカでもない。もし甘城市周辺に住んでいて、ちょっとがんばれば、甘城高校（実は進学校）に入ることも難しくはないだろう。

　彼女なりの結論に至ったのか、早紀はぽんと手を打った。

「うん！　なんかね、西也くんって……ライバルキャラみたいな感じかなあ？　ほら、そういう悪役って途と中ちゆうからヒーローを助けてくれるじゃん。ほんとはいい人なのに、『お前を倒たおすのはこの俺だ』とか言って味方してくれるの」

「はあ……」

「なんか、きょうはそう感じたの。変かなあ？」

「よくわからん」

「ところでえ、藍珠おばさんは元気？」

「いきなり話題が切り替かわるな……」

　早紀は藍珠と数えるくらいしか会っていないが、なぜか一方的に慕したっているようだった。たまに『かっこいい人だよねえ』だの『あこがれちゃうなあ』だのと言っている。出版社勤務でバリバリ仕事をしている二〇代の女というのは、これくらいの娘には羨せん望ぼうの的なのだろう。まあ、作っている本はあまりよくわからない麻雀マージヤンマンガの雑誌とかなのだが。

　早紀に『元気か』と問われ、西也は同居人の顔を一週間近く見ていないことを思い出した。

「たぶんな」

「ええ？　そんな、たぶんってひどいよおー」

「明け方に始発で帰ってきて、昼過ぎに出勤していくような生活なのだ。帰ってこない日も多いし。洗せん濯たく物ものとビールの減り方で生きていることだけは確かく認にんできる」

「不健康だなあ。今度、早紀がなにか作りにいってあげようか？」

「お前、料理できたのか？」

「できないよ。でもおぼえるもん」

「いらん。俺の方がうまい」

「ぶう──！」

　そこで早紀のスマホが振しん動どうした。

「あ、ごめんね」

「いや」

　スマホの画面を確認。短くなにかを書いて、さっと返信。どうせＬＩＮＥか何かだろう。

　返信してから、早紀はすこし考えるそぶりを見せた。それからためらいがちに、西也を上うわ目め遣づかいでのぞき込んだ。

「いまの、男の人からだよ」

「……そうか。それがどうした？」

　そっけなく言ってやったつもりだったが、失敗したようだ。早紀は見み透すかしたように、いたずらっぽく笑った。

「いまのは、お父さん」

「…………」

　早紀は冗じよう談だんめかしたようだった。だが西也は笑えなかった。

「それだけじゃわからん。どっちの親おや父じだ」

「西也くんの、お父さん」

「…………」

　自分の顔が不ふ機き嫌げんになるのを、西也は止められなかった。

　西也の実父──久武孝治のことを、早紀は『お父さん』と呼ぶ。ほとんどためらいもなく。

　親父は、早紀とその母親の早織さんによくしているらしい。仕事の部署が変わったんだか何だか知らないが、週の半分は夕食までに帰ってきて、会話もそれなりに弾はずんでいるそうだ。

　俺とお袋ふくろのころとは、大おお違ちがいだ。

　自分の中の父親の記き憶おくといったら、すれ違いと無関心、たまに見せるとってつけたような父親面づら、それくらいだった。

「やっぱり、そっちなんだね」

「そっちって、なにがだ」

「お父さんのこと、嫌きらいなの？」

「別に。どうでもいいだけだ」

　強い苛いら立だちが、表に出ないように気をつける。たぶん、それも失敗しただろう。早紀の声こわ色いろが慎しん重ちようになった。

「あのね。実はね。お父さんにも、きょう西也くんに会うって言ってあるの」

「ふーん……」

　そんな声しか出せなかった自分が情けなかった。

　ああ、みっともない。拗すねたガキか、俺は。

「それで……お父さんがね？　もしよかったら、これから会ってご飯でもどうか、って。あ、一応ね？　一応……聞いてみてって頼たのまれたの」

「遠えん慮りよしておく」

「お、おいしいお店があるんだってえ。鉄板焼き料理のね？　そんな高くないけど、すごい柔やわらかいお肉とか──」

「聞こえなかったのか？　俺は、断ってるんだ」

　強い調子で言ってしまった。早紀はしばらく無言でいたが、やがて取り繕つくろうように何度かうなずいた。

「う、うん……。そうだよね。ごめんね」

「返信しておけよ」

「え、後でいいよお」

「いますぐだ」

「うん……」

　のろのろとスマホを操作する早紀の姿を、西也は正視できなかった。

　ひどい自己嫌けん悪おを感じる。早紀はなにも悪くないのに、こんな態度をとってしまった。

　だが我が慢まんできないのだ。

　引退前後のあのころ、あんなに自分は苦しかったのに。あれほど助けを求めたのに。なのにあの男は聞いてくれなかった。仕事にかまけて、ろくに会おうともしてくれなかった。お袋にひっぱたかれてるのを目まの当たりにしても、あの男はおろおろして『おい、やめろよ』だのと言うだけだった。

　なにをいまさら。

　改心のふりでもしたいのか？　しかもそれに早紀を利用するなんて。そうだ、利用だ。あいつはこの子まで利用しやがった。

　それに、鉄板焼きだと？　ふざけるな。金持ちぶりやがって。

　どれだけうまかろうが、あのコロッケにかなうものか。ラティファのコロッケ。ああいうものこそ『おいしい』というんだ。うちの自じ慢まんの逸いつ品ぴんだ。ああ、でもモッフルの行きつけの店のコロッケもよかったな。とはいえ、鉄板焼きか。高級路線の飲食店というのも一考に値するかもしれない。焼きそばだのホットドッグだのばかりでは、あまりに芸がなさすぎる。千斗に相談してみるか。

　ああー、こんな時まで仕事のことばかりが脳のう裏りをよぎる。ムカつくなあ。……というかどうするのだ、三〇〇万人なんて。よほどそっちの方が泣きたくなる問題だぞ。

（……あれ？）

　そこで西也は我に返った。

　なぜだろう。

　自分はいま、なにに怒おこっていたのだろうか。パークのことを考えたら、急にさっきまでのどす黒い気分に浸ひたっていた自分が、バカみたいに思えてきた。

　くだらん。実にくだらん。

　かつては自分の思考の中で、比ひ較かく的優先順位が高かった家族問題が、いまではものすごく下の方に位置していることに、西也は気付いた。

　親父がどうの、お袋がどうの。

　知るかバカ。そんなことよりパークの明日だ。

　三〇〇万人だぞ!?　普ふ通つうの男なら失禁して逃にげ出すレベルだ！

　だいたい明日は、あの三さん馬ば鹿かも含ふくめたキャスト連中と会議があって、予算やら何やら大おお喧げん嘩かの予定なのだ。ウジウジしている場合ではない。

「……うーん、すまん！」

　天てん井じようを見上げ、西也はあっけらかんと言ってみた。

　その試みは成功した。

　あまりにうまくいって、乾かわいた笑い声まで漏もれてしまった。

　早紀が目を丸くしている。

「きゅ、急にどうしたの？　やっぱり……お父さんと会う？」

「いいや、その気もぜんぜんない！」

「ええ？」

「なにしろバイトが忙いそがしいのだ！　俺の頭は、職場のことでいっぱいだ！　親父なんか、どうでもいい！」

　さっきの『どうでもいい』とは、言葉は同じでもまったくニュアンスが違っていた。

　本当にどうでもいい。

　気持ちいいくらい、どうでもいい！

「……だがまあ、俺は気配りもできるイイ男だ。親父にはこう伝えておくがいい。『うるせえ』と」

　うむ。もうそれで充分だろう。人生は浪ろう費ひできんのだ。

「ええ？　なんだかもう、わけわかんないよ!?」

「それから早紀。めんどくさいので、今度から俺と会いたきゃパークに来い。紹しよう介かいしたくない変なのばかりだが、俺の仲間だ」

「仲間……？」

「まあ、会わなくていいがな。とにかくこんな、景色だけがウリのしょーもない店で、茶など飲んでいられるか！」

　ちょうどそばを通りかかったウェイターが、こちらをじろりとにらんだが、西也はまったく意に介かいさなかった。千円札と五百円玉を卓たく上じように置き、すっくと立ち上がる。

「では、俺は帰るぞ。片づけなきゃならん書類が山ほどある」

「ええ？　そんなあ……！」

「きょうは意外と有意義だった。意外とな。そんなわけでお前には感謝してやる。じゃあな！」

「あー、もう……！　西也くん、ひどいよお！」

　大おお股またで店を出て行く。

　早紀がぶうぶう言っていたが、西也はおかまいなしだった。




　すべてが終わり、久武早紀も会計を済ませて店を出て行ったあと、ようやく椎菜が口を開いた。

「なんだか……ヘビイな話を聞いてしまったみたいです」

　そう言う椎菜の口くち振ぶりも、えらくヘビイな感じだった。

「いろいろと複雑なご家庭みたいですね、可児江先せん輩ぱい。わたくし椎菜が察するに、いまの女性は、再さい婚こんされた親おや御ごさんの連れ子みたいでしたけど……」

「ええ……。そういえば、そういう義妹がいたはずだわ」

　いすずは認めた。

　以前に西也の身上調査をしたとき、早紀という少女の存在も書類上にはあった。だがいまでも付き合いがあって、しかもこんなに親しい間あいだ柄がらだということまでは知らなかった。

　いすずは安あん堵どとも拍ひよう子し抜ぬけともしれない、複雑な気分でいた。

　同時に、罪悪感も感じていた。

　可児江くんは、なにも後ろ暗いことをしていなかった。仕事の合間に、自分の大事な家族問題に向き合っていただけだ。

　それを自分は尾び行こうし、聞き耳をたててしまった。彼の大事な問題に踏ふみ込んでしまった。

　しかも彼は──最後に、家族問題よりもパークのことが大事だと宣言してくれた。そう言ったも同然の言葉を残していった。

　こんなわたしたちを、こんなにダメなわたしたちを、『仲間』だと。

「いすず先輩。あの……もしかして、泣いてますか？」

「いいえ。まったく」

　いすずは本当に泣いてなどいなかった。胸の中に熱いものがこみ上げ、顔が熱くなるのは感じていたが、涙なみだを流すほどではなかった。

　でも──

　どうだろう？　ここに椎菜がいなかったら、ちょっとわからなかったかもしれない。




　翌朝。

　いすずは会議の前に、出勤してきた西也と顔を合わせた。安っぽい執しつ務む室でのことだ。

　いつもと同じ調子で、彼は『おう』と言ってきた。毎度の支配人の制服に着き替がえ、ネクタイを締しめようとしている。

「きのうはどうだったかしら？」

「ん？」

「野暮用がどうのだとか。なにか問題はなかった？」

　いすずの心配に反して、西也は何も気付いていない様子だった。

「ああ。別に」

「そう」

　西也が鏡を前に、ネクタイを何度も直している。いすずはそばに寄っていって、彼のネクタイを締め直してやった。

　ちょっとだけ、彼が息をのむ。

「これでいいと思うわ」

「お……おう」

　彼の両肩かたをつかんで、ぐいっと一八〇度回転させ、背中を強くたたいてやる。

「痛っ！　……なんだ、おい？」

「さあ、きょうもがんばりましょう」

「…………？　ああ」

「ほら、しゃきっとしなさい。西也くん」

　会議室へと背中を押す。西也は不ふ審しんに思いながらも、従い、ふらふらと廊ろう下かを歩く。

「しゃきっと？　俺はいつだってしゃきっとしてるが……。っていうか、なんだと？　いまおまえ、俺のことを……」

「会議に遅ち刻こくするわよ？　西也くん」

「せ……」

「なにかおかしい？　西也くん」

　西也は一いつ瞬しゆんためらったが、すぐに苦く笑しようした。それから芝しば居いがかった調子で、こう言った。

「あー、うーん。本当だ。急ごう。モッフルたちがギャアギャアうるさいからな……」

「そういうことよ。でもちゃんとわたしが、フォローするから」

「ああ。頼たのむ」

　だから──

　だから一いつ緒しよにがんばりましょう。

　わたしは必ず、あなたについていくから。なにが起きても、あなたのそばで立ち向かうから。

　だから、西也くん。

　そう呼んでもいいでしょう？
















　五頭会談（焼鳥屋『さべーじ』にて）







　今夜は月に一度の『キャストリーダー懇こん親しん会』である。

　キャストリーダー（ＣＬ）とは、甘あまブリを構成する五つのエリアそれぞれに一名ずついる。

　モッフルは魔ま法ほうとメルヘンなエリア『ソーサラーズ・ヒル』のキャストリーダーだ。つまりマカロンやティラミー、それからミュースたち『ソーサラーズ・ヒル』のキャストをとりまとめる役を務める。

　キャストリーダーは、担当エリアで働くキャストたちの仕事ぶりを常にチェックし、そのサービスやパフォーマンスを維い持じすることに責任を負う。アトラクションの内容や人事についても発言権を持ち、支配人代行である可か児に江え西せい也やに対して、運営方針その他について進言することもできる（要するに西也にギャアギャア文句を言える）。

　そんなわけで、キャストリーダーとはパークにとってきわめて重要な役職であり、現場と経営陣じんとの橋はし渡わたし役としても欠かせない立場なのである。

　もし、モッフルと他四名のキャストリーダーが結けつ託たくし、支配人サイドに造反したら、パークの運営はたちまち麻ま痺ひしてしまうことだろう。

　その重要な五名──通つう称しよう『マジェスティック５フアイブ（自称）』が今夜、甘あま城ぎ駅近くの焼鳥屋『さべーじ』に集結したのだった！




「えー。もっふ」

　モッフルは咳せき払ばらいした。

「……それでは恒こう例れいの懇親会を始めるふも。みんなジョッキ行った？　では、かんぱーい」

「かんぱーい」

「かんぱいでござる」

「ふっ……乾かん杯ぱいだぜ」

「…………」

　飲み会の出だしにありがちなローテンションで、一同はジョッキをがちゃがちゃと打ち鳴らした。

　モッフルは生中をごくごくと飲む。最近、一いつ杯ぱい目はビールでＯＫにしているのだ。あっという間に飲み干すと、『ぷはっ』と一息。

「タカミちゃん！　ホッピーの黒たのむふも！」

「はいはーい」

　店内の見えない位置から、店員のタカミ嬢じようが応じる。きょうはティラミーがいないので、彼女へのセクハラを心配する必要がないのはありがたい。

「それでモッフルどの。今こ宵よいの議題はなんでござる？」

　めいめいに飲んだり食ったりが始まったあたりで、ゲンジュウロウが言ってきた。

　イルカのゲンジュウロウ。

　五つのエリアの一つ、『スプラッシュ・オーシャン』のキャストリーダーである。

　見た目は直立した二頭身（？）のイルカだ。地上でも尾おビレを脚あし代がわりにして、器用にちょこちょこ歩く。腰こしに二刀を差しており、頭には小さな、戦国風の兜かぶとをつけている。

　その戦国武将風イルカが、折り目正しく席に座り、イカの塩しお辛からをつまんでいる。

「もっふ。議題というほどのものはないけど……。まあ、強しいて言うなら『最近どうよ？』ってくらいの話題ふも」

「なるほど。承り申した」

　ゲンジュウロウは言った。

「されど、特に話すことはござらぬ。あと二週間もせぬうちに、我らの『スプラッシュ・オーシャン』ではプール開きがあり申す。数々の水系アトラクションも、ようやくリニューアルが進みつつあるゆえ……その準備と調整に大わらわでござるよ」

　ゲンジュウロウの言葉はいかめしい。彼の故郷である魔法の国『アマツ・ヤオ』の水すい棲せい妖よう精せいたちは、みんなこんな感じでしゃべるそうなのだが、わけてもゲンジュウロウは礼れい儀ぎと節度を重んじるタイプだった。前に聞いたところでは、アマツ・ヤオでも名家の出身らしい。

「うーん、そうふも。まあ、これから夏だしね。夏休みの動員数はきみのところにかかっているといっても、過言ではないふもよ」

「それは重々承知でござる」

　その名の通り、『スプラッシュ・オーシャン』には水系のアトラクションが集中している。水の中に飛び込むコースターや、海かい賊ぞく船の冒ぼう険けん劇、見み目め麗うるわしい人魚姫ひめの恋れん愛あいドラマ、ジュール・ベルヌばりのレトロ海洋ＳＦなどなど。

「われら『スプラッシュ・オーシャン』のキャスト一同、この夏にすべてをかける所存でござる。どうかご案じ召めされるな」

「あ、うん。別に心配はしてないふもよ？」

「動員数の如何いかんによっては、このイルカのゲンジュウロウ、ラティファ様の御おん前まえにて腹かっさばいてご覧にいれまする」

「いや、さばかなくていいから」

「はて。このゲンジュウロウの腹一つでは足りぬと申されるのでござるか？　ならばキャスト一同にて、プールの水が赤く染まるまで……」

「もっふ、ハラキリ禁止ふも！　いまのはただ、『がんばってね』と言っただけだよ？」

「おおっと、これは失礼し申した。このゲンジュウロウ、生まれついての粗そ忽こつ者ものゆえ。どうかお許しくだされ」

　わっはっは、と笑うゲンジュウロウの姿は、なんとなく大昔の薩さつ摩ま武士を彷ほう彿ふつとさせた。こちらのノリを知っていて、軽くからかっているようにも感じられる。

　とはいえ、ゲンジュウロウはこのメンツの中では、いちばん頼たよりになるキャストリーダーなのだった。地味に有能。きっちり部下たちの手た綱づなを握にぎっている。

　可児江西也が支配人代行としてやってきた三月から最近までは、『スプラッシュ・オーシャン』は目立たない存在だった。なにしろ寒い時期なので、水系は人気が出ないのだ。

　だが昨年度、とにもかくにもパークの命脈をあと一歩のところまで生きながらえさせていたのは、夏期におけるゲンジュウロウたちのエリアの貢こう献けんも大きかったのである。

「その調子なら、大だい丈じよう夫ぶそうふもね。今後も頼むふも、ゲンジュウロウ」「お任せくだされ、モッフルどの」

　ゲンジュウロウが言うと、そこでもうひとりが口を挟はさんだ。

「ええー!?　モッフルくん！　それをいったら、ぼくたちのエリアもがんばってるよ!?」

　と言ったのは、甘ブリの一エリア『アストロ・シティ』のキャストリーダー、『未み来らいくん』だった。

「ああ……。未来くんさん。それはもちろん、わかってますふも」

「本当かなあ？　いやね？　ぼくも今年モッフルくんが本気なのはよくわかってるつもりだけどさ」

「ありがとうございますふも」

　ぺこりと頭を下げる。儀ぎ礼れい的にならないように、気をつける。

「でもねえ。ぼくらだっていい結果出してるわけ。その辺、気をつけてほしいなあ」

「ええ、失礼しましたふも。もちろん未来くんさんの集客力は、いつも頼りにしてますから」

　未来くんは先せん輩ぱいだった。モッフルよりも古参のキャストなのだ。

　その外見は、地球だ。

　地ち球きゆう儀ぎに細い手足がついたような姿なので、二頭身どころか一頭身ということになる。しかも古い地球儀なので、よくみると現在のロシアの場所が『ソビエト連れん邦ぽう』という地名になっている。

　シベリアとカナダのあたりにつぶらな目があって、太平洋上に口がついている。

　未来くんは甘ブリの一エリア『アストロ・シティ』のキャストリーダーだ。彼の担当するエリアは、おもに宇宙やＳＦ、科学的な啓けい蒙もうアトラクションをテーマにしている。

　だが未来くんのアトラクション『セーブ・ザ・アース』の人気は、お世辞にも好調とはいえなかった。

　セーブ・ザ・アース。

　まず『セーブ・ジ・アース』じゃないのか、というツッコミが出てくるこのアトラクションは、バブル期にいち早く環かん境きよう問題を取り入れ、地球の自然が危機に瀕ひんしていることをつづる内容だった。

　テーマはエコ。エコロジー。

　それらをゲストに訴うつたえかけるために、当時最さい先せん端たんの映像技術、音おん響きよう技術が動員された。それはそれで、いい出来だった。

　だが、説教くさすぎた。子供が楽しめるかというと、微び妙みような内容なのだ。しかもほとんどリニューアルをしていないので、かなり古くさくて陳ちん腐ぷに見える。

　さらに未来くんの性格もちょっとアレだった。

「モッフルくん。本当にわかってるのかなあ？　最近、ぼくに冷たくない？」

「もっふ。いえ、そんなことは……」

「ぼくのアトラクションの重要性、わかってる？　地球が苦しんでるんだよ？　もっとお客さんたちに、訴えていかないと」

「ええ。ごもっともだと思いますふも」

「ねえ？　ぼくの姿、わかるだろ？　なにを象しよう徴ちようしているかな？」

　またその話か。

　そう思いながらも、モッフルはぐっとこらえてテンプレの回答をした。「もっふ。地球です」

「うん。ぼくは地球。ガイアなの。君も大変だとは思うけど。もっと地球に優やさしくしなくちゃ。ね？」

　などと言ってはいるが、未来くんのアトラクションはパーク内でも一、二を争うくらい光熱費がかかっている。古い照明機材や古いエアコンのせいだ。あれだけ電力を浪ろう費ひしておいて、エコもへったくれもあったものではない。

「はい。本当に、勉強になりますふも」

「うん、うん。ぼくは君にも可児江くんにも、期待してるんだからね？」「ありがとうございますふも」

　この老害野や郎ろう。死ねふも。

　なにがガイアだ。俺にもっとささやけとでも？（意味不明）

　ガンマバーストでも食らうがいいふも！

「あ、いまモッフルくん、ぼくのことウザいと思わなかった？」

「そんな、滅めつ相そうもないですふも」

「ふーん。ならいいんだけどね。でも地球環境、もっと大事にしていこうよ」

「はい。ぼくもそう思いますふも」

　そのおり、ようやくタカミがホッピーと焼鳥盛り合わせを運んできた。モッフルは丁てい重ちように礼を言って、ついでに追加メニューをオーダーする。

　そこで──

「バーボンを頼たのむぜ。とびきりのやつをな……」

　と、渋しぶさたっぷりに注文したのは、甘ブリの一エリア『ワイルド・バレー』のキャストリーダーを務めるジャック・ランディだった。

　ジャック・ランディ。

　なんだかプロ野球の助っ人外人みたいな名前だが、れっきとした甘ブリのキャストである。見た目は四〇がらみの無ぶ精しようひげのおっさんだ。くたびれたワイシャツに中折れ帽ぼう。腰にはリボルバー拳けん銃じゆうを差している。

　完全に人間の姿だ。モッフルたちのようなもこもこマスコットとは一線を画している。

　彼──ジャック・ランディはワイルド・バレーのアトラクションのひとつ、『トゥームレンジャー』の主人公キャラだった。

『トゥームレンジャー』は、もともと秘境探検アドベンチャーの映画作品だ。

　ワイルド・バレーはその名の通り、野生系のエリアである。サバンナ風やジャングル風の出し物。かつては地球を跋ばつ扈こしていた恐きよう竜りゆうたちが大暴れする『プラネット・ダイナソー』という人気アトラクションもここにある（ちなみに営業部長のトリケンも、元々はここのキャストである。いまでも時間があったら、たまに出演する。ただし普ふ段だんは着ぐるみに任せている）。

　いまキャストリーダーを務めているジャック・ランディも古株だったが、モッフルと大して変わらない時期にパークに来たので、未来くんのようなギクシャクはない。

　ランディは役に入る男だった。

　なので、普段はいつも原作映画（モッフルは観みたことないが）のキャラらしく、クールな顔で葉巻を吸っている。しかもそれが、割と板についている。

　彼が地上人なのか、魔ま法ほうの国の住人なのかは、モッフルたちも知らない。出身も聞いたことのない地名だった。とはいえ昔からまったく老ふけていないので、たぶん地上人ではないのだろう。

　地上人と変わらない姿の妖よう精せいも山ほどいる。たとえばいすずやラティファのように。

　ランディの注文を受けて、タカミが苦く笑しようする。

「あのー、すいません。うち、焼鳥屋でして。さすがにバーボンとか、ないんですけど……」

「ふっ……なら、シングルモルトで頼む。ピートのキツい奴やつを頼むぜ」

「それもないです」

「おいおい、困ったな。だったら俺に何を飲めというんだい、お嬢じようちゃん？」

「だったら梅酒サワーとかにしときます？」

「いいだろう。ダブルでな」

「はい。ありがとうございまーす」

　タカミは首をひねりながら、引っ込んでいった。

「ランちゃん。最近どうふもよ」

「こっちは特になにも。いつもの冒険の日々さ」

　平常運転ということなのだろう。

「リニューアル案がなかなか出てこないって、西也が文句言ってたふもよ？」

「うちバレーは比ひ較かく的新しいからな。人気は安定してるんで、みんな変わるのを嫌いやがってるんだよ」

　冒ぼう険けんがテーマのエリアなのに、ここのキャストたちはやたらと冒険を嫌っている。変に保守的なのだ。

「もっふ。そうは言っても、他ほかがんばってるから相対的に集客力が落ちてきてるふも。そろそろ真ま面じ目めに考えるふもよ」

「ふっ。わかっているさ……」

「本当にわかってるふも？　まあいいけど……」

「俺はピンチに強い男だ。任せておけって」

　その割には、パークがピンチの時にはけっこう病欠するのがランディだった。

「もっふ……」

「それより、そっちの大将はどうなんだい？　いつも通りのむっつり顔だがよ」

　ランディが『エトセトランド』のキャストリーダーであるコダインに声をかける。

　コダインの姿は土ど偶ぐうだった。

　土偶である。

　教科書に乗っているあの土偶。大きな楕だ円えん形の目が二つ。腰こしがくびれ、手足は短く、ふわふわと宙に浮ういているようなあの姿──

　弾だん幕まく系シューティングゲームなら、大量の弾たまをばらまいてくるか、極ごく太ぶとビームを撃うってきそうなたたずまいだった。

「…………」

　コダインは動かない。無言で、浮ふ遊ゆうしている。

　とても無口な奴なのである。というか、こいつが喋しやべるのをモッフルは聞いたことがない。

「コダイン。最近どうふもよ」

「…………」

　コダインは答えない。代わりに腹部に位置する丸いパネルに、青い宇宙文字みたいなのが映し出された。

「よくわからないけど、特に問題なさそうふもね」

「…………」

「も、もっふ。エトセトランドはコンセプトがあやふやだから、大変だろうと思うけど。なんでも相談するふも」

「…………」

　また腹部のパネルに青い宇宙文字が映る。

　エトセトランドはその名の通り、他の四エリアに収まらないようなテーマのアトラクションやキャストが収容される場所である。実験的な企き画かくやショップも多く、入れ替かわりが激しい。期間限定系のアトラクションや、他企業からの出店などもここに置かれる。

「ニャーソンの店は最近どうふも？」

「…………」

　コダインは答えない。ただ静かに、そこにたたずんでいる。

「もっふ。ええと……前から思ってたんだけど、なんで君がキャストリーダーなんだふも？」

「…………」

　コダインは無言だ。ただ浮遊している。

「えーと……」

「…………」

　もう疲つかれた。これで一応、エトセトランドは問題なく回っているみたいなので、心配するのはやめておこう。

「まあまあ、モッフルどの。その辺にしておくのでござる」

　ジョッキをかかげて、イルカのゲンジュウロウが言った。

「今こ宵よいはあくまで懇こん親しん会。仕事の話はほどほどにしておくのが粋いきというものでござろう」

「もっふ。まあ、そうふもね」

「ささ、飲まれよ、食われよ！　いまは英気を養うことこそが、ひいてはパークの未来につながるのでござる！」

「うん。飲むふも、飲むふも」

「そうだね、地球のためにも！」

「ふっ。冒険の日々に乾かん杯ぱいだ。……っていうか梅酒サワーまだかよ」

「…………」

　その後は五人でダラダラと世間話に終始した。野球とサッカー、それから芸能人のスキャンダル。政治についてもあれこれと。

　しばらくして、西也の経営手しゆ腕わんに話題が移ってきた。おおむね好評のようだったが、未来くんはいまでも西也のことを快く思っていないようだった。まあ、それは仕方がない。どこにでも不満分子はいるものだ。

　いい感じに機き嫌げんがよくなってきたあたりで、お開きとなった。

　会計は割り勘かんが通例なのだが、コダインはただ浮いてるだけなので除外。四人で割った。

　駅前までダラダラ歩いて解散。

　毎月、こんな感じなのである。

（ちょっと飲みたりないなあ……）

　いつもつるんでる二匹ひきにメールしてみる。あいにくマカロンはもう寮りように帰って寝ねる直前で、ティラミーは連れん絡らくがつかなかった。

（もっふ。きょうはあきらめるか……）

　なんだか眠ねむくなってきたし。もういいや、帰ろう。

　鼻歌交じりのほろ酔よいで、モッフルは自宅への夜道を歩いていった。







　あとがき




　はやくも（？）四巻になりました。別シリーズも含ふくめると、一年半で五冊です。遅ち筆ひつの賀が東とうにしてはがんばった！（まあ、これでもまだ遅いくらいなんですが……）

　特にネタもないので、各エピソードのコメントでも。




『伴ばん藤どう美び衣い乃のの特とく殊しゆな事情』

　たまに出てきて流血するばかりだった、伴藤美衣乃さんのエピソードです。

　モッフルたちのしょっぱい絶望話は、もっとひどい内容だったのですが、担当のモリイくんとアリマくんから『マジで生々しくてキツいです。若い読者が絶望します』と涙なみだ目めで指し摘てきされ、自じ粛しゆくしてマイルドになりました。

　謎なぞのクイズ大会ですが、最近電車で移動中、スマホで某ぼうクイズゲームをちまちまプレイしてましてなんとなく感じたことが入ってます。まあ、あれですよ。どっかの芸能人の嫁よめの名前なんか、知るかよ!?　とかよく思います。あとオリンピックのフェンシングの選手の名前とか。わかるわけないだろ!?　ふざけんなよ！（とか言いつつ課金）




『プロモーションビデオを撮とろう！』

　数巻も書いていると、だんだんいい味が出てくる脇わき役やくキャラも出てきます。ただのチョイ役のつもりだったトリケンが、なんだかんだで最近お気に入りです。とうとう四巻では表紙にまで登場してしまって、きっと本人も緊きん張ちようのあまり前かがみでしょう。

　このお話はドラゴンマガジンに掲けい載さいした読み切り短編でして、『甘あまブリ』をご存じないドラマガ読者への紹しよう介かいエピソードにもなっています。紹介なのに、ラティファさんを出すのを忘れてました。不覚。




『ファミリー・アフェア』

　美衣乃の話がドタバタ劇メインで、ドラマがあんまりなかったので、しっとり系の話を書いてみました。西也の家庭の事情というか、なんというか。でも後でよく考えたら、美衣乃の方も血のつながってない妹でした。ネタがダブってしまった。不覚。




『五頭会談』

　三バカやトリケン、レンチくんなどの他にも、甘ブリにはいろんな妖よう精せいさん（？）がいるのです。その紹介やら、いつもとは違ちがったモッフルの居酒屋トークやら。ちなみにこのキャストリーダーたちは、秋から放映予定のアニメにも出てくるかも？




　それからアニメ！　制作は京都アニメーションさん！　そして監かん督とくは……『フルメタル・パニック？　ふもっふ』からの御ご縁えんが続いてる武たけ本もと康やす弘ひろ氏です！　そこ！　『ああ、やっぱりね……知ってた』とか『新しん鮮せん味みねえなあ』とか言わない！　現在、たけもっさんと創作上の情熱をぶつけあっています！　はげしく意見が対立しています！　主にいすずの胸を揺ゆらすかどうかで（賀東は揺らそう派）。

　ちなみにアニメの詳くわしい情報は、公式サイトとかをチェックしてください！




　五巻は秋予定です。もうあんまり時間がない（汗あせ）。

　それからイラスト担当のなかじまゆか様、超ちよう絶ぜつ厳しいスケジュールの中、いつもすばらしいイラストをありがとうございます。大変かと思いますががんばりましょう！


二〇一四年　五月　賀東招しよう二じ　　


















【初出】プロモーションビデオを撮ろう！　　ドラゴンマガジン２０１４年３月号　他すべて書き下ろし
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